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春日坂高校漫画研究部




第２号　夏は短しハジケヨ乙女！








あずまの章
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角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













[image: ]








　ｃｏｎｔｅｎｔｓ








❶　最初からクライマックス

❷　ドイツ人形と夏の夜

❸　真夏の戦い

❹　妹よ

❺　理由がほしい

❻　お姉ちゃん

❼　あぶない水着

❽　本音がポロリ

❾　現行犯逮たい捕ほ

❿　合宿だよ！　全員集合！

⓫　山神様の言うとおり

⓬　人として軸じくがズレている

⓭　雨宮兄弟

⓮　真夏の狂きよう想そう曲きよく『暗雲』

⓯　真夏の狂きよう想そう曲きよく『笑う悪あく魔ま』

⓰　真夏の狂きよう想そう曲きよく『約束』

⓱　甲斐君は見た




あとがき

オマケまんが
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　クーラーの設定温度は二十五度。それでも全身に汗あせをかいていて、正直とっても不快だった。

　終業式を迎むかえたのは、ほんの三日前のことである。

　漫まん研けん部員たちと笑え顔がおで別れを告げた私はダッシュで家へと帰宅し、以来、一度も外出していない。

　締しめ切った窓の外からは、蟬せみの全力の鳴き声が聞こえてくる。ときどき小学生らしき歓かん声せいも聞こえてきて、虫も人間も元気だなあと感心する。

　今いま頃ごろ、岩いわ迫さこ君や五ご味みは、コートの上で日差しを浴びながらテニスをしているに違ちがいない。彼らの姿を思い浮うかべながら、私も十代の若者らしく外に飛び出し、太陽の光を受けるべきだろうかと思案した。

　そんな考えが浮かんでくるあたり、私もそろそろ限界だった。

「新刊三冊なんてバッカじゃねーの!?」

　突とつ然ぜん立ち上がると、勢いよくベッドに倒たおれこむ。

　あーもーやってらんねー！　なにが「今年は新刊三冊出したいな」だよ！　アホか私は！　目標は大きく持てとよく言うけど、身の程ほどを知るのも大事なことだっつーの！

　ベッドの上で転がりまわった挙句に床ゆかに落ちた私は、衝しよう撃げきで少し冷静になることができた。うん、原げん稿こうしよう。今は一分一秒も惜おしいんだから。

　入にゆう稿こうの締め切りが目前に迫せまっていた。

　漫研廃はい部ぶの危機を脱だつして安あん堵どしたのも一いつ瞬しゆん。次の危機が待ち構えていたのである。

　夏のイベントに参加するはずの私の手元には、出来上がっていない原稿用紙が数十枚。新刊三冊はもう諦あきらめた。

　それもこれも、夏休み前にサッカー部の臨時マネージャーをやっていたせいだ。家に帰るころにはへとへとのドロドロで、ご飯を食べてお風ふ呂ろに入るだけで力ちから尽つきていたのだ。原稿を進める気力と体力など残ってはいなかった。

　心のどこかで「これはヤバイ」と分かっていたのだが、漫研の危機に集中するあまり……いや、言い訳はよそう。ヤバイという認にん識しきはあったが現実逃とう避ひをしていただけのことである。

　そのツケがこの有様だよ！

　印刷所が指定した締め切り日まで、あと五日。飲まず食わず寝ねずでなんとかギリギリできるかどうか。一冊はすでに入稿した。問題は二冊目だ。

　間に合うかどうかの算段は後回しにして、作業を再開した。そのとき、机の上に置いていた携けい帯たいが鳴った。

　元奴ど隷れい主、サッカー部の島しま部長からだった。

「もしもし？」

『おう、吉よし村むら。元気か？　夏バテしてねーか？』

　このクソ忙いそがしいときに。

　元奴隷に一体何の用だ。舌打ちを我が慢まんし、一応は先せん輩ぱいである彼の話を聞いた。

「ご用件はなんでしょうか」

『実は夏合宿があるんだけどお前に』

「お断りします」

　携帯を切り、パソコンに集中した。長時間の作業をしているせいか、動きがいまいち遅おそくてイライラする。フリーズしたらどうなるか分かってんだろうなァ、と無言の圧力をかけてみたが、相変わらずパソコンの動きは鈍にぶかった。

　二度目の電話は、間を置かずにかかってきた。

『吉村テメー先輩をないがしろにするなんて』

「うるさい！　ミサンガ引きちぎるぞ！」

　今度も一方的に切ると、ベッドの上に携帯を投げた。すぐにまたかかってきたが、無視して作業を続行した。そのうち電話はかかってこなくなった。

　夏休み明けが恐おそろしいような気もするが、今の私を止められる存在などいない。とにかく五日。五日間、死ぬ気で頑がん張ばればバラ色の夏休みが待っている。

　幸さち子こ部長は退院するし、イベントはあるし、漫研の合宿もある。キタちゃんとどこかにお出かけしたり、家でアニメＤＶＤをひたすら鑑かん賞しようするのもいい。

　待っていろ、夏休み。

　世間一いつ般ぱん的にはとっくに夏休みだけど、私の夏休みはこれからだ！

「あ」

　私があまりにも暑苦しかったせいだろうか、パソコンがついにフリーズした。
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　太陽というのはなんと偉い大だいなものであろうか。

　地上に住む私たちすべてを平等に照らし、育はぐくみ、癒いやしてくれる。人間という生き物は、太陽なしには生きてはいられないのである。

　今までの私は、この素す晴ばらしさになぜ気づかなかったのだろう。ああ、誰だれかとこの喜びを共有したい。例えばそう、目の前の新聞配達員のお姉さんとか。

「おはようございます！　いい朝ですね！」

　朝五時に家の前に突つっ立っている私に、配達員のお姉さんはごくごく小さな声で「おはようございます」と返し、新聞を差し出してきた。

　おいおいテンション低いぜ、もっと上げていこーぜ！　世界はこんなにも素晴らしいんだからよ！

「お気をつけて！」

　次の配達先へと向かうお姉さんに手を振ふって見送ると、私は徐じよ々じよに昇のぼる朝日を見つめてふっと意識を遠くにやった。

　入稿、完かん了りよう。
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　二回乗り継つぎをして降りた駅のホームからは、白しら壁かべの病院が見えた。

　改札を通って外に出ると、容よう赦しやない日差しが肌はだを焦こがす。痛いほどのそれに、午前中に来ればよかったと後こう悔かいした。雲ひとつない空が恨うらめしい。

　ちょっと歩いただけでも吹ふき出てくる汗をこまめに拭ぬぐいながら、病院の入り口を目指す。日ひ傘がさをさしたおばあさんを羨うらやましく思っていると、大きな日ひ陰かげに入ってほっと安心した。

　夏休みに入ってから、初めての外出だった。

　久々の下界よのう……と余よ裕ゆうをぶっこいていられたのは最初だけ。真夏のギラギラ太陽と足元のアスファルトから発せられる熱気は、私のさして強くもない精神を叩たたき折ってくれた。

　テレビの情報では、今年は昨年よりも暑くなるそうだ。毎年言っている気がするが、暑いなら暑いでフランスのワインみたいにもっと捻ひねった言葉で表現してほしい。『今年はよく熟されたリッチな暑さ』とか。……それはそれで実に腹立たしいな。

　病院の壁沿いを歩くこと数分、ようやく入り口にたどり着く。自動ドアが開くと同時に冷気が肌を包み込んだ。病院だからそれほど温度は低くはなかったが、十分に気持ち良い。

　時計を見ると、約束の十分前。ちょうどいい頃ころ合あいだ。

　額の汗あせを丁てい寧ねいに拭うと、受付に向かった。
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「待ってたよーリホちゃん！」

　病院の個室を訪ねた私を熱ねつ烈れつ歓かん迎げいしてくれたのは、我が漫まん画が研究部の部長、幸子先輩である。

　不幸にも交通事故に巻き込まれ全治三ヶ月の重傷を負った彼女だが、退院が近いこともあってすこぶる元気そうだった。

「外暑かったでしょ。来てくれてありがとね」

「いえいえ、ろくに顔も見せずにすいません」

「その手に持ってるお菓か子しをくれたら許してあげよう」

　病院に行きがてら購こう入にゆうしたドーナツを部長に進しん呈ていした。チェーン展開しているやつではない、百貨店に期間限定で出店していた有名店のドーナツだ。

　一階にあった売店で買ったお茶と一いつ緒しよに、私もご相しよう伴ばんに与あずかった。部長はいかに病院食が不味まずいかを説きながら、あっという間にドーナツ三個を食べてしまった。

「そういえばもうすぐだね。原げん稿こうは大だい丈じよう夫ぶだった？」

「はい。なんとか二冊はいけそうです」

　すごいっ、と部長が褒ほめてくれた。

　自分でも頑張ったと思う。睡すい魔まに襲おそわれるたびにペンで太ももを刺さしたり、頰ほおを引っ叩いたり、ボロボロになって描かきあげた原稿は、二日前に無事入稿できた。

　しかし、入稿後の記き憶おくがひどく曖あい昧まいである。

　キタちゃんが言うには、『入にゆう魂こんした』という謎なぞのメールが私から送信されてきたというが、まったくもって記憶にない。正しくは『入稿した』だろう。疲ひ労ろうと眠ねむ気けで錯さく乱らんでもしていたのか、私は。

「ところでリホちゃん」

　急に真面目まじめな顔つきになった部長を前にして、私は今日の目的を思い出し、居住まいを正した。元気な部長の姿を見るのもそうだが、何よりも大事な役目があって今ここにいるのだ。

「お任せください、部長」

　胸を張る私に、部長は大おお仰ぎように頷うなずいてみせた。そして枕まくらの下から小さなメモの切れ端はしを取り出した。

「なんでそんなとこに？」

「だって大事なものだもん」

　英語と数字の羅ら列れつが並んだメモを受け取ると、手帳の間に大事に仕し舞まいこんだ。最近は病室でもインターネットができるので、部長は傷を癒しながら目当てのサークルを調べたらしい。

「行けないことはないんだけどね、パパが駄だ目めだって言うの。どうしても行きたいなら付き添そいするって」

「うおぉ」

「ってなるよね！　どこの世界に親同どう伴はんでイベントに行くオタクがいるっていうのよ。ただでさえパパは目立つのに」

「部長単体でも目立ってますよ」

「そうかなあ」

　部長は納なつ得とくいかないと言わんばかりに金きん髪ぱつに指を絡からめてくるくるさせた。

　人形みたいに綺き麗れいという表現がこうもぴったり当てはまる人を、私はこの人以外に知らない。

　緑色の目はカラコンなどではなく、金髪も地毛。ドイツ出身の彼女の名は、ベアトリクス・幸子・ルーヴェンという。

　小学生のときから日本に住んでいる部長は、言葉に不自由することなく高校生活を謳おう歌かしていた。

　不幸が襲ったのは今年の四月。本屋帰りに酒さけ酔よい運転の車に撥はねられたのである。

　血を流して横たわる彼女の周りにばらまかれたのは大量の同人誌……後から話を聞いた私たち漫まん研けんメンバーは、あまりの恐おそろしさに身み悶もだえしたものだ。せめて普ふ通つうの漫画であれば、と部長の身に降りかかった二重の災難に同情せずにはいられなかった。本人は事故直後に意識を取り戻もどし、「私の薄うすい本は!?」と自分よりも別の心配をしていたらしい。

「北きた川がわちゃんからメールで聞いたよ、二人で漫まん画が描かいてるんだってね」

「はい。文化祭で出そうと思ってます」

「いいなあ。私が入院してる間に楽しそうなこと始めちゃってさあ」

「さすがに病院でコスプレはできないですよね」

「やったら追い出されるわよ」

　趣しゆ味みに精を出すこともできず、よっぽど欲よつ求きゆう不満と見える。私は鞄かばんから出しかけた雑誌を元に戻そうとしたのだが、目ざとい部長に見つかり結局彼女に渡わたすことにした。

「とりあえず目についたものを買ってきました。でも読んだら余計に辛つらいかなって思ったんですけど」

「そんなことないよ、気が利きくねえ！　さすがにパパに買ってきてとは言えなかったから、読みたくてたまんなかったんだよ」

　こんなにも喜んでもらえると、買ってきてよかったと思える。嬉うれしそうにコスプレ雑誌を抱だきしめる部長を見ながら、彼女のパパさんが犠ぎ牲せいにならなくて済んだことに私は安あん堵どした。

「後こう輩はいちゃんたちとはどう？　私ってばろくに顔も合わしてないうちにこんなことになっちゃったからさ、一応気にはなってるんだよ」

「三人とも仲良しですよ。放課後よくお喋しやべりしてます」

「智とも子こは？　あいつほとんど来てないでしょ」

「トモ先せん輩ぱいは吹すい奏そう楽がく部が忙いそがしそうですね。なんかパートリーダーとかいうのになったから、簡単には来れないみたいです」

「あぁ、メールで言ってた。今年こそは万年銅賞から脱だつ却きやくするんだって、吹奏楽部の部長が息巻いてるらしいよ」

　放課後の部室にはホルンを抱かかえたトモ先輩がときどき訪ねてくる。といっても五分くらいなもので、お菓子とジュースをつまんで慌あわてて帰っていくのが常だ。夏に開かい催さいされるコンクールに向けて、吹奏楽部は運動部並みの練習をしているらしい。

「私が無理言って入部させたようなもんだけど、なんかごめんね」

「気にしないでください。私たちだってお喋り以外に大したことはしてませんし。それにトモ先輩も色々と気を遣つかってくれてますよ」

「そう？」

「去年のテスト問題をくれました」

「テスト！　うわーもうっ、ちょっとやめてよ、嫌いやなこと思い出させないで！」

　禁句だったのか、部長はベッドに突つっ伏ぷしてしまった。入院中に担任監かん督とくのもとテストが行われていたというのだが、結果は散々だったらしい。

「今年はいよいよ受験だし……はぁ、私って大学に行けるのかしら」

　嘆なげく部長の姿を見ていると、どうしても来年の自分と重ねてしまう。

　できれば忘れてしまいたいところだが、受験という人生においては重要なイベントからはどうしたって逃にげられない。予備校に通って頭にハチマキを巻いての勉強地じ獄ごくが待っているのかと思うと、ついつい話題を変えたくなっても仕方がなかった。

「部長、今年の合宿はどうします？」

「もちろんするに決まってるじゃない！」

　むしろしないなんてありえない、と部長は興奮気味に言った。

　退院明けの夏合宿は、彼女にとっては負担だろうと心配したが、どうやら杞き憂ゆうにすぎなかったようだ。

「後輩ちゃんたちとはまだほとんど話せてないし、五味君にいたっては会ってすらいないんだもの。やるったらやるわよ」

「分かりました。じゃあ、皆みんなに伝えておきますね。でも部長、無む茶ちやはいけませんよ」

「リホちゃんったら、パパと同じこと言うんだから」

　去年の合宿では、近くの川で高所からダイブしてたんだから言いたくもなる。

　心配はあるものの、今年も合宿が開催されるのは嬉しかった。そして今年が部長と過ごす最後の合宿になるというのが、寂さびしかった。
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　あれだけ存在を主張していた太陽も帰るころにはとっくに沈しずみ、辺りは薄うす闇やみに包まれている。昼間よりも気温は下がったとはいえ、頰に受ける風は生暖かい。

「うん、うん、元気だった。あとね、合宿は絶対するって」

『分かった。じゃあ予定空けとくね』

　電話の向こうのキタちゃんの声は弾はずんでいた。去年は本当に楽しかったから、一年生たちにもきっと良い思い出作りになるんじゃないだろうか。

　会話をしながら目の前の角を曲がろうとしたとき、急に後ろに引っ張られた。

「ぅえ!?」

　叫さけび声を上げたと同時に、自転車が体すれすれのところを通り過ぎていく。かなりのスピードだったので、ぶつかっていたらと思うとゾっとした。

　どこの誰だれかは知らないが危ないところを助けてもらったのだ。振ふり返ってお礼を言おうとした私は、相手を見て拍ひよう子し抜ぬけした。

「兄ちゃん、なにしてんの」

「なにしてんの、じゃねえよ。お前、もう少しでぶつかるところだったんだぞ。もっと気をつけろよ」

　兄は強い口調で私に凄すごんでみせると、今度は走りすぎていった自転車を睨にらみつけて舌打ちした。

　握にぎっていた携けい帯たいから、キタちゃんの声がした。慌てて耳に当てると、「周りをもっと見なさい」と怒おこられた。どうやら会話が聞こえていたらしい。謝ってから通話を切ると、腕うでを組んでこちらを見下ろす兄と目が合った。

「どっか行くとこだったの？」

「別に。帰るぞ」

　肩かたを押された私は不思議に思ったものの、まあいいかと歩き出した。

　隣となりを歩く兄となんの会話もなく家路を辿たどるのは、とても居い心地ごこちの悪いものだった。こういうときは男のほうからネタを振ってほしいものだ。

「兄ちゃん」

「なんだよ」

「モリ君のお兄さん、学校でどう？　元気にやってる？」

「元気かどうかは知らねえよ」

　会話終しゆう了りよう。

　もっとさあ、こう、会話のキャッチボールっていうのをしようぜ。ボール見送ってどうすんだよ。

「モリ君のお兄さんを学校まで引きずってったのは兄ちゃんでしょ？　そこまでしておいて後は知らないなんて無責任だよ」

　モリ君から「兄貴が連れて行かれた」と電話で訴うつたえられたのは、夏休みに入る直前のことだった。すわお礼参りかと思ったが、なんてことはない、兄はいつまでたっても登校してこないモリ君兄を文字通り力ずくで学校まで連れて行ったのだ。以降、毎日登校するようになったモリ君兄だが、確実にうちの兄を恐れての行動なのは間ま違ちがいない。

「学校には来るようになったんだから、もういいだろ」

「よくないよ。ちゃんと話しかけたりしてる？　周囲から孤こ立りつしてない？」

「なんでお前がそこまで心配すんだよ」

「モリ君は友達だもん」

　それに彼はとてもお兄さん想おもいだ。「兄貴が一いつ緒しよに犬の散歩に行ってくれた」とか、「勉強を教えてくれた」とか、モリ君はいつも嬉しそうに話してくれた。目元を和なごませて語る彼を知っているだけに、他人ひと事ごととは思えなかった。

　少しずつでいいから良くなっていくといいね、と二人で話していたのだが、まさかその願いを一足飛びに兄が叶かなえてしまうとは思いもしていなかった。

「まさか苛いじめられたりしてないよね？　兄ちゃん、ちゃんと見とかなきゃ駄だ目めだよ」

「男を見守る趣しゆ味みはねえよ」

「じゃあなんで学校に連れて行ったの？　心配だったからじゃないの？」

　挑いどむように下から睨みつけると、前を向けと無理やり頭を戻もどされてしまった。妹とはいえもっと女の子らしい扱あつかいをしてほしいのだが。

「……お前がいつまでも気にしてるからだろ」

「どういう意味？」

「分かんねえんなら、いい」

　兄との会話はそれきりだった。

　無言で歩きながら、最後にふたり一緒に帰ったときのことを思い出していた。私がまだランドセルを背負っていて、兄は大きめの学ランを着ていた。あのころは競きそうようにお喋りしていたのに、いつから兄はこんなにも無口になってしまったんだろう。

　懐なつかしく思った夏の夜。ふたり並んで家路を辿った。
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　時は来た。

　充じゆう血けつした目をかっぴろげた私は、勢いよく起き上がる……ことができずにまどろみの海へとダイブした。あー超ちよう気持ちいい。二に度ど寝ねサイコー。

　そもそもなんで夏休みだっつーのに夜明けと共に目覚めにゃならんのだ。学校なんてないんだから、頭痛がするくらい惰だ眠みんを貪むさぼるのに限る。

　遠くのほうで目覚まし時計が鳴っているような気がするが、気がするだけで鳴っていないに違ちがいない。ちらっと見たけど六時とかありえん。誰だこんなバカな設定したのは。私か。

　そもそもなんだよ、時は来たって。まだ来てねーよ。もっと寝ねさせろ。

　枕まくらを抱だきしめて深い眠ねむりにつこうとしたそのとき、枕元に置いた携帯がけたたましく鳴った。

「んー……もしもし……」

『おはよう。起きてた？』

　キタちゃんだった。随ずい分ぶんと早起きだな。

『ちょっとリホ、今日が何の日か忘れたの？』

　呆あきれた声が覚かく醒せいしきっていない私の脳をほんのわずか刺し激げきした。

　今日は何の日って、もちろん惰眠を貪る日──じゃない！

『思い出した？　ならすぐに洗面所に行きな。寝たらぶっ飛ばすよ』

「うぃ……」

　キタちゃんにモーニングコールを頼たのんでおいてよかった。ふらふらしながら一階の洗面所に向かった。

　興奮しすぎてやっと寝られたのがたしか三時だったので、何時間眠ったのかは言わずとも分かる。鏡に映った私は、それはもうひどい顔をしていた。

　冷水で顔を洗うと、ようやく目が覚める。リビングでお湯を沸わかしてから、もう一度二階の部屋に戻った。

　三度寝したい誘ゆう惑わくと闘たたかいながら前日に決めておいた服を着て、音を立てないように荷物を玄げん関かんに運んだ。作業が終わったころ、ちょうどお湯が沸いたのでインスタントのスープと菓か子しパンを食べた。

　テレビをつけてお天気コーナーを観みてがっくりした。余よ裕ゆうの三十五度超ごえ。外に出るときは水分補給をしっかりしましょうとお天気お姉さんが言っているのを聞いて、冷れい凍とう室に入れておいたペットボトルの存在を思い出す。

　再び洗面所に行って歯を磨みがき、収まりの悪い髪かみを整えた。暑いのでひとつに纏まとめてお団子にした。

　時計を見ると六時四十分。七時に駅に待ち合わせだからもう出ないと遅ち刻こくだ。

　買ったばかりの日ひ傘がさを持って、私は家を出発した。
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　駅の改札に到とう着ちやくすると、すでにキタちゃんがいた。私とお揃そろいのカートを足元に置いて文庫本を読んでいる。

「おはよう、キタちゃん」

　顔を上げたキタちゃんは本を閉じると軽く手を振ふった。私も手を振り返しながらカートを引っ張り、小走りに近づいた。

「聞いてよ、出る直前に兄ちゃんに見つかっちゃってさ」

　話しながら改札を通過した。夏休みの朝七時の駅は人もまばらだったが、私たちと同じようなカートを引っ張っているお姉さんを見つけた。目が合うと、にやっ、と笑えみを向けられる。お姉さま……。

「朝っぱらからどこ行くんだって訊きかれて、参ったよ」

「なんて言ったの」

「フリーマーケットって言っといた」

「それいいね。私も今度からそう答えようかな」

　同人即そく売ばい会と正直に親兄弟に言っているオタクは果たしているのだろうか。……いたな、部長がそうだ。五味も普ふ通つうに言ってそうなイメージがある。

　途と中ちゆう、乗り換かえの駅でマリちゃんと合流し、三人で固まって会場に向かった。目的地に近づくにつれ、次し第だいに志を同じくしたひとたちが増えてくる。気合の入ったファッションやお馴な染じみのカート、何冊入れても大だい丈じよう夫ぶそうな大きめの鞄かばん、などなど。同じ匂においをまとったひとたちは互たがいが互いを見れば容易に分かる。

「メグっぺは来れないんだよね？」

「はい。夏休み前くらいになって、やっぱり行けないってメールをもらいました」

「あれだけ楽しみにしてたのに、急な用事でも入ったのかなあ」

　残り一枚のサークル入場チケットはそういった事情から自動的にマリちゃんに渡わたった。五味は部活があるからと泣く泣く身を引いたのである。

「もしかしたら、彼氏ができたのかもね」

　キタちゃんの何気ない一言に、私とマリちゃんは電車内で色めきたった。

　ま、マジか、夏なのに春が来たのかメグっぺ！

「実際はどうか知らないけど。ところでリホ、岩迫君とはどうなったの？」

「……会話の流れがおかしくねー？」

　彼氏の話からクラスメイトの名前を出すところに悪意を感じる。ほら見ろ、マリちゃんが食いついてきたぞ。

「岩迫先せん輩ぱいってテニス部のひとですよね。一年の女子の間でもけっこう有名なんですよ。リホ先輩とはいい感じなんですか！」

「いい感じに友達だよ」

「テニス部と漫まん研けんの禁断の恋こい!?　ロミジュリみたい！」

　マリちゃんが乙おと女めゲーモードに入ってしまった。あとロミジュリって、うちとテニス部は敵対なんかしてないぞ。むしろ向こうの勢力がでかすぎて、こっちは相手にもなってない。

　岩迫君とは部活会議後に無事仲直りできたので、夏休みは笑顔で迎むかえることができた。そのあと入にゆう稿こうという地じ獄ごくが待っていたけどな！　それはそれだ。喧けん嘩かしたままだと妄もう想そうも捗はかどらないし、本当によかった。

「ほら、降りるよ」

　車内アナウンスが駅名を告げる。私は慌あわててカートを持ち上げホームに降りたった。

　約一時間電車に揺ゆられ、ようやく目的の駅に到着した。改札付近には人間の渋じゆう滞たいができあがり、駅員さんたちが走らないでーっと声を張り上げている。その姿に毎度申し訳なくなる私は身を小さくさせて改札を抜ぬけた。

　ここからさらに歩いて会場を目指さなければならない。初めて来たとしても、ひとの波に乗って歩けばいいから絶対に迷子にならないだろう。私がそうだった。

「おはようございまーす」

　会場に到着した私たちは、隣となり同どう士しのサークルさんと挨あい拶さつを交かわし合い、いざ準備を始めた。

　持参したテーブルクロスを広げ、印刷所から直接会場に届けてもらった新刊を並べる。既き刊かんも少しだけ持ってきていたので空いたスペースに置いた。去年はうっかり忘れた値札もちゃんと作ってある。

「本当に私が最初に店番しなくていいんですか？」

「いいよいいよ、その代わりにお使い頼んでもいい？」

　目当てのサークル名と新刊を書いたメモをお金と一いつ緒しよにマリちゃんに託たくした。キタちゃんには部長の分のお使いを頼んである。

「じゃあいってらっしゃい。楽しんできてね」

　狩かりの時間である。会場がいっせいに動き出した。
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　始まってから三十分。

　目の前を行きかうひとたちは真しん剣けんな表情で、でもどこか楽しそうな顔をしていた。雰ふん囲い気きだけでも心が弾はずんでしまう気持ちはよく分かる。やっぱり好きだな、この空気。

「あのぉ、」

「あ、はい！」

　キタちゃんの新刊と私の新刊を一冊ずつ買ってくれたお客さんがいた。どちらか聞かれたので、サイトで名乗っている名前を告げると、毎日訪問してますと言われて舞まい上がってしまった。

　握あく手しゆを求められて恐おそる恐る握にぎらせてもらう。大学生だろうか。私よりも年上っぽいのに敬語を使われて恐きよう縮しゆくしたが、同時にとても嬉うれしくてますます顔が熱くなった。

「ありがとうございます！」

　緊きん張ちようで汗あせをかいてしまった。ベタつく手の人だと思われやしなかっただろうか。

　お客さんを見送り、タオルで顔をぬぐうふりをして思いっきりニヤついた。

「これください」

「はっ、はい、」

　慌ててタオルから顔を上げると、そこにいたのはなんと五味だった。

「……あんた何やってんの。部活は？」

「休みになったんっスよ」

「ほんとに？　サボってきたんじゃなくて？」

「ほんとのほんとに休みっスよ！　なんならサコ先輩に聞いてください！」

　疑わしいがそこまで言うのなら本当なのだろう。

　それにしても五味、イベント会場が最っ高に似合わない男だな。

「新刊二冊も出したんだ、すげー」

「五味君、それあげるからどっか行ってくんない？」

「リホ先輩、さっきからひどいっスよ」

　周りを見ろ、オタク女子の皆みな様さまがお前を遠巻きにしてらっしゃるぞ。

　この辺りはＢＬばかりだから男は異質な存在でしかない。女性専用車両に入り込むより気まずいはずなのに、五味に気にした様子はまったくなかった。

「お客さんが寄り付かなくなるだろ。ほら、飴あめもあげるから立ち去れ」

「じゃあ後でまた来るっス。終わったらメシ一緒に食べに行きましょうね！」

　しっかり飴を受け取った五味は笑顔で去っていった。夏の大会に備えてこんなところにいる場合じゃないってことをやつは自覚しているのだろうか。

　開始から二時間が過ぎたころ、マリちゃんが帰ってきた。

「もういいの？」
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「はい。先輩の本と、あとどうしても欲しいのは手に入れましたから」

　マリちゃん嬉しそうだ。でも五味が会場にいることを告げると「何してんですかねアイツ」と若じやつ干かんテンションが下がっていた。

「値札があるから大丈夫だよね。あと小こ銭ぜにがなくなりそうになったら電話してね」

「はい。いってらっしゃい」

「いってきまーす」

　マリちゃんに店番を任せ、私は差し入れと新刊を持って目当てのサークルさんに挨拶に向かった。メールではもう何度も親しいやり取りをしているが、会うのはこれが初めてだから緊きん張ちよう感かんがハンパない。キタちゃんに一緒に来てもらったらよかったかな。やばい、また汗かいてきた。

　サークル番号を何度も確かく認にんして、一度深呼吸した。私、普ふ通つうだよね。変じゃないよね。

　春日かすが坂ざかの合格者発表のときより緊張していた私は、ドキドキする心臓を抑おさえながら声をかけた。
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「そうなんです、会社員二年目なんですって。関西から来たって言ってましたよ。メールでもそうだったんですけど、喋しやべっても面おも白しろい人なんです。メアドも交こう換かんしちゃいました！」

　無事イベントを終え、五味を加えた四人で食事をしてから帰路についた。

　家に到とう着ちやくしてからも今日の興奮が忘れられず、電話をかけてきた部長に熱い想おもいを吐はき出していた。頼たのまれた本は無事に手に入ったと報告すると、部長は電話の向こうで喜んでいた。

「さっきも携けい帯たいにメールくれたんです！　思わず保存しちゃいました。あはは、キモいのは分かってますよ」

　病院の消灯時間まで話しこむと、ようやく電話を切った。今日一日のことを思い出すと途と端たんに口元が緩ゆるんでしまう。勢いをつけてベッドに飛び込んでからも全然眠ねむ気けが襲おそってこない。

「カレシ？」

「おわっ、なんだカナか」

　またノックもしないで勝手に入ってきたな。

　こっちが文句を言う前に、妹のカナはニヤニヤと笑いながら訳知り顔で頷うなずいた。

「ふーん、リホのくせにやるじゃん」

「は？」

「どんな男かは知らないけど、がんばりなよ」

「はぁ」

　お前は何を言ってるんだ。

　カナは分かってる分かってると言いながら、部屋にあったゲームソフトを持って部屋を出ていった。一体何が分かったというのだろうか。

　夏休みに入る前から、妹の態度が少し軟なん化かした気がする。私物を勝手に持っていくのは相変わらずだけど、もれなくついてくる罵ば倒とうが一いつ切さいないのが不可解だ。

　疑問を残しつつ、夏の一大イベントは終しゆう了りようした。
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[image: ❹　妹よ]




　占うらないなんてものは都合のいいときにしか信じていないが、どうしてだろう、毎朝のニュースでチェックしてしまうのは。

　星座占いによると、本日の私の運勢は最悪だった。

『おひつじ座のあなたは今日、他人に振ふり回されてばかり！　抵てい抗こうするだけ無む駄だでしょう！』

　笑え顔がおで言うことか、アナウンサーの姉ちゃんよ。

　朝からげんなりさせられた私はチャンネルを変えた。そこでもおひつじ座は最下位だった。

　意地になってすべてのニュース番組をチェックしたら、全部が全部、おひつじ座の運勢がとんでもないことになっていた。こういうのってテレビ局の社員が適当に決めてんだろ。なんだよ、おひつじ座に恨うらみでもあるのか。

　幸いにして、今は夏休み。誰だれかと会う予定もない。占いなど信じていないが、今日は家で大人しくアニメ鑑かん賞しよう会でもしようと思う。いやほんと、信じてないけど。

　そのときの私は、家が一番安全だと思い込んでいた。
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「カナちゃん落ち着いてぇえええ!!」

　断だん末まつ魔まの悲鳴が洗面所に響ひびき渡わたる。目の前にはカミソリ片手にじりじりと距きよ離りを詰つめてくる妹の花か菜な子こがいた。

　占いすげー！　今日から信じる！　信じるからこの憐あわれな子羊を救いたまえ！

「動いたら怪け我がするよ」

　相手は私よりも背が高いうえに力も強い。占いの通り、抵抗するだけ無駄だった。壁かべに押さえつけられた私の顔にカミソリを添えた妹は、もう悪あく魔ま以外の何物にも見えなかった。

　最近、私に対してキモいと言わないし蔑さげすまないし普通に喋ってくるから、やっと姉の偉い大だいさを知ったかと思っていたらとんでもない。あれは油断させるための演技だったのだ。

　じょりっ。

「あふぅっ」

「キモい声出すな。ったく、高校生にもなって眉まゆ毛げいじってないなんてありえないんだけど」

　眉毛と眉毛がくっつかないようにするだけで十分いじった気になっていた私はぐうの音も出なかった。なにごとも自然が一番だって言うし、とごにょごにょ言い訳するも、恐ろしい顔で睨にらみつけられる。

「喋るな。切るよ」

　はい、黙だまります。私は貝になりたいです。

　無言になった私の口の周りの産うぶ毛げを、カナはカミソリで器用に剃そっていく。ついでだと言われて、結局、顔全体の産毛を剃られてしまった。化け粧しようするときファンデーションが浮ういて邪じや魔まなんだってよ。知るかよ。

「よし、泡あわ落として」

　私はお姉ちゃんのはずである。本来ならば、私が妹に対して絶大な権力を振るえるはずなのに、こんなの絶対おかしいよ！

　不満を抱いだきながらも口にせず、大人しく顔を洗った。泡を落とすと、私の顔はつるんとした肌はだ触ざわりに変わっていた。しかしまだ終わりではなかった。

「じゃあ次は眉毛カットするから」

「え」

　すべてが終わったときには、私の眉毛は半分とまでは言わないが、前に比べると明らかに細くなっていた。

　これは喜ぶべきなのだろうか。妹のように長さが半分になっていないことに胸むねを撫なで下ろすところなのだろうか。

「なにぼさっとしてんの。二階行くよ」

「今度はなに！」

「着き替がえんのよ。買い物付き合って」

「えぇっ、やだよ！」

　今日は一日怠たい惰だに過ごすって決めてるんだ。

　ブーブー言ってごねたものの、妹のカナがそう簡単に引き下がるはずもない。もう一度言うが、妹のほうが強いのだ。

　五分後、階段を引きずられて上がる私がいた。
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「ただでさえ地味なのに、地味な色ばっか着てどうすんのよ」

　暴言とともに押し付けられたのは、青地に大きな花はな柄がらがプリントされた、私にしてみれば『派手』のひとことに尽つきるワンピースだった。

「これ着なきゃ駄だ目め？」

「駄目。リホ、レギンス持ってる？」

　カナは私が持っている服を基準に、自分の服や靴くつを次々と貸してくれた。いや、貸してくれたんじゃない、着ろと押し付けてきた。

　私が漫まん画がをわんさか持っているように、妹は服などの装そう飾しよく品を大量に持っていた。漫画がほぼ半分を占せん領りようする私の部屋のクローゼットと違ちがって、カナの部屋のクローゼットはその本来の役割を十二分に果たしている。

　着せ替かえが終わった後は、無理やり化粧をされた。妹のようなギャルメイクではなかったけれど、あれこれ付けられ弄いじくりまわされること半時間。

「ま、こんなもんか」

　仕上がったらしい。鏡を見て、私は驚おどろいた。

　……これが、私？　うそ、別人みたい。

　なんていう少女漫画的な展開は一切なく、鏡の中にいたのは紛まごうことなく私だった。いつもより目はぱっちりしているけど、うん、私だわ。

　それにしても唇くちびるがベタベタするぞ。視界に何か映ってるけどこれ私の睫まつ毛げか。

　クセの強い髪かみもどうやったんだっていう髪かみ型がたにされた。お団子だけど私がするより複雑な感じだ。触さわろうとしたら怒おこられてしまった。あとストパーあてたほうがいいと言われたけどなにそれ、ストツーなら知ってる。

「化粧道具もろくに持ってないなんて信じらんない」

「だってまだ高校生だよ？　それにどれ買っていいか分かんないし」

「今は小学生だって化粧してる時代なんだから、早くはないわよ。ほら、今度は私が化粧するからどいてよ」

　鏡の前でてきぱきと化粧を始めたカナの手て捌さばきは、私のペン捌きにも劣おとらなかった。鏡台に並べられた化粧道具を次々に使いこなし、顔を完成させていく。

　襲おそわれてからおよそ一時間、妹と一いつ緒しよに家を出た。

「欲しい靴があるんだよね」

「あんなにいっぱいあるのにまだ欲しいの？」

「オシャレは足元からだよ、リホ」

　そう嘯うそぶく妹は十センチはあろうかという踵かかとの靴を履はいていた。グラディエーターサンダルというらしい。お前は今から戦いに行くのか。

　私にしてみれば非常に歩きにくそうなのだが、カナは颯さつ爽そうと歩いているから凄すごい。ときどき転びそうになりながらも踵の高い靴を履いているひとを見ると、なぜそうまでしてと不思議に思う。でもカナは実に堂々と歩いている。

「うおっ、と！」

「なにしてんの、どんくさいな」

　それに比べて私は踵が三センチもないミュールで躓つまずいていた。ダセェ。

「待ってカナ、速いよ」

　リホが遅おそいんだよと言いながら、カナは歩調を緩ゆるめてくれた。

　妹に気き遣づかわれた私は改めてカナを見た。足、長いなあ。モデルみたいな体をしてる。ショートパンツから伸のびた足や細い二の腕うでをじろじろ見ていると、また躓いてしまった。
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　カナ御ご用よう達たしの店は、大型ショッピングモールの中にあった。

　今まで近づいたことすらないギャル系の店を前にして、私は立ちすくんでいた。

　見えないバリアがあるんですけど。視線を向けることさえ躊躇ためらわれるんですけど。

「突つっ立ってないで入りなよ」

「は、入っていいの？」

「当たり前じゃん」

「お、おじゃまします……」

　ものすごく呆あきれた顔をされた。

　だってだって仕方ないじゃん。私、絶対ここで服を買うことないよ。似合わないし興味もないのに入って怒られないのだろうか。

「あった。これこれ」

「それが欲しいの？」

「うん。カッコよくない？」

　革かわ素材で金具がたくさん付いた靴。カナが格好良いと言うんならそうなんだろう。

「あーでも黒もあるなあ。ねえ、どっちがいいと思う？」

「私は茶色が好き」

「じゃあそうしよっと」

　おいおい私の意見で決めちゃっていいの。あとで黒がよかったって言っても知らないからな。

　大事そうに靴を抱かかえた妹とレジに向かった。カナが鞄かばんから財さい布ふを出す前に、私はお札を出して支し払はらった。

「……なにしてんの？」

「誕生日プレゼント。って言っても、とっくに過ぎてるけど」

「いいの？」

「いいよ、お姉ちゃんだもん」

　なにをそんなに驚いてるんだか。誕生日はちゃんと覚えてるに決まってるじゃん。

　だって私が少し前までハマりまくってたキャラの誕生日と一緒だったしな。余よ裕ゆう、余裕。

「……ありがと」

「大事に履きなよー」

　恐おそろしいまでのメイクをした店員が微笑ほほえましそうに私たちを見ている。おめでとうございます～と言いながら妹の靴の入ったバッグを渡わたしてくれた。

「じゃあ、行くよ」

　次の店もギャル系だろうか。エスカレーターでひとつ上のフロアに行くと、下の階と違ってカジュアルな店ばかりが並んでいた。

　あの服、可愛かわいい。

　じっと見ていたら、横に並んだカナが視線の先にあった半はん袖そでシャツを手に取った。

「地味」

　バッサリである。

「クローゼットの中、この色ばっかりじゃん。こっちにしなよ」

　イ、イエロー、だと……。

「こんなの黄レンジャーしか似合わないよ！」

「なに言ってんの？　じゃあこっち」

　今度はピンクを渡された。そんなの一枚も持ってねえよ。

　私は知らなかった。兄が喧けん嘩か番長であるのなら、妹がファッション番長であるということを。ファッションフロアは、まさにカナのステージであった。

「今日は私が許可した服しか買わせないからね」

　その宣言どおり、私が手にした服をことごとく却きやつ下かし、「その色はあんたには似合わない」と好きな色を否定され、「ドットばかり買うな！　ドット星人か！」と罵ば倒とうされた。

　結果、普ふ段だん買わないような服を大量に買ってしまったわけである。

　信じられないだろ、袖そでがないんだぜ、これ。

　肩かたを晒さらすなど破は廉れん恥ち極きわまりない。絶対上になんか着よう。

　私の考えを見み透すかしていたカナは、こっちと合わせると可愛いよと言って、これまたヒラヒラした服を持ってきた。ボタンが一個しかねえけど付いてる意味あんのかそれ。けれど結局は買ってしまった。

　勢いに乗って、というかヤケになった私は、勧すすめられるがままに恐れ多くて今まで見向きもしなかったミニスカートやショートパンツなどを購こう入にゆうした。

　今年の夏の作戦名は『ガンガンいこうぜ』で決定だな!!

　……後で思うと暑さでどうにかなっていたと思う。

「ねえリホ、あそこで何か食べようよ」

　時計を見ると、一時に差しかかろうとしていた。言われて初めて空腹であることに気がついた。

　買い物袋ぶくろを両手に提さげた私たちは、一階のフードコートに向かった。買い物客で溢あふれ返っていたが、どうにか空いた席を確保した。

「買いすぎちゃったなあ」

「足りないくらいだよ。リホってば、あれだけの服でよく間に合うね」

「あんまり外出ないもん」

「だから白いんだ。羨うらやましいな」

　私は妹の体型が羨ましい。どんな服でも似合いそうな気がする。

　食べたらあと何店か回って帰ろうということになった。お昼ごはんはハンバーガーセット。二人で食べていると、カナが突とつ然ぜん「彼氏とはどうなの」と訊きいてきた。

「何それ。誰だれの彼氏？」

「リホに決まってんじゃん。いるんでしょ、彼氏」

　……初耳なんですけど。

　勘かん違ちがいにしても豪ごう快かいすぎるぞ妹よ。私がいつそんな素そ振ぶりを見せたというのだ。

「メールしてるんでしょ。関西出身の会社員」

「オガタ様!?」

「様付け？　マニアックな彼氏だね」

　ポテトを食べてる妹にビンタしてやりたくなった。

　オガタ様はな、私が敬愛して止やまないサイトの管理人様だよ！　こないだのイベントで急接近したんだよ！　とぼけたこと言ってんじゃねえぞ！

「その人もオタクなの？」

「そうだけど、いや違ちがう」

「どっちよ」

　オタクだけど彼氏じゃない。

　そもそもどうして私の交友関係を知りたがる。今まで興味どころか、会話さえろくにしてこなかったじゃないか。

　思えば疑問だらけだ。夏休みに入るまでは姉である私をオタクと蔑さげすみ、会話のキャッチボールどころか危険球を投げてくるような妹だった。それが夏休みに入ると一いつ切さいの罵倒を封ふう印いんし、会話らしい会話をしてくるようになった。

　なぜだ？　お前は一体、何が目的なんだ。

「隠かくさなくてもいいじゃん。オタクの彼氏とどういう会話してんのよ。聞かせなさいよ」

「オガタ様は彼氏じゃないって言ってんだろーが！　ちなみに旬しゆんのアニメについての会話で盛り上がってるけどな！」

　アニメかあ、とやけに真しん剣けんな表情で考え込んでいる妹が、不意に私の後ろを見て大きな目をさらに大きく見開いて硬こう直ちよくした。

　つられて背後を振ふり返る。そこには眼鏡めがねをかけた少年が、ハンバーガーの乗ったトレイを持って立っていた。

「吉村？」

　私、じゃない。妹の友達みたいだ。カナを見ると、……なぜか挙動不ふ審しんになっていた。

　目があっち向いてこっち向いて唇くちびるはぱくぱく開閉していて、ほっぺたに塗ぬったチークとやらがさっきよりも赤味を増していた。そのうち体全体をもじもじとさせて、俯うつむいてしまった。トイレにでも行きたいのか？

「カナのクラスメイト？」

「ふっ、二ふたツ木き、ていうの」

　語ご尾びは小さすぎてほとんど聞こえなかった。なんだどうした急に大人しくなって、この子に弱よわ味みでも握にぎられてんのか。

　もう一度振り返ると、二ツ木少年と目が合った。眼鏡のせいか真面目まじめそうな印象を受ける。そして私と同じ匂においがするのは気のせいだろうか。

「こんにちは。妹がいつもお世話になってます」

「リホ！」

「えっ、吉村の姉さん!?」

　驚おどろくのも無理はない。姉妹だと言えば妹に見られるのは私のほうだし、そもそも顔がまったく似ていないから姉妹と思われることすら稀まれだった。

　それにしてもクラスメイトか。とりあえずここはいっちょお姉ちゃんがんばっちゃうぞ（嫌いやがらせ）。

「カナはこんなんだけど意外に良い子なんでよろしくね～」

「なっ、リホ！」

「この子とよく話すの？　暴言吐はかれたりしても許してあげてね」

　日ごろ圧政に苦しむ民衆はいつか蜂ほう起きするのだ。教科書にも載のってるだろ。

　最初は驚いていた二ツ木少年は、相手がクラスメイトの姉と知ると、途と端たんに愛あい想そよく笑った。物もの怖おじしないタイプか。真面目そうなのに笑うと人ひと懐なつこい。

「ゲームの話とかよくしますよ。吉村、けっこう詳くわしいんです」

「私のゲームソフト、しょっちゅうかっぱらってるんだよ」

「じゃあお姉さんがゲーマーなんだ」

「そういう君もなかなかのもんだと見た」

「リホっ、やめてよバカ、」

　妹は真っ赤になって再び俯いてしまった。耳の先まで紅潮している。

　借りてきた猫ねこのように大人しくなった妹を珍めずらしい思いで眺ながめていると、二ツ木少年の連れがやってきた。同じく眼鏡をかけた二人は彼に声をかけ、それからカナを見てぎょっと目を剝むいた。

「っげ、吉村だ」

　人の妹を見て「っげ」とはなんだ。

　大人しそうな顔をして嫌な感じの連中だな。そのヤバイのに会っちゃったよ、って顔は失礼だぞ。おいカナ、なんか言ってやれ。

「……私、トイレ」

　カナは突然立ち上がると、荷物と食べかけのハンバーガーを置いて走り去ってしまった。そっちはトイレじゃないぞ。

　二ツ木少年は不思議そうな顔でカナを見送っていたが、ここにいても仕方ないと思ったのか、軽く会え釈しやくをしてから連れと共に席を離はなれていった。

　カナは、いつまでたっても帰ってこなかった。
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『──からお越こしの吉村花菜子様。お連れ様がお待ちです。一階、サービスカウンターまでお越しください』

　ふははは、高校生にもなって迷子の呼び出しをされる気分はどうだ。

　これでカナは恥はずかしくなってすぐさまやってくるに違いない。闇やみ雲くもに探し回らずにアナウンス放送を使うとは我ながら冴さえてるぞ、私。

　しかし、十分たっても、二十分たっても、妹は現れなかった。

「すいません、もう一度呼び出してもらえますか？」

「承知いたしました」

「今度はもっと羞しゆう恥ち心しんを煽あおる言い方でお願いします」

「それはできかねます」

　サービスカウンターのお姉さんは困ったように微笑ほほえむと、先ほどと同じ台詞せりふをマイクに向かって喋しやべり始めた。ちょっとした冗じよう談だんですよ。

　それにしてもどこで何してんだ、カナのやつ。トイレにしては長すぎる。もう一時間近くたってるぞ、さては便べん秘ぴか？

「うわーんママー！」

　ちなみにさっきから隣となりで迷子の子供が泣いてるんだが、お母さんも早く来てあげてください。

「泣くな少年。そうやって今は泣いてるけどな、あと十年もすれば『うるせーババア』とか言ってるんだぞ。うちの兄ちゃんがそうだったし」

「たっくん、そんなこと、言わないもんっ」

「ほんとかなー？　お姉ちゃん、ちょっと信じられないなー？　だってたっくん、泣き虫だもの」

「泣いてないもんっ」

　キっと睨にらみつけてくるたっくんはどうやら泣き止やんだようだ。作戦成功。でもパンチはやめて。わき腹を狙ねらってくるとは、結構エゲつないな。

　たっくんからの可愛かわいい暴力を受け続けておよそ五分。たっくんママが駆かけ込んできて、たっくんと熱い抱ほう擁ようを交かわしていた。

「おねえちゃん、バイバイ」

　たっくんママに手を引かれて去っていくたっくんを見送ると、お姉さんにお礼を言って、私もカウンターを後にした。

　昼を過ぎたあたりから、混雑はますますひどくなっている。目の前を行き交かう群集の中からカナを見つけるのは不可能に近かった。

　しかも二人分の荷物が腕うでに食い込んで地味に痛い。ため息をつきたくなるのを我が慢まんして、上の階から順番にフロアを探して回ることにした。

　手ぶらで消えたことを、もっと早くに気がつくべきだった。

　今思えば、になってしまうけれど、去り際ぎわのカナは明らかに様子がおかしかった。不自然なくらいに無表情で、あれはもしかしたら感情を表に出さないよう必死に抑おさえ込んでいたのかもしれない。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、カナを見て怯おびえたような表情を浮かべた男の子たちだった。

　あの態度に傷ついて……違ちがうな、カナはそんなにヤワではない。

　私たちは決して仲の良い姉妹ではなかったが、それでも分かることがある。妹はよく笑い、よく泣き、そしてよく怒おこる。自分の気持ちを我慢して、耐たえることをしない子だ。

　……つまりはワガママじゃねーかよ！　考察してたらなんか腹が立ってきたぞ。

　いや、私の怒いかりは置いておこう。今は妹のことだ。

　あのカナが自分の感情を抑えて逃にげるように姿を消すなど考えられなかった。部屋で彼氏と喧けん嘩かするたびに家からたたき出すほどの猛者もさっぷりを見せつける妹を知っているだけに、たかだかクラスメイトを前にして逃とう亡ぼうするなどありえない。兄に似て血の気の多いヤツだから、気に食わなかったらその瞬しゆん間かんに飛び掛かかっているはずである。

　それをしなかったのは、できない理由があったから。本能のままに行動するよりも、カナにとっては逃げたほうがいいと思った何かがある。

　私の推察と体力は、ここで限界を迎むかえた。

「疲つかれた……」

　腕はもう上がらないし、足も痛い。

　視界の端はしに椅い子すを見つけ、崩くずれるようにして座った。もしかしたら家に帰っているかもしれないと思って自宅に電話したが、誰だれも出なかった。

　八はつ方ぽう塞ふさがり。帰っちゃおうかなあ。

　そもそもなんで、仲良くもない妹を探してやんなきゃならないんだ。今までの仕打ちを思い出せ。ちょっと前までは「キモい」と罵ののしられていたんだぞ。

　そーだそーだ、帰ろうぜ！　ワガママな妹なんてほっとけ！

　駄だ目めよ！　たしかにワガママで自分勝手で借りたゲームソフトを返さない上に化け粧しよう前と化粧後がお前誰だよ状態だけど、それでも貴方あなたの妹じゃない！

　脳内で悪あく魔まと天使が舌ぜつ戦せんを始めたが、天使のほうが明らかに酷ひどい暴言を吐はいている。私の中に真の天使はいないのか。

　ぼけーっとしながら両者の喧嘩を妄もう想そうしていると、隣に誰かが座っていることに気がついた。私が腰こしを下ろしたときにはいなかったから、考え事をしているうちに座ったのだろう。ちらっと横目で確かく認にんして、すぐに逸そらすつもりだった。しかし相手もこちらを見ていたので、ばっちり目が合ってしまった。

「やっと気がついた」

　反応するまでしばらく時間がかかった。マジマジと相手を凝ぎよう視しして、ようやく声を絞しぼり出すことができた。

「い、岩迫、君？」

　なんでここにいるの。

　上うわ擦ずった声で問いかけると、彼は有名なスポーツメーカーのロゴが入った買い物袋ぶくろを見せてくれた。

「何度か話しかけたんだけど、真しん剣けんな顔で無視されるとは思わなかったなあ」

「ご、ごめんっ、全然気づいてなかった」

　相手は家族の買い物に付き合わされて疲れきったおじさんを想像していただけに、クラスメイトの登場はまったくの予想外だった。挙動不ふ審しんに腕を上下させていると、岩迫君は足元にある大量の買い物袋に視線を向けた。

「それ、全部吉村の？　いっぱい買い物したんだな」

「いや、半分は妹のなんだけど」
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「妹と来てたの？　どこ？」

　岩迫君の視線が、妹を探すようにして周囲を見み渡わたした。でも私たちはまったく似ていないから、いたとしても見つけられないと思う。

「さあ？　トイレに行ってそのまま戻もどってこないんだよね」

　一時間くらい。ぼそっと付け足した台詞に、岩迫君がぎょっとしていた。

「それ大変じゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。たぶん家に帰ってるよ」

　へらへら笑って、もう一度自宅に電話した。けれど今度もまた、誰も出ない。

　兄ちゃん、出かけてるのかな。そういえばカナ、家の鍵かぎは持っているんだろうか。

　妹が置いていった小さなバッグを開ける気にはなれなかった。確認してしまったら、きっと今以上に気持ちが落ち着かなくなるに違いない。

「なあ、本当に探しに行かなくていいのか？」

「どのフロアにもいなかったし、放送もしてもらったよ。だから帰ったんだと思う」

「気づいてなかったってこともあるじゃん」

　私以上に岩迫君が心配しているなんて変な話だ。私が薄はく情じようなのか。いや違うな、岩迫君が優やさしすぎるだけだ。

「だったらなおさら、もう帰ってるよ。カナって、妹っていつもこうなんだよ。勝手ばっかりして、全然こっちのこと考えないの」

　小さいころから振ふり回されてきたから分かる。

　家族でキャンプに行ったときだってそうだ。危ないから行きたくないと嫌いやがる私を無む理り矢や理り引っ張って山の中に入っていって、見事に遭そう難なん。気づいたらカナはいない。ひとりで暗い山の中をさ迷い歩いて、やっと下山できたと思ったら、カナはバーベキューの肉を貪むさぼり食っていた。

　お揃そろいでワンピースを買ってもらったときも、カナのワガママは炸さく裂れつした。ピンクと黄色、どっちがいいか訊きかれたカナは、ピンクを選び、私は黄色に。翌日、やっぱり黄色がいいと駄だ々だをこねて、交こう換かん。かと思いきや、妹はどっちも着たいと泣き出して、結局どちらもカナのものになった。

　一応、抵てい抗こうはするけれど、私の意思が通ったことなんて一度もない。カナは振り回すだけ振り回して、遠心力で飛ばされた私の着地を見ることもなくどこかへ行ってしまうのだ。

「探しに行ったとしても、『なんで来たの？』って言うに決まってるよ。目に浮かぶね」

　感謝されるどころか、迷めい惑わくがられるだけだ。もしかしたら私と一いつ緒しよに買い物に来たことさえ忘れているかもしれない。

　妹への愚ぐ痴ちを聞かされた岩迫君は戸と惑まどっていた。知らない人間の悪口だもん、まあそうなるよな。

「同じ家に住んでるのに、会話っていったら『どいて』とか『邪じや魔ま』とか、そんなのばっかり。全然仲良くないんだよ」

「でも今日は一緒に買い物に来たんだろ？」

「カナが無理矢理ね。私は行きたくなかった」

　クーラーの効いた部屋でＤＶＤを見たかった。服なんかほしくなかった。姉妹でおでかけ、なんて。お笑いもいいところだ。

「だから私が探してあげる理由なんてないんだよ」

　今ごろ、家の中でアイスでも食べているに違いない。きっとそうだ。私の荷物遅おそいなーとか思ってるんだ。ちくしょう。

「吉村って、面めん倒どうくさい」

　突とつ然ぜんそう言うと、岩迫君は立ち上がった。愛あい想そが尽つきて帰るのだろうか。言っておくけど、私は悪くないぞ。

「ほら、吉村も立てよ。一緒に探しに行くぞ」

「……なんで？」

「こっちこそ、なんで、だよ。吉村ってなんでそうやって面倒くさいこと考えてんの？　じゃあ訊くけど、理由がないから探しに行かないんなら、理由があれば探しに行くってことだよな？」

　いつになく強い調子で言われ、思わず頷うなずいてしまった。

「だったら理由、あるだろ。ほら、探しに行こう」

「ま、待ってよ！」

　腕うでを引っ張られそうになって、椅子にしがみついた。理由なんてない。困惑した目で岩迫君を見上げると、彼は呆あきれたように息を吐き出した。

「吉村って頭良いのに、まだ分かんないの？」

「……分かりません」

　成績良いのと頭良いは同義ではないぞ、岩迫君。

　彼は仕方ないなあと言わんばかりの顔で、答えを教えてくれた。

「お姉ちゃんだから、だろ」

　ドヤっ、と聞こえてきそうなくらいのドヤりっぷりで言ってくれたのはいいが、あのまさか、それが答えですか。

「ちょっと吉村、なにその顔」

「いや、だって、え、それが答えなの？　言い直すのなら今だよ」

「なんだよ、間ま違ちがってないだろ！」

「ええ～？　お姉ちゃんだからって、それは理由と言ってもいいのかなあ。感情的すぎる気がして理数系の私としましては多分に納なつ得とくできないところが」

「ここは感情的に考えるところだろ！　お姉ちゃんだから探す！　以上！」

　ぐいぐい腕を引っ張られて、とうとう私は立ち上がってしまった。そういえば岩迫君って体育会系だったな。理数系とは相あい容いれないものを感じる。

「妹がいなくなってから一時間もたつんだろ？」

「そうだけど」

　それがなんだよ。疲つかれたように答える私とは対照的に、岩迫君はご機き嫌げんだった。にんまり笑って顔を覗のぞき込んでくる。

「一時間もたってるのに、家に帰らなかったんだ」

「あのちょっと、やめてくれません？　勝手に姉妹愛を感じるの、ほんとにやめてもらえません？」

「本当は心配だったんだろ。素す直なおじゃないな」

　ものすごく優しい顔つきで私を見るのもやめていただきたい。

　いなくなって即そく座ざに帰らなかったのは、罪悪感が疼うずいたからだ。私だって一ひと粒つぶの良心くらいは持ち合わせている。

　だいたい、『お姉ちゃんだから』なんて、希き薄はくな姉妹関係しか構築できなかった私たちにとって、理由にすらならない理由である。

「誰だれかが探しに来てくれたら嬉うれしいだろ」

　床ゆかに置いた買い物袋ぶくろを次々と手に持ちながら、岩迫君が言った。

「仲が良くても良くなくても、お姉ちゃんが自分のために何かしてくれたら嬉しいよ、きっと」

　なぜに私が妹を喜ばせなくてはならんのだ。

　そんな想おもいが表情に出たのだろう、岩迫君にデコピンされた。痛い。じんじんする額を押さえながら、行方ゆくえ知れずの妹に語りかけた。

　よかったな、カナ。血の繫つながった私よりも、会ったこともない男の子のほうがお前を心配してくれてるぞ。

「というか岩迫君には関係ないよね。もう帰っていいよ」

　断固として行かないという意志を示すため、冷たい言葉を吐はき出した。まったく、なんで私が悪役にならないといけないんだ。これも全部、いなくなったカナのせいだな。

「『お前に関係ない』って言うやつは、子供だって証しよう拠こだぞ」

「十七歳は立派な未成年ですけど」

「開き直るなよ」

「開き直ってなにが悪いんだよ」

　無言で睨にらみあった。

　おうおう、なんだよ、やんのかよ。言っとくけど私に口で勝てると思うなよ。オタクは見知らぬ他人には弱いが、ある程度気心の知れた相手には屁へ理り屈くつ捏こねまくるからな。アイアム正義だからな。

「じゃあ訊きくけどさ、私が妹迎むかえに行く理由がお姉ちゃんなら、岩迫君が協力してくれる理由ってなに？」

　彼がなにを答えても反論できる自信があった。

　どうせこう言うんだろう。「だって俺は吉村の友達だから」絶対これだな。それにしてもどうしよう、ここ数分の私の性格ときたら悪いにもほどがある。これもやっぱり妹のせいだ。

「理由？　それに納得できたら、探すんだな？」

　いいよ、探してやるよ。

　さあ言ってみろ。そして私はこう返してやる。「なんでもしてくれる友達は友達なんかじゃないよ」って。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで構える私の前に挑いどむように立った彼は、堂々と言い放った。




「だって俺、吉村のこと好きだもん」




　反論するために開いた唇くちびるは、半開きで固まった。

　なにこれ。なにこの展開。

　好き。この二文字を認にん識しきした途と端たん、もの凄すごい勢いで顔に熱が集中した。

　人間ってどうして恥はずかしくなると真っ先に顔が赤くなるんだろう。もっと目立たないところが赤くなるように進化したっていいんじゃないの。

　冷れい房ぼうの効いたフロアで不自然なくらいに汗あせをかきながら、私の脳は熱を持ったパソコンみたいにフリーズ寸前だった。

　喧けん騒そうが遠ざかる。岩迫君の整った顔を信じられない気持ちで見つめ返した。

　お喋しやべりして、勉強して、ちょっと喧けん嘩かもした。一いつ緒しよに過ごした時間の中で、彼が私に対して友情以外の好意を抱いだくなんてこと、

「ありえん」

「吉村？」

「騙だまされんぞ私は！」

「え、なに急に」

　岩迫君の表情を見て、やっぱり勘かん違ちがいだったと確信した。

　脳内のパソコンが徐じよ々じよに正常な機能を取り戻もどす。冷静になって考えてみれば、この状じよう況きよう、アレしかない。『友達として』好きって意味だろ。カッコの中身を略すなよ、一番重要な部分だぞ。

　一いつ瞬しゆんとはいえ勘違いした自分を恥じたものの、原因は彼にもあると思う。岩迫君は自分が格好良い男の子であるということをもっと自覚したほうがいい。

　羞しゆう恥ちと恨うらめしさから黙だまりこんでいると、誤解した岩迫君がムっとした表情で詰つめ寄ってくる。

「好きな子を助けたいって思うのがそんなに変？」

　だからカッコの中身を略すなって。数学でも途と中ちゆうの式を省いた挙句に間ま違ちがえて鰐わに淵ぶち先生に注意されてただろ。

　このままでは岩迫君が稀き代たいの結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しに育つ気がしてならない。自覚なく好意をばらまいて予期せぬ修しゆ羅ら場ばに巻き込まれたって知らないからな。

　だいたいさあ、簡単に好きとか言うなよ。私だってキタちゃんのこと好きだけど、言葉にしたことなんて一度もないぞ。友達同士でさえ勇気がいるというのに、なにさらっと言っちゃってくれてんだこの子は。

　反論は、しようと思えばいくらでもできた。岩迫君の言い分はやはり感情的で、子供っぽい。でもだからこそ私の胸にまっすぐぶつかってきたのは事実だった。私はいつからものごとを難しく考えるようになったのだろう。そう思った瞬しゆん間かんには、勝敗はもうついていた。

「ちくしょー、探しゃあいいんだろー」

　こっちがずっと有利だったはずなのに、気がつけば形勢逆転。翻ほん弄ろうしているつもりが翻弄されていた。受うけだと思ってたら攻せめだったって、どこのＢＬ漫まん画がだよ！

「吉村、さっきから顔が赤いけど」

　誰のせいだ。勘違いした私も悪いけど、普ふ通つうはああなるぞ。

　まだほんのり熱い頰ほおを押さえながら俯うつむくと、妹が貸してくれたミュールが視界に映った。キラキラした石がたくさんついた華きや奢しやなそれは、私の足にぴったりの大きさだった。

　カナの言葉を思い出す。

　ねえ、リホ。私たち、足のサイズが一緒だよ。

「……二十三・五センチか」

「なに？」

「私とカナの足のサイズ。同じだったの、今日はじめて知ったなあって」

　ちょうどよく収まった踵かかとが、冷房の効きすぎでちょっと寒い。カナめ、女は体を冷やしてはならんのだぞ。

　岩迫君の手から荷物を半分奪うばって、エスカレーターに向かって歩き出した。もう一度、全フロアの捜そう索さくと放送のやり直しだ。

　はじめて見つけた姉妹の共通点。それが最後のひと押しになったとは、恥ずかしいから黙っておいた。
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　岩迫君の協力を得て、敷しき地ち内はもちろん周辺にも捜索の手を伸のばしてからおよそ一時間。

　ショッピングモール近くの公園で、ついに妹を見つけた。

　おいコラ、ふざけんなよ。なんで外に出てんだよ、マジありえねえよ。私の存在、忘れてただろ。

　抑おさえきれない怒いかりをぶつけるべく腕うでを振ふり回していると、岩迫君に羽は交がい締じめで止められた。

「離はなして岩迫君！　ぶったたいてやる！」

「なんか様子が変だって」

　知るかあ、そんなもん！　お姉ちゃん、躾しつけには厳しいんだからね！

「カナぁ！」

　そこに直れっ、と声を張り上げようとした私の目に、零こぼれ落ちる雫しずくが見えた。暴れていた体をピタっと止めて、妹を凝ぎよう視しした。

「っう、うぇっ、グス、グスっ」

　言いたいことは山ほどあった。けれど、やめた。

　大人しくなった私を離し、岩迫君が気き遣づかうような視線を向けてくる。大だい丈じよう夫ぶだと頷うなずくと、やがて彼は荷物を置いて、公園を出て行った。

　さて、二時間ぶりの再会である。

　泣きじゃくる妹の隣となりに腰こしを下ろすと、ほんのわずか肩かたが揺ゆれた。いつもの暴君はどうした、小動物みたいに震ふるえやがって。

　乱暴な動作でハンカチを顔に押し付け、もう泣くなと背中を叩たたいた。まったく調子が狂くるう。なんでいつもみたいにギャーギャー言わないんだよ。

　嗚お咽えつがマシになったころ、妹の顔を覗のぞき込んだ私は思わずのけぞった。

「お化けだ」

　擦こすったのか目の周りは黒ずみ、鼻水はずるずる。正直、汚きたない。

　私の率そつ直ちよくな意見を聞いたカナは、泣いていたのが噓うそみたいに恐おそろしい表情を浮うかべると、問答無用で頰を抓つねってきた。

「信じらんないっ、普通そこは大丈夫か訊きくべきでしょ!?」

「甘えんな！　探しに来てやっただけでもありがたく思え！　たっくんみたいに抱だきしめてもらえると思うなよ！」

「誰だれよたっくんって！」

　私も負けじと頰を抓り返し、夏休みの公園で遊ぶ小学生たちの注目を集めまくってしまった。サッカーよりも面おも白しろいと思ったのか、周りを囲む彼らの存在に気づいた私たちは一時休戦することになった。

「じゃあ帰るか」

「なんで泣いてたか訊けよ」

　訊いて欲しいのならその態度をどうにかしろと言いたい。なんでこんなに生意気に育っちゃったの。お父さんもお母さんも末っ子だからといって甘やかしすぎなんだよ。

　ここでふざけるなと怒ど鳴なって帰るのは容た易やすい。けれどここで帰ったら、姿を消した理由は二度と聞けない気がした。なにより二時間もここで泣いていたのかと思うと、生意気な態度も許してやりたくなった。

　すんすん鼻を啜すすっていたカナは、何も言わずに座る私を横目で見て、俯き加か減げんに話しはじめた。

「分かってると思うけど、私あいつが好きなんだ」

「え、どいつ？」

「二ツ木に決まってんでしょ！　なに？　全然気づいてなかったわけ!?」

　信じらんないと詰なじられながら、一度会っただけの彼の姿を思い出す。

　眼鏡をかけた優やさしげな雰ふん囲い気きの少年。背景はなぜか牧草地。メエメエ羊が周りを走って、って余計なものまで浮かんでくる。彼が草食系に見えたからだろうか。

「……マジ？」

「マジよ。なに、なんか文句ある？」

「うっそだー。だってあんたの今までの彼氏ってチャラ男ばっかだったじゃん。二ツ木君って真面目まじめそうだしオタクっぽいからむしろあんたの嫌きらいなタイプじゃないの？」

　今までの妹の彼氏といえばそのどれもが同じタイプで、ズボンがやたらとずり下がっていたり邪じや魔まそうな前まえ髪がみをしていたりのチャラ男もしくはギャル男だったのだ。ちなみに姉である私に対して連中はどこまでも無礼だった。

　対する二ツ木少年は、指し摘てきどおりのオタクだった。教室では同じ趣しゆ味みを持った友人たちと、ゲームの話で盛り上がっているらしい。なるほど、ゲーオタか。また全然違ちがうタイプの男だな。

「し、仕方ないじゃん、好きになっちゃってたんだもん」

「ひでー顔して恥はじらわれても」

「うっさい！」

　それにしてもそうか、二ツ木少年が好きだったのか。思い返してみるとたしかにテンプレ通りの反応をしていたので頷ける。

　カナはハンカチをいじりながら、二ツ木少年との馴なれ初そめを話してくれた。

「元カレにひどいフラれ方されたことがあってさ、そんとき慰なぐさめてくれたんだ。向こうは偶ぐう然ぜん会ったから喋しやべったくらいにしか思ってないだろうけど、でも私は嬉うれしかった。気づいたら、あいつばっかり見てるの」

　カナの目からまた涙なみだが零れ落ちた。

　妹は美人で要領がいい。だから世の中をうまく渡わたって楽に生きていけるんだろう、私はそう思っていた。でも今、この子は好きな男の子を想おもって泣いている。うまくいかない現実を嘆なげいている。そんな姿を見ていると、なぜだかこっちまで切ない気持ちがこみ上げてくる。

　最近、私のゲームを借りまくっていたのも、ゲーオタの二ツ木少年と話したいがための行動だったのだ。なんともいじらしい。

「二ツ木のこと、もっと知りたかったの。男の趣味を分かろうとするなんて初めてだった。ね、笑う？」

「いや、笑わないけど」

「私、本当にあいつのことが好きみたい。だってオタクなんて気持ち悪いだけだったのに、今は違うもん」

　ちょっと待って、カナちゃん。ということは前まではガチで私のこと気持ち悪いって思ってたの。あれは反はん抗こう期からくる暴言ではなかったのね……。

　地味にショックを受ける私をうるんだ目で見つめ、カナは小さく笑った。

「リホと二ツ木ってね、なんか似てるの」

「そうなの？」

「うん、似てる。漫まん画がとゲームが好きなところとか、あと笑い方とかね」

「なんかそれは親近感が湧わくなあ」

「緊きん張ちよう感かんのないところもそっくり」

　それ褒ほめてんのか？　問い詰つめてやりたい気もしたが、妹が本当に嬉しそうに話すので断念した。

　つまりはだ。私に対する態度が軟なん化かしたのは、二ツ木少年のおかげということか。愛はカナの世界を変えたのだな。

「好きって言わないの？」

「言えたらいいけど、……でも、ダメだろうなぁ。一いつ緒しよにいたやつらの顔見たでしょ。私とあいつとじゃ釣つり合ってないのよ」

「なにそれ、なに言ってんの」

「外見だけ派手で頭の空っぽな女だって、周りから思われてるの知ってるもん」

　マジでなに言ってんだこいつは。おいコラ、やめろ、遠くを見るな。こっち見ろ。

　無む性しように腹が立ってきた。なんだそれ、ムカつく。空っぽって誰が言いやがったんだ。

「わけ分かんない、カナ、あんたバカじゃないの」

「バカはあんたよ、なんで泣きそうになってんのよ」

　目が痛いくらいに熱い。限界まで盛り上がった涙の理由なんて、自分でもよく分からなかった。

　悔くやしかった。

　自信に満ち溢あふれていた妹をそんなふうに思わせた誰かに対して、腹が立って仕方がなかった。自分が傷つけられたわけでもないのに、どうして。ちょっと前まで見捨てて帰ろうとしていたじゃないか。

　岩迫君、教えてよ。私は今、なんでこんなにも悲しいんだろう。

　脳のう裏りに浮かんだ彼が、呆あきれて言う。「まだ分かんないの？」

　溜たまった涙が零こぼれる寸前、手のひらで顔を覆おおった。

「笑って言うなよ」

　もっと早くに見つけてやりたかった。私は、お姉ちゃんなんだから。

「悲しいくせに、好きなくせに。笑って勝手に自分の評価、決めてんじゃない」

「リホ、」

「好きならそれでいいじゃんか。なのに釣り合うとか釣り合わないとかごちゃごちゃ言いやがって、ムカつくんだよ。好きなんだろ、だったらその気持ちに自信持てよ、誰に何言われようが堂々としてろよ」

「リホ、もういいから」
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「いくねえ。しゃんとしろ。お前はいい女だ」

　それ以上は言葉が続かなかった。

　目をごしごし擦こすったら手の甲こうが黒くなった。ぶはっと吹ふき出すと、あとはもう止まらなかった。気づいたらカナと一緒になって笑い転げていた。

　　　　[image: ]

　公園を出るころには、サッカーをしていた小学生たちは姿を消していた。化け粧しようくずれの激しい私たち姉妹は、誰だれかとすれ違うたびに顔を下に向けなければならなかった。

「ねえリホ、夏休みが終わったら、私にもお弁当作ってよ」

「えー。前訊きいたらいらないって言ったじゃん。コンビニのほうが好きだって」

「作ってくださいお姉ちゃん」

「し、仕方ねえな」

　今のは幻げん聴ちようとかじゃないよな。小学生のときに呼ばれて以来だぞ。

　基本的に身内では萌もえない私だけど、今のはキュンときてしまった。くそう、妹のくせにやるではないか。

「あ！」

　突とつ然ぜんカナが声を上げた。携けい帯たいを見て驚おどろいている。

「二ツ木からだ」

「えぇ！」

　一緒になって画面を覗のぞき込む。短い文章だった。

『大だい丈じよう夫ぶ？　様子がおかしかった気がしたから。勘かん違ちがいだったらごめん』

　カナの唇くちびるが震ふるえて、吐と息いきをこぼした。携帯を抱だきしめながら、私を振ふり返る。

「どうしよう、嬉しい……っ」

「ほ、保存だ！　急げ！」

「もうした」

　嬉し涙が頰ほおを伝う。カナの嗚お咽えつを聞きながら、二ツ木君でよかった、そう思った。

　妹の恋こいは、決して苦しいばかりじゃない。







[image: ❼　あぶない水着]




　日本のどこかの街で、最高気温が記録更こう新しんしたらしい。汗あせだくになったアナウンサーが、日本一を記録した街を取材していた。

　ひとが住む場所なんて、コンクリートで埋うめ固められた土地ばかりだから、昔よりも暑くなって当たり前な気もする。そういえば祖父母の住む田舎いなかには中学生のとき以来帰っていないが、あの辺りは夏でも涼すずしかったことを思い出す。

「リホ、アイスなんてどこにあったの？」

　妹がリビングに入ってくるなり、私の食べかけのアイスを見て飛びついてきた。

「冷れい凍とう庫の奥のほうにまだあったよ」

　なんとか死守したアイスを完食し、テレビのチャンネルを変えた。ソファにだらしなくもたれかかりながら朝の再放送アニメを観みていると、アイスを持った妹が隣となりに座った。

「このアニメ、懐なつかしいね」

「昔よく観てたよね」

　夏休みに入ると、何年も前に放送していた懐かしのアニメが朝から二時間ぶっ続けで流れている。妹と並んでのアニメ鑑かん賞しようなんて、いつぶりだろう。ときどき声を上げて笑っていると、テーブルの上に放置していた携帯が鳴った。

『やっほーリホリホ、ちゃんと外に出てるー？』

　クラスメイトの真ま柴しばさんだった。

「うん、出てる出てる。いやー太陽の日差しが眩まぶしいわー」

『噓うそつきなさいよ。家でアニメ観てるでしょ』

　背後では魔ま法ほう少女がきゃるんきゃるんした声で一いつ生しよう懸けん命めいに敵と戦っていた。最大の見せ場に、カナもかなり食いついている。

「真柴さんは部活？」

『午後までね。で、用件なんだけどさ』

　電話が終わるのと同時に、魔法少女の戦いも終わった。意外と面おも白しろかったね、と感想をもらす妹をリビングに残して、二階の部屋に行った。

　目当てのものは、夏休みに入ってから一度も触ふれていなかったので、どこにやったか思い出すのに時間がかかった。

　ベランダに干して、それからどうしたっけ？　取り込んだ記き憶おくがまるでない。おっかしいなあ。

「なに探してんの？」

　クローゼットや鞄かばんの中をひっくり返していると、後ろから妹が覗き込んできた。

「水着」

「学校のやつ？　だったら私の部屋にあったよ」

　それを早く言いなさいよ。そもそもあると分かった時点で私のところに持ってくるのが普ふ通つうだろうが。

「スクール水着なんてどうすんのよ。学校でプール授業でもあるの？」

　以前通っていた中学校は、夏休みもプール授業があった。最低でも十回は出席しなければならず、運動嫌ぎらいの私は毎回嫌いや々いや通っていた記憶がある。しかし春日坂高校にはそのような悪習は存在しなかった。

「学校じゃなくて、最近オープンしたところがあるじゃん。世界のお風ふ呂ろがどーのこーのってやつ」

「ＣＭでよくやってるやつ？」

「それそれ。プールもあるんだって。友達に誘さそわれたから、明日あした行ってくる」

「……あの水着で？」

「うん」

　数分後、なぜか私は妹に正座を強要されていた。

　目の前にはまるで処しよ刑けい寸前の罪人のように吊つり下げられたマイスクール水着。妹よ、この仕打ちは一体。

「リホ、あんた歳としはいくつ？」

「十七歳になります」

「性別は」

「女です」

「これは？」

「学校指定の水着です」

　答えた直後、妹はスクール水着を床ゆかにたたきつけ、そして鬼おにの形相で見下ろしてきた。

「ありえないんだけど」

　きたー、カナの『ありえないんだけど』！

　この台詞せりふが飛び出したら私にできることはない。抵てい抗こうなど無む駄だ無駄ァ！

「十七歳になろうっていう女が、スクール水着でプールに行くって？　あんた正気なの？」

「え、普通でしょ？」

「黙だまれイモがあ！」

　イモじゃねえよお姉ちゃんだよ！　あと水着踏ふまないで！　お尻しりの部分がだいぶ毛け羽ば立ってきたけど、来年も着ようと思ってるんだぞ！

　絶望的過ぎる私の女子力に、妹はしばらく怒いかり狂くるった。その間に部屋のクーラーをつけてあげた。これでクールダウンするがいい。

「水着、買いに行くよ」

　同じような状じよう況きようがつい最近あったような気がするんだが、私の記き憶おく違ちがいだろうか。あのときは普ふ段だん買わないような服を大量に買ってしまったが、今回は水着だ。カっとしてやった、ではすまされない。

「水着なんていらないって」

「明日、絶対恥はじかくよ。それでもいいの？」

　大げさな、と思ったが、プールに行く面メン子ツを思い浮うかべてみると、カナの指し摘てきはそれほど的外れではない気がしてきた。

　プールに誘ってくれた真柴さん、それから田た辺なべさんと塔とう元もとさん。クラスでも特にオシャレな三人組が、スクール水着で現れる……ワケがない！

　あ、危ないところだった。夏休みの貴重な一日を、私のスクール水着のせいで台無しにするところであった。さすがはカナ、いよっ、オシャレ女子！
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　若い女性客で賑にぎわう水着売場は、弾はじける若さと熱気に包まれていた。日本は元気だ。幸福度が低いとか言われてるけど、見てみなさいよこの空間を。ひと夏のアバンチュールを夢見た乙おと女めたちが大勢ひしめき合ってるじゃないか。

　ここにぼっちの女がひとりいるけどな。

「このビキニ超ちよう可愛かわいくない？」

「アミに似合うよ～！」

「ねえねえ、ピンクとオレンジ、どっちがいいかなあ」

　ピンクじゃない？　でもちょっと布の面積が少なくなくなくない？

　脳内でフレッシュな女子たちとの会話に参加してみたが、疎そ外がい感がハンパなかった。ひとりで来ている客は視界に映る範はん囲いには見当たらず、誰だれもが友達同士で盛り上がりながら水着を選んでいる。中にはカップルまでいて、次元の差を見せ付けられた思いである。

　カナはどうしたかって？　あいつは恋こいを選んで肉親を捨てたよ！

　家を出た直後に二ツ木少年から電話がかかってきて、なにを話したのかは知らないがカナは意い気き揚よう々ようと去っていった。

　私の水着、どうなんの。

　妹曰いわく、上下が繫つながってなきゃいいらしい。アバウトかつハードルの高い助言を得た私は、百貨店の売場に到とう着ちやくしてから三十分以上はたつというのに、なにひとつ決められないでいた。

　まったく、水着一枚でなんでこうも悩なやまなくちゃいけないんだ。そもそもスクール水着のなにが悪い。一部のマニアには絶大な人気を誇ほこっているだろうが。……中身も重要ですか、そうですか。

　目に付いた水着を手にとっては戻もどすを繰くり返していると、次し第だいに体じゃなくて心が疲つかれてきた。とにかく露ろ出しゆつが多すぎる。破は廉れん恥ちである。肌はだを必要以上に晒さらす勇気のない私がひとりで来るべき場所ではなかったのだ。真柴さんたちには悪いが、スクール水着で参上する覚かく悟ごを決めねばなるまい。

　もしくは、競技用水着という選せん択たく肢しもある。見よ、あの極限にまで抑おさえられた露出を。いかに水中を速く進むかということだけを考えたつくりを。砂すな浜はまやプールでいちゃつくカップルに対して喧けん嘩かを売るがごとくの露出の低さではないか。

　あれこそが求めていた水着かもしれない。疲ひ労ろうによって判断力が著いちじるしく低下していた私は、競技用コーナーに向かってふらふらと歩いていった。

「ぶっは！　ついに競技用に行ったぞ、アイツ」

「リホちゃんらしい選せん択たくだね」

「おーい、いくらなんでもそれはないだろ」

　振ふり返りたくない。

　一いつ瞬しゆん足を止めかけた私だったが、聞こえないフリをして足を動かした。気のせい、気のせい。神かみ谷やとか浅あさ野のとか澤さわ田だの声なんて聞こえてない。

「アイツ、聞こえてるくせに無視しやがったぞ」

「うろたえてる、うろたえてる」

「あ、逃にげた」

　冷れい房ぼうが効き過ぎるせいでトイレに行きたくなった。そうだな、一時間ほど籠こもろうかと思う。

　走り出した直後、背後から何者かによって拘こう束そくされた。

「はいどーどー、落ち着こう」

「神谷さんっ、離はなしてください！」

　暴れる私を子供のように持ち上げると、神谷は実に楽しそうな顔で水着売場に戻った。そこには案の定、兄の取り巻き（と言ったら以前ゲンコツされた）である浅野と澤田が笑え顔がおで待ち構えていた。

「おいリホ、なんで逃げようとしたんだよ」

「なんのことか分かりません。それより澤田さん、貸した漫まん画が返してください」

「リホちゃん、ひと狩かり行く約束どうなったの？」

「すいません、ゲーム機は妹にとられちゃって」

「とりあえずこの水着、試着してみて」

「なんだその布きれ」

　神谷の手にはまさに布きれとしか表現できないような破廉恥な水着があった。頭おかしいのかお前、という顔で見上げたら、「絶対似合うよ」と百人が聞けば百人ともダウトと答える台詞を言い放ってくれた。

「けっこうです」

「じゃあこっちは？」

「いりません。私にはスクール水着があるのでもう帰ります」

「おさげに眼鏡めがねでスクール水着って、ＡＶかよ」

「なに言ってんの？　女の子相手になに言ってんの？」

　咄とつ嗟さに繰り出した蹴けりは残念ながら回かい避ひされた。悔くやし紛まぎれに睨にらみつけていると、目の前に別の水着が差し出される。

「リホ、お前これにしろよ」

　布きれその二を半眼で見下ろした。紐ひもパンじゃねーか、ふざけてんのか。

「セクハラですよ、澤田さん」

「はあ？　なんでだよ。スクール水着のほうがよっぽど犯罪的だっつーの」

「こんなの紐が解ほどけたら大変でしょうが！」

「それがこの水着の醍だい醐ご味みなんだよ！」

　可愛い顔立ちを裏切る澤田のどエロい頭の中を垣かい間ま見みて、一歩後退したら何かにぶつかった。浅野だった。反射した眼鏡の奥にある切れ長の目が、私に嫌いやな予感を抱いだかせた。
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「リホちゃん、これにしよう」

　はいきた、布きれその三。お前らはなんで揃そろいも揃って布面積の少ない水着ばかり持ってくるんだ。ドラクエのあぶない水着よりもあぶないことになってんぞ。

「浅野って、淡たん白ぱくそうな顔して一番エロだよな」

「佐さ倉くら木ぎ一の女たらし」

「俺は自分を隠かくしてないだけだよ」

　警備員を呼ぼうかしら。どうせしょっちゅう警察のお世話になってそうだから、警備員くらいどうってことないだろう。女子高生に破廉恥な水着を強要した罪で、ヤツらは社会的な制裁を受けるべきである。

「リホ、どれにすんだよ」

「俺のだよな」

「とりあえず全部試着してから決めようか」

　ああ、分かった。こいつら完全に楽しんでやがる。

　しかしここでウブな反応を見せても、ヤツらを喜ばせるだけなのは分かりきっている。だったらやることはひとつだった。

「分かりました。着き替がえてきます」

「え」

　三人の手から布きれを乱暴に奪うばい取ると、試着室へとズンズン進んだ。目が据すわっているのが自分でも分かる。

「ちょっと待ってリホちゃん、本気？」

「本気ですよ。着ろって言ったの神谷さんたちでしょ。私の粗そ末まつな水着姿をきちんと見てもらいますからね」

　相手を巻き込んでの盛大な自じ爆ばくを披ひ露ろうしてやろうじゃないか。お前らには最後まで付き合ってもらうからな。ちょっかい出したことを絶対に後こう悔かいさせてやる。

「本気にすんなよ、冗じよう談だんだろ」

「リホちゃん、ムキにならないで」

「ほらほら、そんな怖こわい顔しないでさあ」

　引き攣つった連中の顔が実に心地ここち良い。これは自爆のしがいがあるってもんだぜ。浅野だけは薄うすく笑ったままなのがちと恐おそろしいが。

「言いたいことはそれだけか」

　試着室のカーテンを開けながら振り返ると、三人は目配せしあっていた。やがて真ん中に立っていた神谷が前に踏ふみ出し、両手を合わせて素す直なおに謝罪した。

「調子に乗り過ぎた。ごめん、リホちゃん」

　最初にからかってきた神谷に続いて、澤田が前に出る。

「俺も謝る。だから紐パンだけはやめてくれ」

　なんだよ私の紐パン姿、そんなに見たくなかったのか。

「着るって言うんだから見てみたかったけど、なんかもうそういう雰ふん囲い気きじゃないよね」

　あんた反省してないだろ。まったく悪びれてない浅野以外は謝ってくれたので、着たくもない水着を着ないですんだ私は内心では胸むねを撫なで下ろす。

「それじゃあ今度は、本気でリホちゃんに似合う水着を選んでやるか」

「仕方ねえな」

「俺は最初から本気で選んでたんだけどね」

　このまま解散になると思っていただけに、神谷たちの発言には呆ぼう然ぜんとした。三人で勝手に水着の相談をしはじめて、こっちは蚊帳かやの外だ。おい待て、いらないって言ってんだろ。

「露出が激しいのが嫌なんだろ？　だったらタンキニだな」

「俺はワンピースがいい」

「パッドが入れられるタイプにしてあげようよ」

　柔やわらかな口調で放たれた浅野の暴言にこめかみの血管が疼うずいたが、怒おこれば怒るほどアイツらは引き下がるどころか盛り上がるに違ちがいない。かと言って積極的に水着選びに加わる気にもなれなかった。無言で遺い憾かんの意を示してみたが、連中は主役であるはずの私を差し置いて水着選びに熱心だった。

「リホちゃん、何色が好き？」

「無難な色」

　やる気のなさを見せ付けたら馬ば鹿からしくなって帰ってくれるだろうかと期待した。

　しかし神谷は「俺がリホちゃんに似合う色を選んであげるからな」と哀あわれみを込めた視線と共に頭を撫でてきた。ほんと腹立つな、もう。
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　あれだこれだと差し出される水着にノーと言い続けてすでに一時間。やっぱりスクール水着でいいんじゃないかと思いはじめる私とは対照的に、ヤツらは飽あきる様子をまったく見せなかった。

「さっきのでいいですから、もうレジに行きましょうよー」

「妥だ協きようすんな。お前の水着を選んでやってんだぞ」

「私の水着なら私の意見を尊重してくださいよー」

「もう少し頑がん張ばろうね。終わったらアイス買ってあげるから」

「今食べたいよー」

「リホちゃんは意外とワガママだな」

　元はといえばお前らのワガママから始まったことだろうが。でも文句は言わない。アイス奢おごってほしいし。

　私が駄だ々だをこねるたびに澤田に小こ突づかれ、浅野に宥なだめすかされ、神谷に茶々を入れられる。同じやりとりを繰くり返すのにも疲つかれてしまった。夏休みの貴重な一日を友人の妹の水着選びで潰つぶすとは、こいつらは暇ひまなんだろうか。

　三人の後ろをぶらぶらついて回っていると、いつの間にか神谷だけが隣となりにいた。

「リホちゃん、そういえば今日は可愛かわいい格好してるね」

「妹がコーディネイトしてくれたんです」

　最後は私を見捨てたけどな。

「お前、化け粧しようしてんのか」

　不意に振ふり返った澤田が至近距きよ離りで顔を覗のぞき込んでくる。間近で見たヤツの睫まつ毛げの長さに女として敗北感を味わった。化粧をしたら美少女になりそうだと思ったが、口には出さなかった。澤田はこの手の冗談にはマジギレするから沈ちん黙もくが吉きちである。

「化粧も妹がやってくれたんです」

「カナコか。あいつセンスいいもんな」

　高校生のくせにとか、お前には似合ってないとか、化粧のことをもっと非難されるかと思ったがそれはまったくなかった。当たり前に化粧をする女の子たちと付き合っているからだろうか、実に自然に受け入れている。

「今より派手な化粧はやめとけよ。俺、目の周りがゴテゴテしてる女は嫌きらいだからな」

「俺もつけまつげは苦手だなあ」

「でもそれを言うと、分かってないって怒るんだよな」

　神谷たちはやれやれという表情を浮うかべて、元カノたちがいかに理り不ふ尽じんであったかを語りだした。おい、周りは女だらけだぞ。そういう無神経なところに彼女はきっとうんざりしてたと思うぞ。

　突とつ然ぜん、神谷が肩かたに腕うでを回して、馴なれ馴れしい距離から囁ささやいてきた。

「水着の次は、服も選んであげようか？」

「いらないです」

「男が女に服をプレゼントする理由って知ってる？」

「脱ぬがすためでしょ」

「……先に言わないでよ」

　そっちこそ使い古されたネタを言うんじゃねえよ。オタクなら誰だれだって一度は妄もう想そうの中にこの台詞せりふが登場してると思うぞ。（リホコ調べ）

「そういやショータの付き合う女って、派手系から清せい楚そ系まで、幅はば広ひろいよなあ」

　急に兄の話題を持ち出したかと思ったら、三人の視線がいっせいに私に集中した。

　わくわくとした期待感のようなものを向けられ、首を傾かしげる。兄といえば、家を出るときに靴くつがなかったことを思い出した。今日は一いつ緒しよじゃないんですね。そう言うと、神谷たちは同時に意地の悪そうな表情を浮かべた。

「女だな」

「少なくとも男と一緒じゃないよね」

「あーアレだろ。こないだ声かけてきた、モデルやってる女のところだ」

　ニヤニヤニヤ、とお前らは行動だけでなく表情まで一緒か。仲良しだな。

「彼女のところかあ。ちゃんと避ひ妊にんしてるんですかね？」

　男子高校生だもの、やっぱしてることはしてるよな。でも十代でデキ婚こんなんてことになったら、兄はどうやって家族を養っていくつもりなのだろうか。ちゃんと考えておかないと駄だ目めだと思う。

　真面目まじめに考えている私の目の前で、三人組は顔を覆おおって項うな垂だれていた。同じポーズで、本当に仲良しだな。

「……俺らって今日、リホにやられっぱなしじゃね？」

「ウブな女子高生なんて、所しよ詮せんは幻げん想そうだったのかな」

「リホちゃん、頼たのむから避妊なんて言葉、ショータの前では使うなよ」

　なんで驚きよう愕がく、諦てい観かん、懇こん願がん、という反応をもらったのか理解できない。最近の女子高生なんてこんなもんだぞ。

「そんなことより、早く帰りたいんですけど。さっさと私に似合う水着、持ってきてくださいよ」

　面めん倒どうくさそうに言い放つと、またもや微び妙みような顔で凝ぎよう視しされた。ひとを顎あごで使うところが兄そっくりだったらしい。おい、誰が「ちっさいショータ」だ。

「私ほどひとに気を遣つかえる人間なんていないっていうのに、失礼ですよ」

「お前、俺らに不良をけしかけたことあったよな？」

「なんですかそれ。リホコ分かんない」

　両手を顔の前に持ってきてぶりっ子ポーズを決めてしらばっくれたら、頰ほおに澤田の指が食い込んだ。ごめんなさい、反省しています。

　ひょっとこみたいな顔にされて弄もてあそばれる私のもとに、一枚の水着を持った神谷がやってきた。どうせまたギャルっぽいのだろうと思って期待せずに見たのだが。

「リホちゃん、この水着いいんじゃない？」

　一ひと目め惚ぼれというのがある。神谷が手に持つ水着が、まさにそれだった。
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　集合時間は午前十時。余よ裕ゆうを持って、朝の九時に家を出た。

　降水確率七十％という予報を裏切り、空は晴れ渡わたっていた。まったくのプール日和びよりである。

　大きな駅で乗り換かえのために電車を降りると、クラスメイトとばったり出会った。一緒にプールに行くメンバーの田辺さんと塔元さんだった。

「リホリホ、偶ぐう然ぜんじゃん」

「同じ電車に乗ってたんだね」

　並んで階段を上ると、一番端はしのホームに向かった。同じプールに行くのか、それとも有名なテーマパークに行くのか、狭せまいホームはひとで溢あふれていた。

「宿題やってる？」

「ぼちぼちかなあ」

「私、まだ半分もやってない。というか、鰐淵先生の出す宿題の量、絶対におかしいでしょ」

　真柴さんが聞けば抗こう議ぎの嵐あらしだろう台詞に、しかし私たちはうんうんと頷うなずいた。問題集にプリントの束。他ほかの教科に比べると格段に多かった。私はまだ数学が得意とはいえ、岩迫君なんかは今ごろ苦労しているだろうなあ。彼の困り顔を思い浮かべてつい笑ってしまった私は、ふたりに変な顔をされた。

　集合時間の二十分前に到とう着ちやくすると、知った顔をいくつか見つけた。固まって喋しやべっていたが、こちらに気づくと手を振って近づいてくる。

　同じように手を振り返す田辺さんと塔元さんの隣となりで、私は躊ちゆう躇ちよするように足あし踏ぶみした。

　あまり喋ったことのないグループの子たちばかりで、中には男子もいる。自分の場ば違ちがいっぷりに気がつくと、今すぐ回れ右をしたくなった。

「吉村さんだ。おはよう」

　顔だけは知っている男子に話しかけられ、挙動不ふ審しんにビクついてしまった。向こうは私の名前を知っているというのに、こっちは彼の名前を覚えていなかった。気まずい。「おはよう」表面上は普ふ通つうに振ふる舞まってはみたものの、内心は冷や汗あせものだった。

　しかし緊きん張ちようする私とは裏腹に、彼は親しげに会話を振ってくる。他のクラスメイトも加わって、気づけば輪の中に普通に入っていた。彼らが気を遣つかってくれたのは明らかで、出会いがしらにＡＴフィールドを全開にした自分を恥はずかしく思った。

「真柴からメール来たよ。えっとね、あと十分くらいで着くって」

　田辺さんがスマホを見ながら言う。

　きっちり十分後、宣言通りに真柴さんが現れた。彼女だけではなく、男子ふたりも連れ立ってやってきた。

「これで全員？　ちょっと、この私が誘さそったのに来なかったヤツは誰よ」

　真柴さんがぷりぷり怒おこりながら人数を数えている。集つどったのは十二人。真柴さんと一緒に来た男子のひとりと目が合うと、彼は小走りに近づいてきた。

「吉村も来てたんだ」

　岩迫君と会うのは、妹の一件以来である。あのときは迷めい惑わくを掛かけまくってしまったので、改めてお礼と謝罪をした。

「妹さんとはどう？　仲良くやってる？」

「前に比べたらよく喋るようにはなったよ」

　遠えん慮りよのなさは相変わらずだけど、無意味に罵ば倒とうされるということはなくなったし、並んでテレビを観みるようにもなった。妹の恋れん愛あい相談に乗ることもしょっちゅうだ。的確なアドバイスができるかどうかは別として、カナが私に対してプライベートな話をするというのは以前では考えられないことだった。

「仲良しっていうより、やっと普通の姉妹になれたって感じかなあ」

　今度一緒にプリクラを撮とりに行く約束もしたと言えば、「仲良しじゃん」と笑われた。たぶんお金は私が全部出すことになるんだろうけど、まあ仲良し、なのかな。
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「真柴っ、でかした！」

　女子更こう衣い室に入るやいなや、クラスメイトのひとりが歓かん声せいを上げながら真柴さんに飛びついた。なにごとかと目を丸くしているのは私だけで、女子たちはきゃあきゃあと盛り上がりながら彼女を取り囲んでいる。これは一体、どういうことなのだ。

「よくあれだけのメンツを集められたよね」

「岩迫君の私服姿、初めて見ちゃった。格好良かったあ」

「まあ私としては鰐淵先生を呼びたかったんだけどね」

　真柴さんがなにやら無む茶ちやなことを言っているが、この異様な盛り上がりの理由は分かった。今日のメンバーを思い出してみると、クラスでも社交的でモテる要素を兼かね備えた男子たちが顔をそろえていた。

　これだけの面メン子ツを揃そろえた真柴さんは今や英えい雄ゆう状態だった。女子たちから拳こぶしでボコボコと殴なぐられたり、背中を叩たたかれたりと手て荒あらい歓かん迎げいを受けている。皆みんな、運動部だっけ。

「痛いっつーの！　とっとと着き替がえるわよ！」

　真柴さんがキレたのを皮切りに、私たちはいっせいに着替えだした。

「ったく、クラスの男子ごときでハシャいじゃって」

「普通はテンション上がるわよ。普通はね」

「男子と一いつ緒しよにプールに来てテンション上がらない女はいないわよ。ね、リホリホ」

「う、うん」

「この裏切り者！　それでも『鰐淵先生をお慕したいする会』の会員なの!?」

　入会した覚えはないが、空気を読むことも必要だと思う。

　私の場合、ドキドキするというより、羞恥心のほうが大きい。学校のプール授業は男女別だし、自意識過か剰じようかもしれないが、水着姿を男子に晒さらすのにはためらいがある。

「鰐淵先生の電話番号が分かったらお誘いしてたのに」

「ないない。絶対断られるに決まってんじゃん」

「あのひと、プールで泳ぐタイプじゃないしね」

「むしろプールの傍そばでバスローブ羽織って無意味にワイングラスを回してるイメージが」

「素す敵てき！　リホリホ、やっぱあんた分かってんじゃない！」

　今のは決して鰐淵先生を讃たたえるつもりではなかったんだが。

　田辺さんたちと視線が合うと、諦あきらめろと首を振ふられた。彼女はもう手て遅おくれだ。

　着替えを終えると、貴重品をロッカーに入れてプールの入場口に向かった。男子はすでに待っていて、女子を見るや「お前らおせーよ」と文句を言った。すまん、更衣室に入ってから最初の十分くらいはずっとお喋りしてたよ。

　ごめんね、としおらしく謝る女子たちは、さきほどまで「うぉおおお男子ぃいいい！」と雄お叫たけびを上げていたのだが、まるで別人のように大人しかった。相手は上じよう半はん身しん裸はだかだもんね、ちょっと気まずいよね。

「リホリホっ、ドキドキするね」

　隣に立っていた田辺さんが腕うでにぎゅっと抱だきついてきて小声で言った。

　私は目の前の男子よりも、彼女のビキニ姿にドキドキしてしまった。なんと刺し激げき的な。真っ白な胸の谷間に同性とはいえどうしても視線がいってしまう。こういう視線ってけっこう分かるものらしいから、男子諸君は今日大変だろうな。

　合流したはいいものの、水着姿はお互たがいに初めて見るのだろう。なんかこう、あれだ、妙みような空気が流れていた。遠慮しあって、いつもみたいに話せない。

「さっさと行くわよ。こんだけ人数いるんだから、全員固まって泳ぐこともないでしょ。はい、スライダー行くひとー」

　クラスの男子なんか物の数にも入らねえと言わんばかりに、真柴さんが率そつ先せんして動き出してくれた。いつもどおりの彼女を見て、周りの空気も緩ゆるむ。

「リホリホ、どうする？」

「私、浮うき輪持ってきたからそこのプールで流れてみる」

「いいなあ。あとで私にも貸してくれる？」

「いいよ」

　事前にホームページを見ると、レンタルで七百円もすると記き載さいしてあった。何年も前に使って放置していた浮き輪があったことを思い出し、家の納なん戸どをひっくり返したのだ。

　お昼に一いつ旦たん全員が集合することを決めると、自由行動となった。

「吉村さん、それ貸して。空気入れてあげる」

　持参した浮き輪をいざ膨ふくらませようとしていると、クラスメイトの酉とり谷たに君が親切にも申し出てくれた。夏休み前のほんの短い間、彼が所属するサッカー部で臨時マネージャーをしていたので、男子の中では割と喋る間あいだ柄がらだった。

「島部長がキレてたよ」

「え！」

　彼は息いき継つぎの合間にそう言うと、再び浮き輪に空気を吹ふき込む。ぐんぐん膨らむ浮き輪と一緒に、私の不安も大きくなった。

「夏休みが終わったら覚かく悟ごしておいたほうがいいと思う」

　あれか、サッカー部の合宿を断ったやつか。でも私、もうマネージャーじゃないもん。参加する義務なんてないもん。

「あのひとに正論とか通じないから。あと水着可愛かわいいよ、似合ってる」

　後半の言葉がまったく心に響ひびいてこなかった。

　覚悟ってなんだよ。夏休み明けに学校に行ったら部室に監かん禁きんされて綺き麗れいに掃そう除じするまで出さないとか？　……やりそうだな。あのひとすっごくやりそうだな！

　でも今はプールだ。楽しんだもん勝ちだ。まだやってはこない未来を憂うれうよりも今を楽しもうぜ。

　若者らしい刹せつ那な的な衝しよう動どうとともに水の中に入ると、流れるプールは私を勝手に運んでくれた。

　近所の市民プールと違ちがって、ここは温泉、エステ、スポーツジムも兼ね備えた一種のアミューズメントパークだ。今は開け放たれている天てん井じようも、雨になれば閉じるハイテク仕様のプールである。

　浮き輪に摑つかまりながらプカプカ浮いていると、急に流れが速くなった。最初はそういうシステムかと思って流れに身を任せていたが、周りの人間をどんどん追い抜ぬかしていることに気がつくと、さすがに不ふ審しんに思って辺りをキョロキョロ見み渡わたした。

「あ、バレた」

　速くなった原因は岩迫君だった。どうやら後ろから浮き輪を押していたらしい。隣となりに移動してくると、くすくすと笑った。

「吉村、全然気づかないんだもん。『ふぉおおハイテク！』とか言ってるし」

　私は純じゆん粋すいなんだよ。やればできると信じてかめはめ波の練習もしたし、いつ魔ま法ほうの才能に目覚めてもいいように自作の魔法書だって……これただの黒歴史だな。

「吉村の眼鏡めがねとってるところ、初めて見た」

「そうだっけ？」

　岩迫君は浮き輪に摑まりながら流れに身を任せていた。一度代わろうかと訊きいたのだが、「吉村が溺おぼれそうだからいいよ」と断られてしまった。私はこれでも平泳ぎだけは得意なんだけど。

「視力いくつ？」

「前に測ってもらったときは０・１なかった」

「それってどれだけ視みえてんの？」

「この距きよ離りで岩迫君の顔が分かる感じかなあ」

　顔を寄せると、彼の丸く見開かれた目と至近距離で交こう錯さくした。あ、睫まつ毛げ長い。

　ちゃぷんと音がしたかと思うと、岩迫君は水中にいた。足でも滑すべらせたのだろうか。すぐに水面から顔を出した彼は、上うわ擦ずった声で言った。

「け、けっこう近づかないと見えないんだな」

「うん。もう慣れたけどね」

　小学一年生から眼鏡をかけはじめ、あだ名は『メガネザル』だった。そのあだ名をつけた男子も翌年には眼鏡をかけていたのにはちょっと笑えたけど。
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　年々視力が低下しているから、眼科の先生からはコンタクトレンズも勧すすめられている。そのうちコンタクトデビューをするかもしれないと零こぼすと、「眼鏡じゃない吉村は吉村じゃないよ」と言われてしまった。私もそう思う。

「あっ」

「どうしたの？　岩迫君」

「いや、な、なんでもない。……カップル多いな」

　ぼそぼそと呟つぶやく彼の視線の先を辿たどってみると、やたらと密着したカップルがいた。なるほど、前方のカップルがキスしてんだな。よく見えないけど、さっきから顔がくっついたり離はなれたりしている。

「大だい胆たんですなあ」

「……吉村って、ああいうの見ても平気なの」

「知らないひとたちだし。友達だったら動どう揺ようするよ。でも周りに子供がいっぱいいるんだから自重すべきだよね」

　岩迫君に同意を求めるも、曖あい昧まいに頷うなずくだけだった。

　その後はなぜか会話が続かなくなり、しばらく無言でプールを流れる。一周したあたりで、ようやく岩迫君が口を開く。

「なあ、皆みんなのところに行って一緒に泳ごう」

　いいとも悪いとも言わないうちに、岩迫君は浮き輪を引っ張って流れから外れていった。

　よっぽど恥はずかしかったのか、それとも私が擦すれているだけなのか。はっきりとしない視界の中、岩迫君の赤くなった耳がぼんやりと見えた。
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　お昼になると、一いつ旦たん更こう衣い室に戻もどった。これから皆で昼食をとることになっている。

　軽く体を拭ふいて、水着の上からパーカーを着た。もちろん眼鏡も装着。コインロッカーに入れていた財さい布ふを持って更衣室を出ると、両側から田辺さんと塔元さんに挟はさまれてしまった。

「岩迫君に浮き輪引っ張ってもらっちゃってぇ」

「顔近づけてなに話してたのよぅ」

　コノコノと肘ひじで突つついてくるふたりから逃にげて真柴さんのところに行くと、彼女は彼女で「裏切り者」という目で見下ろしてくる。

「眼鏡ないからいつもより顔近づけちゃったかもしれないけど、普ふ通つうに話してただけだからね」

「計算なしかー！」

「リホリホは恋れん愛あい上級者でしたかー！」

　からかってくる彼女たちには困ったものの、否定すればするほど余計に怪あやしい感じになる気がして諦あきらめた。でも周りにはそう見えていたのかと思うと少し恥ずかしくなった。

「私はリホリホを誤解してたよ」

「なにが？」

「今日はスクール水着で来るんじゃないかって心配してたら、可愛い水着なんだもん」

「私、予備の水着持ってきてたのよ。もしスクール水着だったら貸してあげようと思って」

「あ、私も。ごめんね、さすがにそれはなかったよね」

　ごめんなさい、そのつもりでした。

「水着、男に選んでもらったでしょ」

　真柴さんの指し摘てきに、内心ギクリとした。いやまあ、たしかにそうなんだけど、言い方がね。

「リホリホの好みを推おし量りつつ、男の願望を織り交ぜたチョイスって感じ」

「あーたしかに」

　意味が分からん。男の願望？　これが？

　神谷が選んだ水着はビキニはビキニでも、キャミソールとショートパンツがセットになっていて、体のラインを見せすぎないところが気に入っていた。「ビキニ姿は俺のためにとっておいてね」と神谷がほざいていたが、たぶん一生そんな状じよう況きようにはならないから安心しろ。

「水着もそうだけど、私服も可愛かったよね。なんか思ったよりリホリホがオシャレだから、今日来てた他ほかの女子たち、けっこう焦あせったと思うよ」

「焦る？　なんで？」

「んー、こう言ったら悪いかもしれないんだけどさあ、リホリホって恋愛に興味ないって感じじゃん。普ふ段だんから男子相手でも普通に喋しやべってるし、自分を作ったりしてないし」

　作るっていうのは、可愛かわいく見せたいってやつか。たしかにクラスメイトの男子に対して、そのような労力を割さいた覚えはまるでない。

「リホリホは女の子なんだけど、女の子じゃないっていうか、うーん難しいなあ。田辺、パス」

「はーい。えっとね、リホリホは好きな男の子いる？」

「へ？　いや、いないけど」

「今日来た男の子たち見て、ドキドキはした？」

「何人か名前知らなくてドキドキした」

「それはノーカウントね。そういうのじゃないから」

　あとちゃんと覚えてあげてね、と言われてそれはもちろん反省しております。

「まどろっこしいのはやめて言っちゃうけどね、リホリホって地味じゃん」

「田辺！」

　真柴さんの鋭するどい声が飛んだ。塔元さんはスススと視線を逸そらし、私はぽかんとしながら、少しだけ低い位置にある田辺さんの顔を見下ろした。

「だから今までは自分の敵じゃないって思われてたってことよ」

「ちょっと田辺っ、あんたねえ」

「おわー！　暴力は駄だ目めだって拳こぶししまって拳！」

　摑つかみかかろうとする真柴さんをかわした田辺さんはけろりとしていた。でも私を見ると眉まゆ尻じりを下げ、「ごめんね」と素す直なおに謝った。けれど。

「リホリホは美人じゃないし、男の子に対して媚こびたりしない、安全な子。そういうのはね、女の子にとっては女の子じゃないのよ」

「田辺あんた全然反省してないじゃない！」

「だから暴力は駄目だって！　ラ、ラブアンドピース！　世界に平和を！」

　必死になって羽は交がい締じめにする私を振ふり払はらい、真柴さんが悔くやしげに睨にらみつけてくる。

「怒おこりなさいよリホリホ！」

「いや、的確すぎて反論できない」

　田辺さんの唱える『女の子』の定義に、たしかに私は当てはまっていない。

　不思議と不快な感じは受けなかった。田辺さんが悪意を持って言っていなかったことと、そしてたぶん、言われなくても私は私が『女の子』じゃないということを知っていた、そんな気がするからだ。

「続き、言ってもいい？」

「あんたまだ言うの!?」

　食ってかかる真柴さんを押しとどめ、私は先を促うながした。田辺さんは誰だれもが言いにくいことをちゃんと言ってくれる。決して傷つけるためじゃなくて、知っておいたほうがいいということを教えてくれるひとだ。

「いい？　リホリホ」

　田辺さんはぱっちりした目を三日月のように細めて笑うと、こう言った。

「女の子にとっては女の子じゃなくても、男の子にとっては女の子な場合はあるのよ。覚えといてね」

　　　　[image: ]

　昼食を食べた後も、真柴さんの機き嫌げんは直らなかった。物ぶつ騒そうな空気を放っているものだから、誰も話しかけられないでいる。

「ごめんね、なんか私のせいでギクシャクさせちゃって」

「気にしなくていいのよ」

「田辺は気にしたほうがいいわよ。エグいこと言いすぎだって」

「そーお？　あんたこそ中ちゆう途と半はん端ぱにものを言う癖くせ、直したほうがいいわよ」

　塔元さんはやり込められるのには慣れているのか、苦にが笑わらいで済ませていた。

　でもあんなに仲の良い三人なのに、このままというのは正直心が痛む。

「大だい丈じよう夫ぶよ。喧けん嘩かなんてよくするもの。真柴が一方的に怒るってのがほとんどなんだけど」

「明日あしたには元に戻ってるから、ほんと気にしないで」

　と言われて気にしないほど、私は能天気な性格はしていない。誘さそって一いつ緒しよに泳ぎながら、彼女の凶きよう器きのように尖とがった心をなんとか和やわらげられないだろうか。

　しかしいざ話しかけようとすると、フンと顔を背そむけられてしまった。ああ、行ってしまう。

　田辺さんに浮うき輪を渡わたすと、ひとごみの中に消えていった真柴さんを追いかけた。彼女をひとりにさせたまま遊んでもきっと楽しくない。

　昼を過ぎてから利用客はさらに増えて、普通に歩くのにも気を遣つかった。よく見えない視界に苛いら立だって眼鏡めがねのブリッジを押し上げるも、そこには当然なにもない。

　眼鏡、置いてくるんじゃなかったな。

　コインロッカーの中に入れた眼鏡を取りに戻ろうかと思ったとき、前からやってきた男性にぶつかってしまった。舌打ちが聞こえ、慌あわてて謝る。次の瞬しゆん間かん、腕うでを摑まれてしまった。

「ごめんなさい！」

　お、大人おとな気げないぞ。さっき謝ったじゃん。

　これ以上なにを求めるのかとビクビクしながら振り返ると、そこにはさっきぶつかったマッチョな男性ではなく、すらりとした体型の男の子が立っていた。

「俺だって」

「な、なんだ、岩迫君か」

　ほっとした拍ひよう子しにふらついた足元を、小さな子供が走り抜ぬけていった。危ない。

　邪じや魔まにならないよう、ふたりで壁かべ際ぎわに寄った。背中を壁に預けながら、真柴さんの着ていた水着の色を探したけれど、同じ色は多くてどれが彼女か分からなかった。そもそも眼鏡を置いてきたのが致ち命めい的てきだった。

「もしかして真柴を探してる？」

「うん。岩迫君、見てない？」

　首を横に振られ、思わずため息が零こぼれた。

「昼メシ食べる前から様子が変だったよな。喧嘩したの？」

「いや、喧嘩というか、意見と意見のぶつかり稽げい古こというか、」

　あの会話の内容を、男の子である岩迫君に話すのは憚はばかられた。田辺さんはさらっと言っていたけれど、けっこうドロドロとした内容だったから。

「真柴さんは私のために怒ってくれたんだけど、私は怒らなかったから、真柴さんが余計に怒って……言ってる意味分かる？」

「分かるよ。ていうかそれ、前の俺と同じだし」

「……あー、あれか」

　夏休み前にサッカー部の臨時マネージャーをしていた私は、理り不ふ尽じんな仕事を押し付けられたことがある。あとから知ったけれど、あれはサッカー部の部長、島先せん輩ぱいが、私たち文化部を救うための布石だった。

　そうとは知らない私は、理不尽を受け入れ、島先輩に従った。一緒にいた岩迫君が助けてくれようとしたけれど、私は一票のために彼を頼たよらなかった。彼の厚こう意いを無下にしてしまった。

「あのときのことはもういいんだ。というか俺が子供だったから、迷めい惑わくかけたよな」

「迷惑なんて。庇かばってくれたの、嬉うれしかったよ」

　上級生に向かっていってくれた、自じ慢まんの友達。思えば、抵てい抗こうできなくて縮こまっている私のそばには、いつも彼がいてくれた。

「でもさ、吉村はいいのかなあって、ちょっと心配になった」

　言葉の意味が理解できず、ぼんやりとしか見えない彼の顔を見返してしまった。

「自分が我が慢まんしたらいいって思ってただろ」

　指し摘てきされても、すぐには頷うなずくことができなかった。たしかにちょっとくらい我慢すればいいと思ったのはたしかだ。けれどそれを肯こう定ていするには抵抗があった。自己犠ぎ牲せいとは違ちがう、あのときの私には、打算しかなかったからだ。

「幼よう稚ち園えんのときの話なんだけどさ」

「いきなりさかのぼるね」

「まあ聞いてよ。コウちゃんって男の子がいたんだけど、そいつ全然怒らないんだよ。玩具おもちや取られても、叩たたかれても、いっつもニコニコしてんの」

「まだ小さいのに器うつわの大きな子だ」

「うん。でも俺も小さかったから、そういうの全然分かってなかった。コウちゃんは強いんだって思ってた」

　行き交かうひとたちを眺ながめながら、岩迫君がぽつりと言った。

「でも、そうじゃないよな。コウちゃんは、我慢してただけなんだよな」

「コウちゃん、周りよりも大人だったんだね」

「五歳であれだったからなあ、今ごろは立派な高校生になってる気がする」

「また会えるといいねえ」

「そうだなあ」

　開け放たれた天てん井じようから見える青空をふたりで見上げ、成長したコウちゃんを想おもった。まあ私はコウちゃんの顔なんて知らないんだけど。

「つまり俺が言いたいのはさ、友達には我慢させたくないってことなんだよ」

「あ、そこに繫つながるんだね」

　コウちゃんを思い出して終わりじゃなかった。コウちゃん、壮そう大だいな前まえ振ふりだった。

「だからあのとき、吉村に我慢させちゃ駄目だって思ったんだ。自分で言えないんなら、俺が言ってやろうって思った」

　それを私が盛大に潰つぶしたわけか。今さらだけど、罪悪感が押し寄せてきた。

「真柴も同じ気持ちだったんじゃないかな。吉村が我慢してると思って、助けたかったんだよ」

　それは、なんとなく分かっていた。分かっていたんだよ。でも。

『リホはときどきものすごい勢いで波風立たせるときがあるのに、逆にじっと蹲うずくまって嵐あらしが過ぎ去るのを待ってるときもあるよね』

　キタちゃんに言われた言葉だ。親友は私をよく見ていた。

　私はただ、状じよう況きようによってメリットデメリットを考えているだけだ。ここは勝てるから立ち向かおう、ここは負けるから反論しないほうがいい、計算して態度を変えている。コウちゃんみたいに器が大きいからじゃない。コンプレックスを刺し激げきされると、膝ひざを抱かかえて震ふるえることしかできない小さな人間。それが私なんだ。

「岩迫君は、私を買いかぶりすぎてるよ」

「人間関係ってそんなもんじゃないか？　俺にとっての吉村って、俺が知ってる吉村ってことだろ。そんなに言うんだったら、もっと見せてくれたっていいと思うけど」

「女には秘密が多いほうがいいんだよ」

「ほら、隠かくす」

　拗すねたような声を出されても、見せたくない部分ばかりだから、ご要望にはお応こたえできない。

「まあいいよ。気長にやってく。甲斐かいも言ってたし」

「なんで甲斐君？」

　今日はいないクラスメイトの男の子。どうして彼が、今出てくるんだ。

「甲斐が言うには、吉村は愛あい想そがいいフリして超ちよう人見知りだから、仲良くなったと思ってもまだまだ警けい戒かいされてるぞー、だって」

　勝手にひとの分ぶん析せき結果を岩迫君に話さないでほしい。当たってるところがまた腹が立つ。

「だから気長にやっていこうと思います。よろしくお願いします、吉村さん」

　急に手を差し出されても。ええと、これは、握あく手しゆ？

　握にぎろうかどうか迷っていると、無む理り矢や理りシェイクハンド。えー。

「さ、早く真柴探して、泳ぎに行こう。せっかく可愛かわいい水着着てるのに、もったいないよ」

「可愛いのは水着だけですか、そうですか」

「吉村も可愛いよ」

「ど、どうも」

　芝しば居いがかったやりとりに赤面してどうする。ほんとやっすいなあ、私は。

　今になって急に水着姿が恥はずかしくなった。これ本当に私に似合ってんのかな。ひと目で気に入ったのはたしかだけど、着たい服と似合う服は別物だって言うし。

「そうよ早く探しなさいよ！　こんなところでいつまでイチャついてんのよ！」

　突とつ然ぜん、握手していた手をブチィっと叩き落とされた。もじもじする私と、「照れてる照れてる」とからかってくる岩迫君を引き裂さいた犯人は、誰だれあろう真柴さんだった。

「さっきから見てりゃあなによ！　あんたたち途と中ちゆうから私のこと忘れてたでしょ！」

「いつからいたんだ？　見つけてほしいんなら、もっと早く出てくればいいのに」

「うるさーい！　見つけてほしい乙おと女め心ごころを察しなさいよ！」

　一方的にまくし立てると、真柴さんは私たちをお供にひとごみの中を突つき進んでいった。見つけてほしいってことは、もう怒おこってないってことでいいんだろうか。

「プールはイチャつく場所じゃないんだからね！　体力の続く限り泳ぐわよ！」

　強ごう引いんに握られた手を見下ろし、口元がこらえきれずに持ち上がる。

　よかったな。喧けん騒そうの中、岩迫君の声が聞こえた。
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　本日、私は北川剣けん道どう場にお邪じや魔ましていた。運動音おん痴ちを自負している私にとって、親友の祖父が運営しているという理由がなければまるで縁えんのない場所である。

　玄げん関かんで出で迎むかえてくれたおばさんに挨あい拶さつすると、自宅横に建てられた剣道場に向かった。男たちの気合の入った掛かけ声が外まで聞こえてくる。少し開いた扉とびらからは、ピンと張り詰つめた空気を感じた。

　キタちゃん一家は、祖父、両親、その他親しん戚せきにも多くの警察関係者がいるというまさに警察官一家である。定年退職したキタちゃんの祖父が開いた剣道場には、現げん役えき警察官たちが汗あせを流しに日々訪おとずれていた。

「よく来たな、里り穂ほ子こ」

　道場の正面玄関でラスボスみたいな台詞せりふを言って立っているのが、キタちゃんの祖父、その名も北川竜りゆう蔵ぞう氏である。現役時代は『鬼おにの竜蔵』と呼ばれ、警察内外で恐おそれられていたという。なんだそれ、鬼おに平へい気取りかよ。

「お邪魔しまーす」

「待て。荷物を見せろ」

　北川家はいつからセキュリティチェックをするようになったんだ。

　渋しぶ々しぶ鞄かばんの中身を見せた結果、持ち込んだデジカメと携けい帯たいは道場の入り口で没ぼつ収しゆうされた。しかも見学者は正座。座ざ布ぶ団とんもなし。鬼竜許すまじ。

「おいそこしっかり声出さんかぁあアア!!」

「はい！」

　休きゆう憩けいはまだか、防具で顔が見えん。

　没収された機械類が手元にないため、最後の手段として網もう膜まくに焼き付けるしかなくなった私は、さっきからソワソワと肩かたを揺ゆらしていた。

　私的には右から三番目の彼の声が某ぼう声優に似ていてさっきからキュンキュンしてるんだが。その隣となりの彼もいい。一番若くて経験が浅く、先せん輩ぱいたちに翻ほん弄ろうされてる様が大変おいしいです。

　しごいているおじさんもこれまた素す敵てきだ。門下生たちを厳しくも見守るその眼まな差ざし。あぁ私も怒られてみたい。

「何をニヤニヤ笑っとるか」

「アイタ！」

　後頭部をスパーンと叩たたいたのは、隣に座るじいさまだ。かよわい女子高生を板張りの上に正座させるだけでは飽あき足らず、暴力まで振ふるうとは元警察官が聞いて呆あきれるぞ。

「傷害罪だ」

「ふん、違ちがう。暴行罪というのだこれは」

　どっちも駄だ目めじゃん。そう零こぼした私に「口の利きき方がなっとらん」と再び叩いてきた。

　その瞬しゆん間かん思った。あの台詞を言うなら今しかないと。

「二度もぶった！　親父おやじにもぶたれたことないのに！」

　いつか言ってみたい台詞ナンバーワンだったのだが、使いどころがなかったのでこの巡めぐってきたチャンスに嬉き々きとして言い放った。

　道場に響ひびき渡わたる名台詞に、防具をつけたキタちゃんがブハぁっと噴ふき出したのが分かった。他ほかにも数人の警察官たちが同様の反応を起こす。ガンダム世代ですね。

「貴様ら真面目まじめにやらんか!!」

　叱しかられたのは決して私のせいではないと思う。
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　十二時を過ぎたころ、ようやく休憩に入った。

　昼ごはんは門下生の方々と一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲むことになり、母おも屋やのほうに移動した。キタちゃんのお母さんが大量のおにぎりやから揚あげ、だし巻玉子に沢たく庵あんを用意してくれていた。

　大勢で食べるごはんは慣れないけれど、会話が飛び交かってとても楽しかった。しかしひとつだけ文句を言いたいことがある。

　なんで私がじいさまの隣なんだ。

「里穂子はちゃんと勉強やっとるか」

「やってるよ。じいさまが思ってる以上に私は優ゆう秀しゆうなんだから」

「本当か、麗れい華か」

「期末テストは上位三十番以内に入ってたよ」

　キタちゃんナイスフォロー。そういうキタちゃんは十番以内に入るほどの優等生ぶりだった。

　振ふり返ってみると、一学期の後半は漫まん研けん消しよう滅めつの危機を前にして、私たちはテストどころではなかった。それでも順位を落とさなかったキタちゃんは、日ごろから努力を怠おこたっていなかったから上位をキープできたのだろう。所しよ詮せんは一いち夜や漬づけの私は、テストが終わった瞬間に、英単語が吹ふっ飛んでいった。

「里穂子、背中が曲がっとるぞ」

「曲げてるんですぅ」

　間かん髪はつ容いれずに背中を叩かれた。

「人様の家の子を叩くとかっ！　現役警察官の皆みなさん見ましたか!?」

　なぜか全員に目を逸そらされてしまった。キタちゃんのお父さんにいたっては笑っているんだけど。市民の訴うつたえを無視するとは由ゆ々ゆしき事態である。

　忘れてはいけない、ここは完全アウェーなのだ。唯ゆい一いつの味方はキタちゃんひとり。その味方である親友は、沢庵を摘つまみながら「そういえば」と切り出した。

「岩迫君と一緒にプールに行ったんだよね？」

　なんとここで味方からまさかのキラーパス！

　処理できずに咽むせてしまった。

「来年は受験だろう。男にうつつを抜ぬかすとはたるんどるぞ」

「何言ってんですか、今は平成の世ですよ。ていうか岩迫君はただのクラスメイトであって、何かあったとすればときどき勉強を教えてあげてるくらいですよ」

「勉強を口実に好きな女の子に近づくのは常じよう套とう手段だと思うけど」

　発言したのは弱じやつ冠かん二十歳はたちの星ほし野の巡じゆん査さである。

　剣道を始めてまだ一年という彼は、道場で何度も転ばされていた。その姿に私は萌もえを禁じえなかったのだが、防具を外した彼は童顔も相まってまるで高校生のようだった。

「メアドの交こう換かんはとっくに済ませてるんでしょ」

　キタちゃんの怒ど濤とうの攻せめが続く。目が笑ってるのは気のせいじゃない。

「岩迫君は誰だれにでも優やさしいもん。クラス全員のメアドどころか、裏庭に住み着いてる野の良ら猫ねこのメアドだって訊きいててもおかしくないと思うよ」

「リホちゃんはその男の子が好きなのかい？」

　キタちゃんのお父さーん！

　親子そろって何言いだすんだ。ちなみにキタちゃんはお父さん似である。中身が乙おと女めなところも含ふくめてだ。

「ないっす、ないっす。ていうか私、他に好きな人いますし」

　二次元のな。

　事情を知るキタちゃんが俯うつむいて笑いを堪こらえている。「えーだれだれ？」とキタちゃんのお父さんが身を乗り出して訊いてくる。女子高生か。

「剣けん術じゆつが得意で糖分大好きで普ふ段だんはだらしないけどやるときはやる人です」

　キタちゃんの我が慢まんが天元突とつ破ぱしてがふがふ咽せながら台所へと消えていった。

　警察官の皆さんはその人物像に感心し、キタちゃんのお父さんは「リホちゃんに彼氏かあ……」と気の早いことを言っている。いや、できることなら結ばれてみたいもんだが、二次元と三次元には越こえられない壁かべが存在するんですよお父さん。

　隣に座るじいさまは、ムスっとした顔で終始黙だまっていた。
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　稽けい古こが終しゆう了りようして、帰りはなんと星野巡査に送っていただいた。やったね！

　いい機会だから警察官の仕事について色々と訊いた。いつか警察官モノを描かいてやろうという野望を持つ私は、その下心を隠かくして真面目な顔で質問を飛ばしまくる。

　上司×部下は王道として、警察官×リーマンもいいよね。ある事件をキッカケに近づくふたりとか全国の警察官の皆さんすいません。

　しかしヨコシマな私に、神様は天てん罰ばつを下しやがった。

「リホちゃんの好きな人ってアレだろ」

　バレました。

　星野巡査は漫まん画が読む人でした。オタクじゃないけど。

「すいません逮たい捕ほしてくださってけっこうです！　その代わり皆さんには黙っててくださいお願いしますぅうう！」

　自分がイタイ人間なのは重々承知だ。だからバレないようにぼかして言ったのに、真実を暴あばくとは星野巡査は優秀な警察官ですね。やだもう本当に恥はずかしい。

「ちょっとした出来心なんです！」

「犯人は皆そう言うんだよなあ」

「ああああああああ！」

「分かった、分かった。内ない緒しよにしてあげるから」

　顔を覆おおって身み悶もだえる私を憐あわれに思ったのか、絶対に言わないと約束してくれた。本当ですね、カツ丼どん出されても、仏のナンタラに諭さとされても、絶対に喋しやべっちゃ駄目ですからね。

「誓ちかって喋りません。私を信じてください」

　星野巡査が敬礼しながら言った。

　仕事モードですかそれ！　そんな感じで職質かけちゃうんですか！　ご褒ほう美びではありませんか！

　働く男の魅み力りよくは、弱冠十七歳の私には強すぎたようだ。これが神谷だったら、「喋られたくなかったら分かるよね～？」と対価を要求してくるに違いないのに、これが大人の余よ裕ゆう？　それとも単に性格の違いなのだろうか。

「でも北川先生、ショック受けてたから誤解は解いておいたほうがいいと思うよ」

「おじさんが？」

「じゃなくて」

　星野巡査が言うには、じいさまが、らしい。

「あの鬼おに先生がリホちゃんと漫まん才ざいみたいな会話してるのを見て、俺たちがどれだけ驚おどろいてたか分かる？　リホちゃんは、麗華ちゃんとはまた違ちがった特別なんだよ」

「私、今日は三回も叩たたかれたんですけど。それも特別ですか」

「俺らならゲンコツだな」

　大切にされてるんだよ。

　どこか羨うらやましそうに言う星野巡査は、じいさまを心から尊敬しているのが見ていて分かった。わずかに微笑ほほえむ横顔は夕焼けに照らされて、なんともいえない憂うれいを帯びている。

　こ、これが成人男性の魅力というやつか。

　さっきのやりとりといい、大人びた表情といい、すべてが私の胸をきゅっとさせる。思わず視線を逸らしたが、隙すきを見てはちらちらと見上げて彼の様子を窺うかがった。

　身長は兄と同じくらいなのに、威い圧あつ感かんや圧あつ迫ぱく感かんが一いつ切さいない。穏おだやかな目元は視線が合うたびにさらに緩ゆるめられて、二次元だけに高鳴るはずの私のハートが、さっきから誤作動を起こしまくっている。

「送っていただいてありがとうございました」

　自宅前に着くころには、体が少し汗あせばんでいた。気温だけじゃなく、星野巡査の魅力に当てられたせいもあるだろう。

　立っているだけでじわりと滲にじむ汗を手で拭ぬぐいながら、ポストに入った夕刊を取り出していると、後ろに立つ星野巡査が驚いたような声を上げた。

「ここがリホちゃんの家？」

「はい、そうですけど」

　なんの変へん哲てつもない一いつ軒けん家や。一体なにをそんなに驚きよう愕がくする要素があったのだろうか。

「そうか。君はショータの妹なのか」

「兄を知ってるんですか？」

　星野巡査はなにか言おうと口を開きかけ、しかしすぐに閉じてしまった。小さく首を振ふって、やんわりと拒きよ絶ぜつされる。懐なつかしいものでも思い出すかのように私を見たあと、彼は帰っていった。

　後ろ姿を見送りながら、兄と星野巡査の間には因いん縁ねんめいた何かが存在する気がしてならなかった。ふたりが出会ってしまうことに不安すら覚えるのだが、同時に警察官×不良男子というのも美味おいしいものだなあと腐くされたことを考える私であった。
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　駅の隣となりにあるバス停てい留りゆう所は、早朝ということもあり閑かん散さんとしていた。

　ボストンバッグを肩かたにかけた私が集合場所に到とう着ちやくすると、すでにキタちゃんとマリちゃん、メグっぺの姿があった。

「おはようございます、リホ先せん輩ぱい」

　集合時間の三十分前にこれだけ揃そろうとは優ゆう秀しゆうな部員たちである。全員と挨あい拶さつを交かわしながらベンチに座り、空を見上げた。うん、綺き麗れいに晴れている。

「あとは五味だけか」

　ここから一番家が近いし、そろそろ来るだろう。

　と思ってから、十五分たった。

「……なんか嫌いやな予感がするなあ」

「奇き遇ぐうね。私もよ」

「先輩、メール、いいえ電話したほうがよくないですか？」

「部長たち、もうすぐ来ちゃいますよ」

　キタちゃんが携けい帯たいを取り出し、五味にかけた。が、出ない。一分たって、二分たって、三分がたったころ、やっと通話が繫つながり『ふああ～い』という間ま抜ぬけな声がした。

「あんた今、どこにいるの」

　訊きかなくても分かっているのに、キタちゃんは敢あえて訊いた。携帯に耳を近づけていた私は、彼女の恐おそろしげな顔を間近で見てしまった。

『どこって、家ですぅう』

　こいつ寝ねてやがった。

　キタちゃんの携帯がミシミシと音を立てだしたので、私は慌あわてて通話を代わった。

「五味っ、あと十分で部長が迎むかえに来るぞ！」

『ふえ？　なんで？』

「時計を見ろ!!」

　数秒の沈ちん黙もくのあと、五味の悲鳴がとどろいた。『すぐ行くっスー！』という声とともに通話は切れ、停留所には夏とは思えないほどの凍こごえた空気が漂ただよった。
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　約束の七時半になったとき、停留所にワンボックスカーが近づいてきた。助手席から顔を出した部長が大きく手を振っている。

「五味は置いていこう」

　キタちゃんが冗じよう談だんには聞こえない無情な言葉を発したそのとき、ワンボックスカーと併へい走そうする影かげを見つけ、私たちは同時に立ち上がった。

「あれー？　もしかして君が五味君ー？　私、部長の幸子よー」

「そうなんっスかー！　はじめまして部長ー！」

　激走しながら部長との初対面を果たした五味は、ワンボックスカーと同時に停留所に到着した。ま、間に合っただと。私たちはもう言葉もなかった。

　停止した車から、金きん髪ぱつの少女が降り立った。彼女は満面の笑えみで駆かけ寄ってくると、まず一年生の女子ふたりに抱だきついた。

「久しぶり！　マリちゃん、メグちゃん！」

「お久しぶりです、部長」

「お体はもう大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「完全復活よ！」

　四月に事故に遭あい入院していた部長は、一年生と交流した時間が実に短かった。五味にいたっては一度も会っていなかったから、今日の合宿は部長の退院祝いと、交流会も兼かねているのだ。

「五味君、遅おそくなっちゃったけど、漫まん研けんにようこそ！」

「はい！　これからよろしくお願いします！」

　五味の両手を握にぎってぶんぶん振り回すと、今度は私とキタちゃんに向き直る。

「私がいない間、部活を守ってくれてありがとね！」

　ひとりずつぎゅうぎゅうに抱きしめると、体を離はなして照れくさそうに笑った。それ以上に照れたのは私のほうだった。部長の体は柔やわらかくていい匂においがした。

「幸子」

　男の人の低い声が、部長の名前を呼んだ。全員がワンボックスカーを見ると、運転席からひとりの男性が出てきて、腕うで時ど計けいを指差しながら言った。

「予定よりも五分遅おくれている」

　後ろに立っていた五味が「オリバー・カーンだ！」と叫さけんでいた。おい黙だまれ。

「一年生は初めて会うよね、私のパパなの」

　部長のパパ、ヴィルヘルム・ルーヴェン氏は、子供だけの合宿は心配だと言って、引いん率そつ役を買って出てくれている。

　見た目は五味も言うように、元サッカードイツ代表の守護神にそっくりである。かなり厳いかつい顔をしているので、気の弱いメグっぺは完全に怯おびえていた。

「よろしくお願いします、おじさん」

　去年の合宿もお世話になった私とキタちゃんが挨拶すると、一年生も倣ならって頭を下げて自己紹しよう介かいした。

　二メートル近くある大男なパパさんだが、私たちと話すときは屈かがんで目線を合わせてくれる。荷物を車に入れるときも手伝ってくれた。

「行こう。十分の遅れだ」

　パパさんの運転するワンボックスカーが出発した。目指すはルーヴェン家が所有する別べつ荘そうだ。
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　車は市街地を抜ぬけ、国道を走り、やがて山間に入った。

　青々とした緑のトンネルを一時間以上も走ると、なだらかな高原が見えてきた。

「牛だ！　先輩、牛がいる！」

　牧場の横を車で通る間、五味が騒さわぎどおしだった。まあたしかに生きている牛を見る機会なんて滅めつ多たにないけど、少しは落ち着けよ。

　高原を横目に見ながらさらに走ること三十分。車は森に入り、舗ほ装そうされていない道を車体を揺ゆらしながら進んだ。ちらほらと見え出す建物はすべて別荘だという。

「見えてきたよ」

　木々に隠かくれるようにして建つ一軒けんのログハウス。一年生たちの顔が輝かがやいた。あそこに泊とまれるんですか、という期待の眼まな差ざしが、見ていて嬉うれしくなる。

　砂利じやりの敷しかれた駐ちゆう車しやスペースで車が止まると、真っ先に五味が外に飛び出した。こら、ちゃんとパパさんにお礼を言え。

「すっげー！」

　ルーヴェン家所有の別荘は、緑の木々に囲まれていて、まるで御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような佇たたずまいをしている。

「あんなに喜んでくれるなんて、造った甲斐かいがあるよね、パパ」

　パパさんが無言で頷うなずいた。

　一年生たちの驚おどろきようは、去年の私とキタちゃんを見ているようだった。そう、このログハウスは、部長のパパさんとママさんが三年かけて造った手作りの別荘なのだ。

「夏もいいけど、秋も素す敵てきなの。赤や黄色に染まった落ち葉がじゅうたんみたいに広がるんだよ」

　想像したのか、マリちゃんとメグっぺがうっとりとしている。五味は相変わらず子犬のように走り回っていた。

　中に入ると、一年生はさらに感動していた。一階のリビングは吹ふき抜けになっていて、丸太に囲まれた内部は木の香かおりが漂っている。椅い子すもテーブルも手作りと聞かされて、五味は尊敬の眼差しをパパさんに向けていた。

「ちょっと早いけど、ご飯にしない？　食べたら牧場に行こう。馬に乗れるところがあるのよ」

　部長の提案に一年生が声を上げて喜ぶ。私も馬は初めてだなあ。
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　連なる木々に、広い空、悠ゆう々ゆうと歩く馬や牛は、私たちの目にどこまでも新しん鮮せんに映った。住んでいる地域は都会とは言えないけど、野山とは縁えん遠どおい場所であるのは間ま違ちがいない。触ふれるものすべてが真新しくて、はしゃぐ一年生たちと元気な部長を見ていると、合宿開かい催さいはやはり正解だったと思わせられる。

　午後は思い切り自然を満まん喫きつして、陽ひが沈しずむころには別荘に戻もどり、お昼と同様、皆みんなでご飯をつくった。

　やはりドイツ人だからか、大きなソーセージが食しよく卓たくに上った。パパさんはドイツワインを楽しみつつ、わいわい騒ぎながら食べる私たちを優やさしい眼差しで見守っている。

　話題は牧場で馬に乗ったときに起こったハプニングだった。スタッフが手た綱づなを引いて、客は馬に座るだけの簡単な体験コースだったが、なぜか私にだけ不幸が降りかかったのだ。

「リホ先せん輩ぱいの乗った馬が走り出したときは、どうしようかと思いましたよ」

「私も死ぬかと思った」

　スタッフを振ふり切って疾しつ走そうした栗くり毛げのランボー。名前からして物ぶつ騒そうだと思っていたが、名前どおりのヤンチャっぷりを見せ付けてくれた。

「部長が助けてくれてなかったら、振り落とされてましたよ」

　ランボーになんとかしがみついていたが、数分が限界だった。落ちると思った瞬しゆん間かん、白馬に乗った部長が追いついて、ランボーを宥なだめて止めてくれた。白馬の王子様ならぬお姫ひめ様の登場に、もう同性でもいいやと危ない扉とびらを開きかけた私だった。

　夕ご飯を食べたあとは順番にお風ふ呂ろに入り、女子の寝しん室しつに集まった。夜はまだまだ長い。

「合宿といったらこれしかないでしょ！　コイバナしよ！」

「しよー！」

　元気よく追つい随ずいの声を上げたのは五味だった。

　ちょっと待て、なんでお前が女子部屋にいるんだ。

「パパさん呼んできますね。外に鉈なたがありましたから、それも持ってきます」

　マリちゃん物騒。

　いや、私たちも悪かったと思うよ。五味がいることに今までなんの違い和わ感かんも抱いていなかったんだから。

「まあまあ、五味君もひとりだけ部屋にいたんじゃ可哀かわい相そうじゃない。パパのところに行ってもいいけど、たぶん一晩中、格かく闘とう技ぎの講義をされると思うよ」

「そうなんですか!?」

　キタちゃんが食いついた。目をキラキラさせて部屋の外を気にしている。

「元々は日本の武道に興味があって留学してきたの。ママとの出会いは、通っていた合気道の道場だったのよ」

　今も同じ道場に通い、指導役をしているという。合気道以外にも数種類の武道に精通しているというパパさんは、見た目以上に強そうだ。

「部長のお母さんにも会ってみたかったなあ」

　五味の台詞せりふに、私とキタちゃんがギクリと動きを止めた。ば、ばかっ、それは言っちゃダメだ。

「ママには会わせてあげられないの。今は遠いところにいるから……」

　寂さびしそうな表情を浮うかべる部長を見て、マリちゃんとメグっぺも事情を察したようだ。話題を変えようとして必死に言葉を探したが、こういうときに限って何も出てこないから焦あせる。

「どこかに行ってるんですか？」

　空気が読めないにもほどがある。五味の無神経な振る舞まいに、キタちゃんが諫いさめようと身を乗り出し、

「そうなの。今は中国にいるらしくて」

　ガクっと体勢を崩くずした。

「誕生日カードには、『必ずや蟷とう螂ろう拳けんをモノにしてみせる』って書いてあったわ。その前はブラジルでカポエイラを学んでいたみたいだけど」

「生きてるんですか!?」

「当たり前じゃない。皆どうしたの、驚いた顔しちゃって」

　死んでると思ってましたよ！　だって去年同じことを訊きいたら、『十歳のときに、ママは遠くに旅立っていったの……』って答えるから、行ったら二度と帰ってこられないところに行っちゃったと思うでしょう！

「うちのママって、パパ以上に格かく闘とうバカなのよね。私が十歳のときに、『もっと強いヤツと戦ってくる』って言って、消えちゃったし」

　孫そん悟ご空くうかよ。

　そしてパパさんがまさかのチチさんなんて。なんか言っててよく分からなくなってきた。

「もしかして十歳のときから一度も会ってないんですか？」

「そ。誕生日カードは毎年贈おくってきてくれるんだけどね」

　部長はあっけらかんと答えると、ベッドサイドに置いてあった写真立てをとった。

「これがママよ」

　全員で写真を覗のぞきこむと、大おお柄がらなパパさんに寝ね技わざをかけながら、満面の笑えみでカメラに目線を送るママさんが写っていた。美人だけど、あまり部長には似ていなかった。

「パパの前では、ママの話はしないであげてね」

　写真を元の位置に戻すと、部長が言った。

「ママがいなくなったのは、自分が負けたせいだって思ってるの。自分が世界で一番強い男だったら、ママは傍そばにいてくれたのにって」

　返す言葉が見つからなくて、私たちは黙だまり込んだ。暗い空気に気づいたのか、幸子部長はことさら明るい声を出す。

「そんな顔しないで！　ごめんね、変な話しちゃって。さっ、コイバナしよ、コイバナ！　じゃあまずは私ね」

　部長は恥はずかしそうに頰ほおを染めながら、同じ高校にいるという意中の相手について語りだした。部長一家のことはもちろん気になるけれど、他人の私たちが踏ふみ込める領域ではない。本格的なコイバナが始まると、さっきまでしていた話を誰だれもが忘れたように振る舞い、部長の話に聞き入った。

「二年生のときからの片かた想おもいなの。卒業までには告白したいんだけど、どうしても勇気がでないのよね」

「部長が告白したら一発ＯＫというか一発ＫＯだと思いますけど」

「だったらどんなにいいか！　友達に好きなタイプを訊いてもらったんだけど、大人しい子が好きなんだって。私、大人しいとは言えないでしょ？」

　部屋に沈ちん黙もくが落ちた。ここは「そんなことないですよ～」と言うべきなのかもしれないが、明らかに噓うそだもの。

「まあ、なんとかするわ。今年中にＫＯしてみせる」

　拳を右に左に繰くり出す動作をしながら、部長は闘とう志しをみなぎらせていた。彼女に告白されて断ることができる男子がいるとは思えないんだけどなあ。

「じゃあ次のコイバナはリホちゃんね！」

「私ですか？　そうだなあ、今までで一番ドキドキしたのは、出で初ぞめ式で見た制服姿のおっさんでしょうか」

　今年の一月。大量の餅もちを消化するために北川家にお呼ばれしていた私は、道中、消防署の出初式に遭そう遇ぐうした。制服、制服、そして制服のオンパレードに思わず漕こいでいた自転車を止め、一時間近くも見入ってしまった。

　普ふ段だんは間違いなく気にも留とめないおっさん連中が、制服を着ている、それだけで私のハートはいとも簡単に撃うち抜ぬかれてしまったのだ。たとえ彼らの会話が「慣れん制服はつらいですわー」とか「早く家に帰っておこたに入りたいですなー」であったとしても、制服を着ていたらすべてがジャスティス！　カッコイイ！　おっさん抱だいて！　となってしまうのである。

　おかげで約束の時間に大おお幅はばに遅おくれてしまった私は、キタちゃんにその年最初のコブラツイストを決められ、じいさまには丸めた新聞紙で思いっきり面をくらってしまった。

　そのくらい、制服はヤバイ、ということを私は訴うつたえたい。

「いいよね制服！　じゃなくて！　もっと身近なラブを訊いてるの！」

　部長とは近いうちに制服談義をすることになりそうだ。あと身近にラブは一いつ切さいございません。

「じゃあ好きなタイプは？　男の子のどんな仕草にキュンキュンする？　告白されたいシチュエーションは？」

　芸能リポーター並みの遠えん慮りよのなさ！　しどろもどろになる私を、周りは面おも白しろそうに眺ながめている。隣となりに座るマリちゃんが肩かたをぶつけながら訊いてきた。

「リホ先せん輩ぱいって岩迫先輩と仲が良いんですよね？　一いつ緒しよにいてドキドキしたりしないんですか？」

「岩迫君にドキドキ……」

　一学期で一気に仲良くなったクラスメイトの顔を思い浮かべてみる。一緒に勉強したり、ちょっと喧けん嘩かもした、女子から人気の男の子。

　今までの男友達と違ちがうのは、彼がちゃんと私を女の子として扱あつかってくれるところにある。重いものは持ってくれるし、困っていたら助けてくれる。こいつは限りなく男に近い女っぽいナニか扱いじゃないんだよなあ。ここはたしかにポイントが高いと言えよう。

「紳しん士しなんだよね。さらっと優やさしい振ふる舞いするから、そうだね、たしかにドキドキしちゃうかも」

　でもそれは、私が男の子という存在に慣れていないというのもあるし、単純に彼が格好良いというのもある。恋れん愛あい感情がなくても人間はドキドキできるのだ。要はそこに意味を見み出いだすかどうかが、恋愛との分かれ目なのだろう。マリちゃんが求める胸のトキメキとは違う気がするけど、さっきの答えで満足しているようなので黙っておいた。

「サコ先輩は騒さわがれるほど格好良くないっスよ！　あのひと、クシャミするときに『ヘブン！』って言うし！」

「なに対たい抗こうしてんのよ。五味君なんて一年の女子の間じゃ『残念なイケメン』で通ってるくせに」

「俺のどこが残念なんだよ」

「告白で呼び出した女子に『アニメイト行きたいから手短にしてくれない？』って言うところ」

　オープンエロならぬオープンオタクな五味らしい言い草だ。相手の女の子、困っただろうな。

「最初はただのクラスメイトでも、気づいたらってよくあるパターンよね」

「キタちゃんは私にそうなってほしいの？」

「岩迫君だとちょっと頼たよりないかな」
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　それは精神的になのか腕わんり力よく的になのか、どっちなんだろう。万が一、私が誰かに恋こいをしてしまったら、キタちゃんが腕うで試だめしを挑いどみそうで怖こわい。

「でも今はピンとこなくても、恋っていうのはある日突とつ然ぜんやってくるものなのよ」

　部長が手を組みながら、どこか陶とう然ぜんとした表情で言った。今まさに片想い中の彼女だから、説得力がある。

「恋は落ちるもんだってよく言いますもんね」

「そうそう。なんだこの穴？　と思って覗きこんでたら後ろからドーン！　ってキューピッドにタックルされて突つき落とされちゃうのよ！」

　自分の体験を思い出しているのか、部長がクネクネしていた。表現は微び妙みようだけど、その瞬しゆん間かんというのは素す敵てきな体験だったらしい。

「ねえ、メグちゃんは？」

「わ、私!?」

　ずっと大人しかったメグっぺは、突然話を振られて動どう揺ようしていた。ちなみに部長はさっきから自分の世界に入って戻もどってこないので放置である。

「彼氏いるんじゃないかって前に話してたんだけど、実際はどうなの？」

「い、いませんっ、そんな、いるわけ、ないですっ」

　必死に否定しているけれど、むしろ必死すぎて怪あやしい。これはクロだな。

　追つい及きゆうするのは可哀かわい相そうだったので、なんだいないのかあ、と気づかぬフリをした。五味だけが余計なことを言おうとしていたので、マリちゃんに枕まくらでメッタ打ちにされていた。
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[image: ⓫　山神様の言うとおり]




　合宿二日目の朝は、八時に目が覚めた。同じ部屋で寝ねていたキタちゃんに起こされ、寝ぼけ眼まなこで顔を洗いに行ったら、廊ろう下かでパパさんと会った。

「おはようございます」

「よく眠ねむれた？」

「ふぁい」

　ふらふら歩く私を見かねたのか、パパさんに脇わきの下を持ち上げられ、洗面所に連れて行かれた。先に顔を洗っていたマリちゃんが呆あきれた表情を浮うかべていた。

　部屋に戻る途と中ちゆう、一階の窓からメグっぺが見えた。ログハウスの前には手作りのベンチがあって、そこに座って携けい帯たいで誰だれかと話している。窓を開けて話しかけようとすると、彼女が大きな声を上げた。

「分かってる！　もう、行かないからっ」

　声を荒あらげるなんて珍めずらしい。話しかけづらくなったので、黙だまって窓を閉めて部屋に戻った。
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　今日は川遊びをして、バーベキューをする予定だ。もうお気づきかもしれないが、漫まん研けんの合宿とはよく遊び、よく遊ぶ、つまりは遊ぶことしかしない三日間である。

　朝食で腹を満たすと、さっそく川遊びに出かけた。

　昨日に引き続いて、今日もよく晴れている。木々の隙すき間まから見える青空を、飛行機が白い尾おを引いて飛んでいた。

　森の中は夏とは思えないほど涼すずしかったが、三十分以上も歩いているとさすがに汗あせばんでくる。別べつ荘そうで着てきた水着のせいもあるかもしれない。

　けれど心地ここちの良い空気が、何時間でも歩いていたいと思わせた。実際には無理だけど、吸い込む空気が澄すんでいて、少し息が上がってもまだまだ頑がん張ばれる気がする。

「部長、気持ちいいですね」

「うん。街じゃ絶対に味わえないよね」

　蟬せみの鳴き声と葉っぱの擦すれる音が交じり合ってしゃわしゃわと聞こえた。車のエンジン音や、クラクションが聞こえない空間が気持ちいい。

　すれ違うひとたちと挨あい拶さつを交かわしながら、胸いっぱいに空気を吸い込んだ。明日あしたには帰るのだと思うと、ひどく残念な気持ちになる。今のうちに思いっきり吸い込んでおこう。

　別荘を出てから一時間ほどすると、川のせせらぎが聞こえてきた。額に浮かんだ汗を拭ぬぐいながら森の小道を抜ぬけてすぐ、ようやく水辺が見えてくる。大きな岩の塊かたまりの間を穏おだやかに川が流れていた。

　服を脱ぬいで水着になった五味がさっそく飛び込もうとしていたが、パパさんに捕つかまって準備運動をさせられていた。

「深いところもあるから気をつけなさい」

　パパさんの注意に頷うなずいて、私も水着になる。ストレッチをしながら周りを見て、ほっとした。スクール水着はひとりもいなかった。

「その水着、可愛かわいいじゃない」

「う、うん、ありがとう」

　歯切れの悪い返事に、キタちゃんは首を傾かしげながらも川に入っていった。

　真柴さん曰いわく、男のチョイス。

　この一言が、どうにも引っかかる。

　自分の体を見下ろしながら、この水着を選んだ男の顔が思い浮かんだ。そういえばお金も出してもらったんだっけ。悪いことをしてしまった気がして、やっぱり素す直なおに喜べなかった。
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「行っくよー！」

　太陽を背にして、部長が宙を飛んだ。空中で一回転。最後は体を一直線にして、水面に飛び込んだ。

　せり出した大岩からの飛び込みは、ちょっとした度胸試しだ。私はもちろんやらなかったが、あのメグっぺが挑ちよう戦せんして見事飛んだのには驚おどろいた。したがって、漫研一のチキンは私となってしまった。

「リホ先せん輩ぱいもやりましょうよ」

「絶対やだ」

「俺が手を繫つないで一いつ緒しよに飛び込んであげるっス！」

「余計に不安だ」

　代わる代わる飛び込んでいく部員たちを見守りながら、浅あさ瀬せで泳ぐ私を笑うなかれ。

　退院直後とは思えない部長の躍やく動どうっぷりに、パパさんは心配顔だった。しかし親の心子知らずとはよく言ったものである。部長は歓かん声せいを上げ、今度は二回転しながら水中へと消えていった。

　ひぐらしが鳴きはじめ、陽ひが傾かたむき出すと、水着だけでは肌はだ寒ざむくなってきた。普ふ段だん着ぎに着き替がえてそろそろ別荘に戻ることにした。体はくたくたなので、これから一時間歩くのかと思うと憂ゆう鬱うつになる。五味と部長だけは元気いっぱいで、まだ遊び足りないという顔をしているから恐おそれ入る。

「あ、そうだ。初日に言うのを忘れてたんだけど、この辺りって熊くまが出るんだよね」

「熊っスか！」

「五味、嬉うれしがる情報じゃないぞ」

　蜂はち蜜みつを持った黄色い熊を想像していたら大おお間ま違ちがいだからな。

　恐ろしい情報だったが、これだけの人間が騒さわいで歩いていれば、向こうのほうから避さけてくれるらしい。

　別荘までの行程を半分ほど進んだころ、背後の茂しげみがわさわさと音を立てているのに気がついた。最初は無視したが、あまりにもしつこいのでため息をつきつつ振ふり返る。

「五味、そんなイタズラしたって誰も」

　ひっかからないぞ、という言葉が続くはずだった。

　情熱的に見み詰つめ合うこと数秒。茶色の毛に覆おおわれたソレは、おもむろに前足で地面を数度抉えぐりはじめた。頭部を低く構え、視線の先に捉とらえるのは、この私。

　……猪いのししなんて、冗じよう談だんだろ。

　慌あわてて部長たちがいる方向に視線をやると、こちらに気づいておらず、十メートル以上離はなれた先を歩いていた。そこにはもちろん五味もいる。

　最悪だ。

「リホちゃん！」

　背中で部長の声を聞きながら、死に物もの狂ぐるいで森を走った。
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　どれだけ走っただろう。

　気づいたら猪は消えていた。携帯の電波は圏けん外がい。そして絶賛遭そう難なん中である。

　次し第だいに暗くなり始める森の中で、私はパニック寸前だった。

「ひっ！」

　すぐそこで、鳥の鳴き声がした。

　な、なんだよ、驚かすなよ。そして驚くなよ私。

　咄とつ嗟さにしがみついた木を離れ、周辺を見み渡わたした。人ひと影かげはもちろん、動物もいない。

　落ち着け、落ち着くんだ。ここで取り乱したっていいことなんてひとつもない。ポジティブになれ。そうだ、熊じゃなくてよかったじゃないか。

「熊……」

　いやいやまさかそんな。ポジティブ！　ポジティブにいこう！

　気分を盛り上げようとパンパン手て拍びよう子しをしてみたが、静かな森の中ではむしろ不気味に響ひびき渡わたってホラーだった。ついでに馬ば鹿かみたいだったのでやめた。

　ポジティブはやめて冷静になろう。

　走っていた時間なんてほんの数分。それ以上の全力疾しつ走そうは体力のない私ができるはずもない。たとえ火事場の馬ば鹿か力ぢからが出たとしても、長時間の走行は不可能だ。結論として、部長たちからそれほど離れていないはずである。見渡す限り、人影も建物も見えないが、きっとそうだ。

　今、私にできることは、動かないこと。むやみやたらに歩き回っては、部長たちが見つけにくくなる。この場所で助けを待とう。絶対に見つけてくれるはずだから。

　そうと決めたら木の根元に寄りかかって、注意深く周囲の音に耳を澄ました。ホラー映画というのはだいたい後ろから襲おそってくるので、背後の確かく認にんも怠おこたらないようにする。……襲ってくるってなんだよ。なにが襲ってくるんだよ。駄だ目めだ、冷静になれない。

　よし、歌でも唄うたおう。声を頼たよりに見つけてもらいやすくなるかもしれない。好きなアニソンでも唄っていればテンション上がって恐きよう怖ふ心も薄うすれるだろう。

　……って、こういうときに限って殺さつ伐ばつとしたアニソンしか浮うかばない!!

　おいしっかりしろよ私。この間、カラオケに行ったばかりだろ思い出せ。

　この瞬しゆん間かんに相応ふさわしいアニソンを必死に考えていると、不意に背後で枝を踏ふみ折る音がした。

「んぐっ」

　慌てて悲鳴を吞のみ込んだが、果たして意味はあったのだろうか。動物の嗅きゆう覚かくは人間のそれとは比ひ較かくにならないと聞くし、もうとっくの昔から私の居場所は向こうに筒つつ抜ぬけなのかもしれない。

　後ろから迫せまりくる何かが、部長たちだとは思えなかった。顔見知りなら名前を呼びながら近づいてくるはずだし、足音もひとつなはずがない。森の中を、ましてや道から外れたところを、もう陽が落ちようというのに歩き回る人間がいるだろうか。

　このままやりすごすか、走り出すべきなのか。ドクドク鳴る心臓の痛みが思考力を鈍にぶらせる。

　荒あらくなりそうな呼吸を抑おさえこんでいると、いつの間にか足音が消えていた。

　どこかに行ったようだ。ほっとしながら薄うす目めを開けて、ギクリとした。落ち葉が重なった土の上に、大きな影かげが落ちているのが見えた。

　──逃にげろ!!

　考える暇ひまもなく体が勝手に動いていた。

　すぐ後ろに何かいる。影を見る限りかなり大きかった。猪なんかじゃない。

　背後を確認しようとわずかに首を後ろに回す。それがいけなかった。

　バランスを崩くずし、たたらを踏んだところで木の根に躓つまずいた。派手に転んだ衝しよう撃げきで、一いつ瞬しゆん息が詰つまる。

　カサリ。乾かわいた葉っぱを踏む音に、もう悲鳴すら出なかった。

　近づいてくるその音が、うつ伏ぶせになった体のすぐ横まで来て止まった。視界の端はしに黒い何かが見える。恐怖に支配された頭を手で庇かばい、ぎゅっと身を強こわ張ばらせた。

「あなた、大だい丈じよう夫ぶ？」

　……最近の熊は喋しやべるんだろうか。

　声からすると女性、いや、熊だからメス？

「怪け我がをしたのかしら。ちょっと触さわるわよ」

　恐る恐る目を開けると、真っ黒な体毛が目に入り、ひいいと声にならない悲鳴をもらしてぶるぶると震ふるえた。そうしている間に、黒い前足が私の頰ほおに触ふれた。

「見たところ、擦すり傷くらいね。足はどう？　捻ひねってない？」

　いい加減、現実逃とう避ひも苦しくなってきた。熊が喋るはずがないし、よく見てみると、体毛だと思ったのは黒いコートで、前足は黒い手て袋ぶくろをはめた人間の手だ。

　強張った首をゆっくりゆっくり上に動かすと、夏の緑を思わせる目と間近でぶつかった。びっくりするよりも、部長と同じだ、という感想が先にきた。

「いきなり飛び出してくるから、最初は小こ熊ぐまかと思っちゃったわ」

　笑い方が、部長とそっくりだった。目の色以外の顔のパーツは似ていないのに、笑っただけでこうも似ているなんて不思議だった。

　見るからに日本人ではない女性は、夏だというのに分厚いコートを身に纏まとっていた。手を引かれて立たせてもらった私は、女性の背の高さに驚おどろく。百八十センチはありそうだ。

「あなた、幸子の知り合い？」

「はい、そうです。後こう輩はいです」

「コーハイ……妹弟で子しのことね」

　違ちがいます。

　志は漫まん研けんに集つどった時点で同じとも言えますが、私は漫まん画が描かきで、部長はコスプレイヤーです。ジャンルがまったく違うのです。

「あの、幸子部長のママさんですよね？」

　写真で見たから間ま違ちがいない。こげ茶色の髪かみに、部長と同じ緑の目、そして意志の強そうなキリリとした眉まゆ。

　中国で蟷とう螂ろう拳けんを学んでいるはずが、いつ日本に帰ってきたのだろう。

　私の指し摘てきを受けたママさんは、しかし大きな体をびくりと揺ゆらし、明らかに焦あせった表情を浮かべて首を横に振った。

「ち、ちがう」

「はい？」

「ワタシ、ママサン、チガウ」

「どうしたんですか、急にカタコトになって」

　さっきまであれだけ流りゆう暢ちように喋っていたじゃないですか、ママさん。

「幸子のママじゃない！　私は、私はそうっ、山の神よ！」

　山の神様ならもっと季節感を気にした服装をしてくださいよ。暑くないんですか。

　なぜか白しらを切るママさんは、何を言っても自分が幸子部長の母親だと認めようとはしなかった。これ以上の追つい及きゆうをしても埒らちが明かないと思い、ママさんのことはとりあえず山の神様と呼ぶことにした。

「すいませんが神様、幸子部長の別べつ荘そうまで戻もどりたいので道を教えていただけませんか」

「分かった。ついてきて」

　なんで幸子部長の別荘を知っているんだとつっこんでも、神様だからと答えられそうである。ママさんなら自分でつくったログハウスの場所は知っていて当たり前なんだけどなあ。

　森の中を迷いなく歩くママさん、じゃなかった神様は、部長の様子をしきりに聞きたがった。

「幸子はどう？　体を痛がってる様子はなかった？」

「平気そうでしたよ。今日も川に飛び込んでましたし」

「ええ、見てたわ」

　山の神様は安心したように表情を緩ゆるめていた。娘むすめの元気な姿を思い出しているのだろう。

　私はいちいち指摘するのも可哀かわい相そうかと、神設定に付き合っている。向こうも完全にバレているのを分かっていて、それでも噓うそを貫つらぬき通そうとしていた。

　予想通り、十分も歩かないうちに林道が見えてきた。豆まめ粒つぶくらいの人影もあって、きっと漫研の誰だれかに違いない。あそこがきっと猪いのししと遭そう遇ぐうした地点だろう。

「ひとりで行ける？」

「大丈夫です。ありがとうございました、ママさん」

「神様」

「はい、神様」

　背中を押されて歩き出すと、「待って」と呼び止められた。

「私に会ったこと、幸子に言わないで。もちろんヴィルにも」

「……どうしてですか」

　神様は黒いロングコートのポケットに両手を入れて、悲しげな表情を浮かべた。首を振ふって何も言わない彼女を見て、ムっとした。悲しいのも、寂さびしいのも、幸子部長とパパさんのほうだ。神様がそういう顔をするのは、ズルイ。

「会うべきときが来れば、会いに行くわ」

「それは今じゃないんですか」

「今じゃないわね」

「……神様は、卑ひ怯きようです」

　暗い表情から一転、神様は部長と同じ笑えみを浮かべた。

「そうよ。神様は卑怯で、自分勝手。でも娘と夫を愛してるわ」

　さあ行って、と促うながされ、私は後ろを気にしながらも林道に向かって歩き出した。数歩進んだところで背後を振り返ると、そこにはもう神様の姿は見えなかった。
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「せんぷぁああああい!!」

　最初に飛びついてきた五味を華か麗れいにかわし、キタちゃんに思いっきり抱だきついた。時間にして一時間も離はなれていなかったというのに、まるで何年も会っていなかったような感覚に陥おちいり、ちょっぴり涙なみだが出た。

「あんた、怪我は？」

「転んでちょっと擦りむいただけだよ」

　膝ひざと腕うでがひりひりして少し血が滲にじんでいたが、それ以外は無傷といっていい。猪は嚙かみ付くというし、これだけで済んだのは奇き跡せきだろう。

「本当に心配したんだからね。なんですぐに声上げなかったのよ」

「その前に突とつ進しんしてきたから、それどころじゃなくて」

「先せん輩ぱい、体を張って笑いをとりにいかないでください。全然笑えませんでしたよ！」

「マリちゃん、素す直なおに心配したって言ってよ」

　背中にはメグっぺがくっついて、ふるふる震えていた。頭を撫なでて宥なだめていると、捜そう索さくに出ていた部長とパパさんが戻ってきた。私を見るなり、今度は部長が突進してきて、そのまま抱きしめられてしまった。

　ママさんのことを話そうかどうか迷って、結局私は何も言わなかった。

「無事でよかった」

　パパさんに心底安あん堵どした表情を向けられ、罪悪感が疼うずく。大きな手で頭を撫でられながら、真実を話そうとするたびにママさんのあの悲しげな表情が脳のう裏りをよぎって、どうしても真実を口にできなかった。

　ひとしきり頭を撫でた手が離れていく。突とつ然ぜん、手を宙に浮うかせたままパパさんは動きを止めた。目を見開いてこちらを凝ぎよう視しするパパさんを見つめ返していると、抱きついていた部長の体がピクリと震えた。

「リホちゃん」

　ほんのわずか距離を開け、私を見つめる部長の目が少し怖こわい。

　衝しよう撃げきは、突然だった。

「エルザああああああ!!」

「ママああああああ!!」

　ルーヴェン親子の抱ほう擁ようを受けた私は、「ぐえっ」とアヒルみたいな声を上げた。

　頭上ではパパさんがおうおうと泣き、「エルザ」と繰くり返し呼んでは私と部長を抱きしめる腕に力を入れる。部長もぐりぐり頰ほおを押し付けながら「ママ、ママ」と声を上げて泣いていた。

　ドイツサンドの具となった私は、ただただ呆ぼう然ぜんとするしかない。

「ママの匂においがする」

　部長の柔やわらかな唇くちびるが、土のついた頰に触ふれた。

　　　　[image: ]

　合宿は三日目で終しゆう了りようした。昼には別荘を出ると、パパさんの運転する車で帰路についた。

　車に揺られて一時間もしないうちに、一年生が寝ねて、隣となりに座るキタちゃんも熟じゆく睡すいしてしまった。私は不思議と眠ねむ気けが襲おそってこなかったので、窓の外の風景を眺ながめていた。

「ときどき、ママが近くまで来ている気がしてたの」

　助手席に座る部長が唐とう突とつに言った。

「ねえ、リホちゃん。どうしてママは会ってくれないんだろう」

　部長の声は眠ねむたげだった。運転しているパパさんが、会話を気にしているのは分かっていた。

　家族でもない私がママさんと会って言葉を交かわしたことが、ひどく悪いことのように思えてならなかった。

「ママさんは、ずるいです」

「うん」

「あと夏なのにコートを着ているのは変です」

「それ、パパが昔にプレゼントしたやつじゃないかしら」

「手て袋ぶくろもしてました」

「私があげたやつ！」

　季節感を無視した装いの謎なぞが解けた。暑かっただろうな。

　思い出の品を身につけて、それで会えない寂しさは埋うめられるのだろうか。すぐ目の前にいるのに、どうしてママさんは手を伸のばさなかったのだろう。

「会いたいのに会わないなんて、私には理解できません」

「会いたいってママが？」

「……いえ、その、今は会うべきときじゃないそうです」

　バックミラー越ごしにパパさんと目が合った。ひどく残念そうな表情を見てしまった私は、すぐに言いなおした。

「でも会いたくなかったら、私にママさんの匂いがついてるはずがありません」

　私が無事で済んだのは、部長とパパさんのおかげだ。ふたりが愛されていたから、私は助かった。

「また会えますよ。絶対に」

　どうにかして元気付けたいと思うのに、言葉にすると途と端たんに陳ちん腐ぷになる。

　無責任な台詞せりふだっただろうか。いつまでたっても返事がないので、助手席を覗のぞき込んだ。部長は小さな寝ね息いきを立てていた。

「リホ」

　名前を呼んだのは、正面を向いて運転するパパさんだった。バックミラーに映る彫ほりの深い顔をじっと見つめていると、彼はしばらくしてからふっと微笑ほほえんだ。

　ドイツ語らしき言葉で何かを言われたが、意味が分からず首を傾かしげた。振しん動どうでシートにもたれかかると、急に眠気が襲ってくる。

　言葉の意味をあとで部長に訊きいてみようと思いながら、ゆっくり瞼まぶたを閉じていった。
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「美術館のチケットがあるんだけど、リホちゃん興味ある？」

　神谷はいつも唐突な男だ。

　その日も、私の部屋のドアをノックもしないで入ってくるなりそうのたまった。

　言いたいことは色々あったけどこの男のことだ、右から左に受け流すに違ちがいない。だったら言うだけ無む駄だである。私は非生産的なことはやらない主義なのだ。

「このチケット、今までたらい回しにされて俺のところに来たんだよね。遊園地とか水族館ならまだいいけど、美術館に積極的に行きたがる女の子なんて少ないし、よかったらリホちゃんどう？」

　見ると、誰だれもが一度は聞いたことのある画家の美術展のチケットだった。でも積極的に行きたいかと訊かれれば答えは否いなだ。どうせ観みるなら漫まん画がの原画展のほうが百倍は楽しいと思う。

「まあでも、くれるって言うんならもらっときます」

「観に行くの？」

「タダだし。後学のために」

　二枚あるからキタちゃんでも誘さそってみようかな。うん、意外とキタちゃんこういうの好きそうだし。

「じゃあ明日あしたの十時に駅前の時計台に集合な」

「は？」

　私が何かを言う前に、神谷は部屋を出て行った。
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　翌日、十時になっても神谷は現れなかった。

　どうやら私はかつがれたらしい。半信半疑ではあったけれど、それでも律りち儀ぎにやってきた私が馬ば鹿かだった。

　神谷のボケ。お前なんか女に刺さされて入院してベテランのオバちゃん看護師に迫せまられてトラウマつくればいいんだ。

　十時半になったら帰ろう。そうだな、せっかく外に出たんだから漫まん画が喫きつ茶さに寄るのもいいかもしれない。そうだそうしよう、手て塚づか先生待っててください。

「ごめーんリホちゃん、待ったー？」

　斯かくしてきっかり三十分遅おくれで神谷は姿を現した。

　三十分も待ってた私、超ちようエライ。正確には十分前に着いていたから実質四十分待っていたんだけど。

　来なかったら神谷のメルアドを消去しようと思っていたところに、やつはまったく急ぐ素そ振ぶりもなくやってきた。息ひとつ乱してねえ。

「……今何時ですか」

「十時半だよ。携けい帯たい忘れた？」

　いるよいるいる、遅ち刻こくはオシャレだと思ってる人種が。

　まったく悪びれない神谷に怒いかりが募つのる。言いだしっぺが遅れるなんてあり得ない。この仕打ちに彼女とかは怒おこったりしないのだろうか。それとも何か、来ただけでもありがたいと思えなのか、えぇオイ。

「なにしてんの。早く行こうぜ」

　たった三文字でいい。謝ってくれ。な？　今ならリホちゃん許してやるからさ。

　さっさと『ごめん』って言わんかい。

「リホちゃんとふたりで出かけるの初めてだよな」

　ギュ！

　……ん？

「神谷さん」

「なに？」

「この手はなんですか」

「それって謎かけ？」

　いやいやいや……いやいやいやいや！

　繫つないでるしっ、ねえからっ、そういうの駄だ目めだからっ、男の子と握あく手しゆ以外で手を繫ぐのは幼よう稚ち園えんのとき以来だからっ。

「顔赤いよ。なに、俺のこと好きだったの？」

「んなわけないでしょ。私たぶんオスゴリラと手を繫いでも顔を赤らめますよ」

「リホちゃんは相変わらずズレてんなあ」

　どんなに振ふり回しても神谷は離はなしてくれなかった。完全に嫌いやがらせだ。
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　電車に揺ゆられて一時間。そこからさらに徒歩十分のところに、目的の美術館がある。

　周囲は洋式の建築物が立ち並び、ちょっとした観光地になっていた。近くが海なので、ときどき潮の香かおりもする。洒しや落れた街並みを少し歩くと、建物に沿うようにして行列が見えた。

「噓うそ、マジ？」

「こんなもんでしょ」

　有名な画家ともなると、行列くらいは当たり前だった。もっと人気があると目の前の比ではない。

　たった一列でうんざりしている神谷を見て、やつが今まで美術展というものにまったく縁えんがなかったのは容易に分かった。

「ほら、暑いんだからさっさと並びますよ」

「えー行くの？」

「私は行きます。嫌ならそこの喫きつ茶さ店てんで茶でもシバいといてください」

「分かった。行くよ」

　渋しぶるなら最初から来なきゃいいのに。高校三年生にもなって見通しの甘いやつだ。

「俺、今度からは絶対デートに美術館は選ばないよ」

「神谷さんの場合、そうしたほうがよさそうですね。その態度じゃ彼女が怒りますよ」

「……ほんとズレてんなあ」

　なんのことか分からなかったので、（はいはい、そうですね）と流してやった。

　幸い列は建物の陰かげになっていたので、それほど苦にはならなかった。日陰の中、待つこと三十分。列はスムーズに動き出し、私たちは屋内に入ることができた。

　美術館の雰ふん囲い気きは好きだ。

　温度と湿しつ度どが設定された建物の中は実に心地ここちが良い。天てん井じようも高いし、来場客のひそひそ声も雰囲気に一役買っていると思う。

　私が独特の空気に浸ひたっていると、ぐいっと体が引っ張られた。

「歩くの遅おそいよ」

「ちょっと待ってください。美術館はそんなにスタスタ歩く場所じゃないんですよ」

「早く観て早く出たい」

「じゃあ別行動しましょう」

「やだよ。一いつ緒しよに来た意味ないじゃん」

　小声で言い争っていると、後ろに並んでいた老夫ふう婦ふに笑われてしまった。超ハズい。神谷、お前のせいだぞ。

　結局、一緒に観て回ることで落ち着いた。これがイベントだったら別行動は当たり前だというのに。単独での狩かりに慣れた私としては、神谷は完全に足手まといだった。

　諦あきらめてふたりで行動することになったが、順路に従って絵を鑑かん賞しようしているうちに相手のことが気にならなくなった。

　今回の美術展は油絵をメインに、素そ描びようや彫ちよう刻こく、陶とう器きまで展示されていた。多才なひとなのだなあと感心しながら、ひとつひとつに足を止めて鑑賞していると、繫いだ手がくいくい引っ張られた。

「リホちゃん、面おも白しろい？」

　開始早々、神谷が飽あきていた。

「面白いですよ」

「そう？　俺にはまったく意味が分かんない。綺き麗れいだとは思うんだけど」

「いいんですよそれで。綺麗だなあって思う心、プライスレス」

　大なり小なり心を動かすってことは実は凄すごいことなんだぞ神谷。

　私もいつか自分の漫画でたくさんの人の心を動かしてみたい。壮そう大だいな夢かもしれないけど、そうやって夢見る心もプライスレスなのだ。

「それにただ描かいてるってだけじゃないんですよ。ほらほら、この絵を見てくださいよ。わざと人物を中心からずらして端はしのほうに描いてるでしょ。空いた空間がこの人の寂さびしいなーって気持ちを表してるんです」

「そんなこと、パネルのどこにも書いてないけど」

「書いてないけど察しろよってことですよ」

　以降、勝手な解かい釈しやくを交えながら絵画を巡めぐっていった。神谷は私が作った適当なストーリーにときどきツッコミを入れたり笑ったりして、少なくともつまらなそうではなかったことに安心した。せっかく観に来たんだから、楽しまなくてはもったいない。

「うわ、もうすぐ二時だよリホちゃん。けっこういたんだな」

　美術館を出るころには当然お腹なかが空いていた。駅からここに来るまでにレストランがいくつかあったので、そのひとつに私たちは入ることにした。

　席に案内されて座ると、私はそこでずっと神谷と手を繫いでいたことに気がついた。温ぬくもりが離れて逆に変な感じがして焦あせる。そもそもなんで手なんか繫いでたんだろう。

「奢おごるから何でも好きなの頼たのんでいいよ」

　気き恥はずかしさはその一言で吹ふっ飛んだ。

　やったね。がっつり食べますよ。

　今なら何でも入る気がする。私は上じよう機き嫌げんでエビフライとハンバーグのセットを注文した。

「リホちゃんってさ、ズレまくってるよな」

「は？　なんです？」

　注文した料理を食べていると、神谷が突とつ然ぜんわけの分からないことを言い出した。ズレてる。今日すでに何度も言われた台詞せりふだった。

「普ふ通つうさ、男の前だともっとお淑しとやかに食べない？」

「はぁ」

　お腹が空いていたせいか、私の食べっぷりは豪ごう快かいだった。がつがつとまではいかないけど、もりもり食べていたと思う。
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　だってここのハンバーグ美味おいしいんだもん。肉にく汁じゆうたっぷり、ソースは私の大好きなデミグラス。付け合わせのポテトサラダと一緒に食べるとたまらないんだ、これが。

「小鳥のようにちまちま食べろってことですか」

「そうは言ってないけどさ」

「お淑やかに食べてたら料理が冷めちゃいますよ。美味しいものは味わいつつどんどん食べるのが一番です」

「うん。俺もそう思うよ」

「ところで神谷さん、クリームコロッケとエビフライ、一個ずつ交こう換かんしませんか」

「いいよ」

　なんかもう諦めた、というふうに笑われたのが気になったけれど、熱々のクリームコロッケを目の前にしては、疑問は食しよく欲よくへと変わり、私の腹へと消えてしまった。
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　帰りの電車では熟じゆく睡すいしてしまった。目が覚めると隣となりに座る神谷に寄りかかっていて、非常に気まずい思いをした。

　寝ねている間に繫つながれた手は、家に着くまでそのままだった。

「そういえば水着、ありがとうございました」

　家の前まで送ってくれた神谷に別れを告げる前に、改めて水着のお礼を口にした。水着代まで出してもらった罪悪感があったから、今日の誘さそいを受けたようなものだ。

「プール行ったんでしょ？　写真とかないの？」

「ありますけど。見たいんですか」

「見たい。俺が贈おくった水着だもん」

「写真じゃなくても現物がありますから、今持ってきますよ」

「いやいや待って。誰だれが水着そのものを見たいって言ったよ」

「違ちがうんですか」

「分かってて言わないでよ、俺が選んだ水着を素す肌はだにつけたリホちゃん自身が見たいに決まってるでしょ」

　言い方がヤラしいんだよ。

　写真を見せるかどうかは保留にして、一応今日のお礼も言っておく。ランチも奢ってもらったし、電車代も出してくれた。そういえば、このひとと一緒にいてお金を使った記き憶おくが一度もないことに気がついた。

　慣れてるなあ。

　強ごう引いんだけど、気配り上手。これからはちょっとだけ尊敬しようかな。

「ねえ、またデートしようよ」

　と思っていたところに、神谷がおかしなことを言いだした。

「デート？」

「そうだよ」

「言いだしっぺが遅ち刻こくしてきて一言も謝らなかったこれがデート？」

「三十分くらい、いいじゃん」

　いやいやよくねえじゃん。

　オーケー、分かった、理解した、いっつもこうなんだな。相手待たせて当然なんだな。

　はぁ～っとそれはもうわざとらしく盛大に嫌いや味みを込めてため息をついた。

「神谷さんってズレてる。もうズレズレ」

「それはリホちゃんだろ」

「私、今日は時間前集合だったもんね！　三十分以上待たされて周りに『あの子スっぽかされてやんのププー！』って思われたんだよ。なのにちんたら歩いてきやがって謝れコラー！」

「十時って言ったら普通は十時過ぎのことだろ」

「そんなの聞いたことねえよ！　映画は前ぜん戯ぎといい神谷語録には碌ろくなのがねえな！」

「メールしてくれたらよかっただろ。来てるって分かってたら俺だって走ったっつーの」

「逆ギレ!?　ここで素す直なおに謝ったら少しはズレも直るのにほんと駄だ目めだな！　このズレ谷！」

「ズレ子に言われたくねえよ」

　拳こぶし？　拳いっちゃうかコレは。

　喧けん嘩か番長を兄に持つ私だ、やればできる。マグレでもいいから一発ヒットさせてやる。こいつのひん曲がった性しよう根ねに活を入れてやるのだ。

「こっちはまたデートしようって誘ってんのに、そっちこそいつまでもズレたこと言ってんじゃねえよ」

「っわ、」

　握にぎった拳を摑つかまれ強引に引き寄せられる。突然のことだったので踏ふん張ることができなかった。

　正面から神谷にぶつかり、痛む鼻を押さえて顔を上げた。神谷の顔が近い。

「リホ」

　背後で兄の声がした。神谷の動きがぴたりと止まった。

「家の前で騒さわいでんじゃねえ。早く入れ」

「う、うん」

　虫の居所が悪いのだろうか。ものすごくお怒いかりのご様子だったので、素直に従うことにした。

「神谷さん、それじゃあ」

　摑まれた手を取り戻もどそうとすると、わずかに抵てい抗こうされた。兄の舌打ちが聞こえる。

「神谷さんっ」

　離はなして。そう訴うつたえる前に、後ろから強い力で肩かたを引っ張られる。無む理り矢や理り家の中へ押し込められた私と入れ替かわるように兄が外に出て、玄げん関かんの扉とびらを閉めてしまった。

　数秒後、何かを打つ音がした。

　怖こわくなった私は早々に階段を上って部屋へと逃にげる。

　恐おそる恐る二階の窓から玄関を見下ろすと、そこにはもう誰の姿も見えなかった。
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「リホー！　てっめーこのやろお！」

　そのとき背後注意のイラストを閲えつ覧らんしていた私の動きは見事としか言いようがなかった。ショートカットキーを駆く使ししてパソコンの画面に新しいタブを開くと、何食わぬ顔で背後のドアを振ふり返った。

「ノックしてよ、カナ」

「私のアイス！」

「は？　私がアイス？」

「トボけんな！　私のアイス食べたでしょ!!」

「食べてないけど」

「食べかけのアイス持ったまま言ってんじゃないわよ!!」

　っち、バレたか。

　夏休みも後半に入り、もうすぐ九月。とはいえ夜はまだまだ暑い。風ふ呂ろ上がりに冷れい凍とう庫を開けたらバニラアイスが一本だけ残っていたので、迷わず封ふうを切ったのだ。

「別にいいじゃん、あんたが買ってきたわけじゃないんだし」

「ひとり二本ずつって決めたのリホじゃん！　私はまだ一本しか食べてなかったのに！」

「私はこれ入れて二本目だけど。……兄ちゃんが多めに食べたな」

　犯人はこの家の中にいるっ、と立てた指はカナによって容よう赦しやない方向へと曲げられてしまった。やめて！　お姉ちゃんになんてことするの！

「買ってきて」

「ああ？」

「私のアイス、買ってきてよ」

　お前は一体何様なのだ。殿との様さまだってアイスの一本くらい我が慢まんするぞ。

　しかしうちの妹様はどうにも我慢できなかったらしい。

「リホが食べたそれ、私が今日食べようと思ってたんだからね」

「だったら名前書いときなよ。それにもう八時回ってるし、どうしても食べたいんなら明日あした買ってきてあげる」

「やだっ、今食べたいの！」

「だったら一本多く食べた兄ちゃんに言ってよ」

「兄貴が私の言うこと聞いてくれるわけないじゃん！　食べたいー！　アイスー！」

　暑さのせいか、苛いら立だって駄だ々だっ子のようになった妹は手がつけられなかった。今度二ツ木少年に会ったら、この話を暴ばく露ろしてやるからな。
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　妹はどこまでも暴君だった。

　コンビニに行く私にアイスだけではなく雑誌とプリンも頼たのんだのである。これ完全にパシリじゃねーか。

　妹への恨うらみ節を小声で吐はき散らしながら、ひとり寂さびしく路地を歩いていた。両りよう脇わきの民家からは家族の団だん欒らんの声が聞こえてきて、妹にパシられた傷心の私を余計に惨みじめにさせた。

「おい」

「ぎゃ！」

　地面からちょっとだけ飛び上がった私が背後を振り返って見たものは、なんてことはない、家にいるはずの兄だった。

「驚おどろかさないでよ」

　抗こう議ぎの声は無視され、着ていたパーカーのフードを引っ張られた。無理矢理歩かされる格好となった私は、しばらくよたよたとふらついた。

「どっか行くの？」

「……コンビニだろ」

「私はね。兄ちゃんは？　夜遊び？　ほどほどにな！」

　なぜか兄の口元がぴくぴくと震ふるえだした。なんだどうしたんだ一体。

　怪け訝げんに思った私は、高い位置にある兄の顔をじろじろと見上げた。それにしてもカナといい兄といい、私以外の兄きよう妹だいは背が高い。兄はまだいいが、かつては未熟児として生まれた妹のカナよりも、姉である私のほうが背が低いってどういうことだ。

　いかにして身長を伸のばすかを考えはじめた私は、またもやフードを引っ張られてしまった。

「なに！　乱暴にしないでよ」

「ぼけっと歩くな。コンビニ行くんだろ」

「そうだけど。兄ちゃんは？」

「俺もそこに用事があるから、い、一いつ緒しよに行ってやるっ！」

「別にひとりで行けるけど」

　またもや兄が無言でぴくぴくしだしたので、一緒にコンビニに行ったほうがいいような気がした私は大人しく歩くことにした。

　目的のコンビニは、家から徒歩で十分ほどのところにある。住宅街を抜ぬけて大通りにあるコンビニに行くまでの間、遅おそい時間帯なのもあってか人通りは少なかった。しかしたまにすれ違ちがった何人かはひとりの例外もなく私たちを凝ぎよう視しして、それから慌あわてて視線を逸そらしていく。

「ちょっと兄ちゃん」

「なんだよ」

　道路のど真ん中で、私は立ち止まった。怪訝そうに見下ろしてくる兄を睨にらみつけると、ずっと摑まれていたフードを振りほどく。

「足の長さが違うの分かってる？　私、引きずられてるみたいになってたんだけど！」

　みたいというか、実際に引きずられていた私は、人相の悪い男に無理矢理連れて行かれる憐あわれな少女にしか見えなかったことだろう。

「神谷さんといい、兄ちゃんといい、レディの扱あつかいがなってないよ」

「あのバカの話はするんじゃねえ」

　神谷の名前を出した途と端たん、兄の機き嫌げんが一気に悪いほうへと傾かたむいてしまった。以降、ずっと黙だまったまま一言も喋しやべらない。ただ先ほどとは違い、私の隣となりを歩ほ幅はばを合わせて無言でついてくる。

　やがて住宅街の中にある公民館が見えてきた。その隣は公園になっていて、中を突つっ切っていけばコンビニがある大通りはすぐそこだ。

　公園の入り口にさしかかると、犬の鳴き声がした。街灯の下に人ひと影かげを見つけた私は、次にはもう走り出していた。

「おい、リホっ」

　ずっと喋らなかった兄の声を背中で聞きながら公園に入る。ブランコの柵さくに座って走り回る犬を見守っていた男の子が、足音に気がついて顔を上げた。

「やっぱりモリ君だ。こんばんは」

　公園の街灯に照らされた大きなシルエットには見覚えがあった。案の定、そこにいたのはモリ君こと、雨あま宮みや森しんだった。

「いつもこの公園で犬の散歩してるの？」

「だいたいここか、河原のほうに行ってる。吉村はこんな時間に何してるんだ？」

「私はコンビニに行くところ。あ、この子が前言ってた柴しば犬いぬ？」

　突とつ然ぜんやってきた私を警けい戒かいしていた柴犬は、モリ君が声を掛かけるとあっさりと寄ってきた。忠犬よろしく彼の足元に座った柴犬を微笑ほほえましく見つめながら、そっと話題を切り出した。

「……お兄さん、元気にしてる？」

「ああ。学校に行きだしてからは、前より喋るようにはなった」

「そっか」

　彼のお兄さんを拉ら致ち同然で強引に学校に連れて行った男の妹としては、今後の様子も気になるところだ。でも他所よその家のことに首を突っ込むのは行ぎよう儀ぎが悪いし、どうしたものか。

「吉村さんには、今度また改めてお礼を言いに行こうと思ってるんだ」

　不思議なことに、彼はうちの兄に感謝していた。ずっと登校拒きよ否ひしていたお兄さんを、一番行きたくないであろう場所にいきなり放り込む兄の神経が私には理解できないんだが、彼はむしろ好意的に捉とらえているらしい。

「そういえばさ、ワイ、ワイなんとかって犬もいるの？」

「ワイマラナー。そっちは向こうに」

　ぎゃああああああ。

　モリ君の台詞せりふを遮さえぎるようにして、断だん末まつ魔まの叫さけびが公園に響ひびき渡わたった。

「……今のがワイマラナーの鳴き声？　なんか人間みたいだね」

「今のは兄貴の声だ！」

　立ち上がったモリ君は、叫び声のしたほうへと全速力で走っていった。突然のことに驚いたのは私も柴犬も一緒だった。呆ぼう然ぜんと彼を見送り、慌てて私たちも後を追った。

　公園はそれほど広くはなかったが、隣りん接せつするグラウンドがあって、モリ君のお兄さんはそちらのほうにいたようだ。息を切らしながら彼らのいる場所まで辿たどりついた私は、柴犬とじゃれつくもう一匹ぴきの犬を見つけた。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

「兄貴、落ち着け」

「お願いだから殴なぐらないで吉村君！」

「誰だれも殴ろうとしてねえだろ。それともマジで殴ってやろうか、ああ？」

「ひいいいいいいい」

　これがワイマラナーかあ。大きいなあ。格好良いなあ。お、寄ってくる。けっこう人ひと懐なつこいぞ。

「吉村！　こっちに来てくれ！」

　やっぱり行かなきゃ駄だ目めか。ワンコたちに別れを告げ、モリ君の元へと渋しぶ々しぶ行った私は自然とため息をついていた。

「兄ちゃん、怖こわがってるよ。威い嚇かくするのはやめてあげなよ」

「こっちは何もしてねえのに向こうが勝手にビビってんだよ」

　モリ君のお兄さんは、地面に座り込んでガタガタと震えていた。その怖がり方は尋じん常じようじゃなくて、モリ君がしゃがみこんで彼を宥なだめている。

「俺の顔見た途端、悲鳴上げて逃にげてったんだよ。だから追いかけて蹴けりを入れてやったまでだ」

「暴力振ふるってんじゃん！」

　なに挨あい拶さつ代わりに暴力を行使してんだこの人は。

　モリ君兄が怯おびえるのも無理はない。彼は弟であるモリ君と違って背が低く、見るからに貧弱そうな体つきをしていた。荒あら事ごとにはまったく縁えんがなさそうで、言われなければモリ君の弟だと思っていたかもしれない。

　彼に対して急に親近感を覚えた私は、兄を引っ張っていき率そつ先せんして謝った。

「ほら、兄ちゃんも謝りなよ」

「なんで俺が謝らねえといけねえんだよ」

「無む抵てい抗こうの人間を蹴ったんでしょ？　普ふ通つうは謝るでしょ？　それとも謝らないの？　兄ちゃんってそんな人だったの？」

　かなりの沈ちん黙もくがあった。やがて兄は地を這はうような声で「わるかったな」とまったくの棒読みで言った。モリ君兄が余計に怖がっていたがまあいいか。

「兄貴、しっかりしろよ」

「だ、だって、」

「吉村さんは悪い人じゃない。学校にだって連れて行ってくれただろ」

「そうですよ、お兄さん。うちの兄は怖いけどそんなに悪い人間じゃありません。ただちょっと暴力的なだけなんです」

「ぼ、暴力的、」

「吉村、ちょっとでいいから静かにしててくれないか」

　怒おこられちった。

　モリ君兄が落ち着くまで、私はワンコたちと戯たわむれることにした。柴犬は少し警けい戒かい心しんが強くてなかなか撫なでさせてもらえなかったが、ワイマラナーのほうは触さわっても嫌いやがらなかった。

　これまでに犬や猫ねこの動物を家で飼ったことはない。せいぜいが田舎いなかに帰ったときに捕つかまえたカブトムシやコオロギくらいで、彼らはあまりにも短すぎる命を散らしていった。コオロギにいたっては共食いを始めて私の心に深い傷を残していったくらいだ。

　動物とはほとんど触ふれ合わないまま育ったので、怖くて自分から触りにいくことはあまりない。でもこうも人懐こいとだんだんと嬉うれしくなってきて、積極的に撫で繰くり回してやった。

　傍そばでは兄がじっと私を見ているだけだった。あまりにも見てくるから、てっきり自分も犬を触りたいんだと思って勧すすめてみたのだが。

「兄ちゃん。兄ちゃんも触ってみなよ、可愛かわいいよ」

「毛がつくから嫌だ」

「なに繊せん細さいなこと言ってんだよ」

　たしかに服はすでに毛だらけだが後こう悔かいはしていない。

　私という人間に飽あきたのか、ワンコたちは雨宮兄弟のもとへと寄り添そった。自分の体を抱だきしめて縮こまるモリ君のお兄さんの顔を、彼らはしきりに舐なめていた。

「おい、雨宮」

　ふたりが同時に顔を上げた。すぐに視線を逸そらしたのはお兄さんで、モリ君が庇かばうように前に出た。

「弟は引っ込んでろ。おい、レン」

「ぼ、僕の、名前、」

「知ってちゃ悪いか」

　意外だった。

　兄は他人の顔と名前を本当に覚えられない人間なので、誰かを認にん識しきして名前を呼ぶというのは非常に稀まれな瞬しゆん間かんだった。

「そうやって弱いままでいるってのは、楽だよな」

　けれど続けて言った言葉は辛しん辣らつだった。案の定、お兄さんは泣きそうになった顔を伏ふせて、よりいっそう身を小さくさせた。

「弟が、自分の犠ぎ牲せいになってる気分はどうだよ」

「兄ちゃんっ」

　やめさせようと服を引っ張ると、口を塞ふさがれてしまった。兄の手は大きい。おいこら、鼻まで塞ぐな。

「なあ、教えてくれよ。お前、この先もずっと弟に自分の面めん倒どう見させるつもりなんだろ？　それってどういう気分なんだ？」

　暴れる私を押さえ込みながら、兄はなおも心を抉えぐるような台詞を吐はき続けた。モリ君が怒いかりを露あらわにして近づいてきたが、兄と目が合った瞬間、ハっとした表情を浮うかべて動きを止めた。

「ここまで言われて黙だまってるしかないんなら、もう学校に来んな」

「……よ、吉村君がっ、無む理り矢や理り、連れてったんだろ、」

「ああ、悪かったな。でも、もういい。お前はどうしようもねえやつだってのはよく分かった」

　心底見下げ果てたと言わんばかりに、兄は告げた。

「お前はもう、手て遅おくれだ」

　この言葉が引き金だった。

「なんだよ！　なんなんだよ！」

　モリ君のお兄さんが、泣きながら兄に摑つかみかかってくる。

　涙なみだと鼻水を撒まき散らしながら、上げた声は悲鳴によく似ていた。

「吉村君には分からないよっ、万引きだって、したくてしたんじゃない！」

「だから許されるって？　したくなかったから、弟に迷めい惑わく掛かけてもいいってことかよ」

「違ちがう！」

「違わねえよ。あいつがどんな覚かく悟ごで俺に喧けん嘩か売ってきたか、お前、全然知らねえだろ」

　直後に、兄が拳こぶしを振り上げる。思わず目を瞑つぶった私の耳に、ぺちっ、と間ま抜ぬけな音が聞こえた。本気じゃないことはすぐに分かった。

　モリ君のお兄さんは尻しり餅もちをつくと、頰ほおを押さえながら呆ぼう然ぜんとした表情で兄を見上げていた。「早く立て」兄は無情にも言った。

「手は抜ぬいてやるから、あと十発殴らせろ。お前の弟は本気でそれくらい殴られても、立ってたんだぞ」

　私はこのとき、立ってほしいと思った。立って、殴られてほしいと。

　モリ君が味わった痛みを少しでも知ってほしいと思うのは、傲ごう慢まんなのだろうか。

　だって彼は、あの日、泣いていたから。自分のためじゃない。お兄さんのために、涙を零こぼしたことを知ってほしい。

　長いような短いような時間が流れる。お兄さんはいつまでたっても動かない。私が諦あきらめかけたそのときだった。

「……ごめん」

　弟の名前を呼びながら、顔を拭ぬぐう。

　そして、立ち上がった彼は、きっちり十発殴られた。
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「荒あら療りよう治じにもほどがあるよ！」

　雨宮兄弟と別れ、コンビニで買い物を済ませた私たちは帰路についていた。歩きながら、私の愚ぐ痴ちは止まらない。結果オーライといえばそうだけど、ちょっと間ま違ちがっていたらお兄さんの心は今度こそポッキリ折れていたのかもしれないのだ。

「モリ君のお兄さん、余計に自信を失くしてたかもしれないんだよ」

「そんときゃ分かるまでタコ殴なぐりにしてやる」

「だからなんでそんなに荒っぽいんだよ！」

　繰り出したパンチは易やす々やすと受け止められてしまった。ちくしょう、今度キタちゃんに頼たのんで絶対に当たるパンチを教えてもらおう。

　しばらくシャドウボクシングに勤いそしんでいた私は、はたと動きを止めて兄を見た。

「……分かるまでってことは、これからも面倒を見てやるってことだよね」

「はぁあ？」

「だってそうじゃん。名前を覚えてるくらいだもんね」

　もしかしたら河原での喧嘩からずっと、兄は兄なりに彼のことを気にかけていたのかもしれない。

　だとすると無理矢理に登校させた理由にも説明がつく。興味がないと口では言うけれど、私が思う以上に兄は思いやりのある人間だったのだ。神谷から聞かされる兄の武勇伝という名の悪い噂うわさを信じ込まされていた私は、これからはもっと自分の目で兄を判断しようと思った。

「なに勘かん違ちがいしてんだ、バァカ」

「図星だったからって照れないでよ」

「ちが、ばっ、さ、さわるな、」

　わき腹をつんつん突つつくと兄は大げさなくらい動どう揺ようして飛びのいた。なんだ、ここが弱いのか。

　しつこくわき腹を狙ねらう私の手を押さえつけ、リホ、と兄が呼んだ。その声があまりにも真しん剣けん味みを帯びていたので、私はちょっかいをやめて兄を見上げた。

「お前こそ、怖こわくなかったのか」

「まあ、ヒヤヒヤはしたけど」

「そうじゃない。俺が、怖くなかったのかって訊きいてんだ」

　雨宮兄弟の前では決して見せなかった不安げな表情を浮かべる兄に、私は首を傾かしげてみせた。

「怖いわけないじゃん。何年兄きよう妹だいやってると思ってんの？」

　今さら何言ってんだか。呆あきれて返すが、兄はあまり信じていないようだった。

「それに小さいころは私も兄ちゃんとしょっちゅう喧嘩してたじゃん。覚えてない？　兄ちゃんにぶっ飛ばされて網あみ戸ど破って庭まで転げ落ちたの」

「あ、あれはガキのころの話だろ！」

　ちなみに怒り狂くるった父にぶっ飛ばされて、兄も網戸を突き破り兄妹仲良く庭に転がった。庭に並べてあったアロエが突き刺ささって痛かったのを覚えている。

「本当は、お前の前でああいうことはしたくねえんだよ」

　兄の指が、頰に触ふれた。

　眉み間けんに皺しわがない顔も、ちゃんとできるんだ。

　無言で触れてくる兄の目が優やさしく細められたそのとき、どすっという鈍にぶい音とともに兄の巨きよ体たいが真横に吹ふっ飛んでいった。

「おっせーし！　コンビニ行くのにどんだけ時間かけてんのよ！」

　兄がいた場所には自転車に跨またがったカナがいた。犯人はまぎれもなくこいつだ。

「カ、カナ、あんた、自転車で突っ込んでくるなんてどういうつもりだ」

「助けてやったんじゃん」

　さっきの絶対ブレーキかけてなかっただろ。これって立派な交通事故ではないのか。

　さすがの兄も無事では済むまい。し、死んだか……と恐おそる恐る吹っ飛ばされていった先を見ると、元々怖い顔を怒りでさらに怖くさせた兄が無傷で立っていた。

「に、兄ちゃん、一応訊くけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だって。リホ、早く帰るよ」

　兄はものすごい形相でカナを睨にらんでいたが、頰をぴくぴくと痙けい攣れんさせるだけで何も言わずに自宅のある方向へと歩いていった。どこかを痛めた様子すらない歩き方に、安心よりも驚きよう愕がくが勝まさる。あれは本当に人間なのか。

「リホ、あんたもっと気をつけたほうがいいよ」

「気をつけんのはそっちだろうが！　ひと轢ひいといて何言ってんだ！」

「ところでリホ、私のアイスとプリンと雑誌は？」
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「あ、忘れてた」

　直後に、妹の自転車に轢かれかけた私の悲鳴が住宅街を震ふるわせた。
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「おねーちゃんたち、いらっしゃい！」

　夏の炎えん天てん下かに、ふたりの天使が舞まい降りた。

「むぎちゃあるよー！」

「けーきもあるの……」

　うぉおおお可愛かわえぇえええ。

　なにこれ、私とキタちゃんとでひとりずつ連れて帰っていいってこと？　麦茶とケーキをいただいたら、手て土産みやげにこの子たちをうちの子にしちゃってもいいと、そういうことなのか、五味。

「先せん輩ぱいたちっ、なに連れて帰ろうとしてるんですか！」

　手を繫つないできた男の子と一いつ緒しよに帰ろうとした私を止めたのは、家の中から飛び出してきた五味だった。ちなみにキタちゃんは大人しそうな女の子を抱だきかかえて、こちらもまた連れ帰ろうとしていた。

「五味、お前の気持ちはちゃんと受け取ったからな」

「北川家の次女として大切に育てるから安心して」

「なに言ってんですか！　弟も妹も渡わたしません！」

　ほらおいで～、と五味が呼びかけるも、小さな天使たちはきょとんとした顔で五味を見上げるだけだった。

「あんまり懐なつかれてないな」

「そっ、そんなことありませんよっ！　タクっ、ハルっ、お兄ちゃんのところにおいで！」

「むぎちゃー」

「お兄ちゃんは麦茶じゃないっ」

　五味家の兄弟漫まん才ざいはそのあたりにして、そろそろ家の中に入れてくれないだろうか。早く宿題に取り掛かからないと、夏休みが終わってしまうぞ。
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　後こう輩はいからＳＯＳの電話がかかってきたのは今朝けさのことだった。夏休みも残すところあと数日。でかける用事もなく、昼すぎまで寝ねるつもりでいた私を叩たたき起こしたのが五味だった。

『宿題が終わらないっスー！』

　寝ね起おきで機き嫌げんの悪かった私は無言で通話を切った。タオルケットをかけなおして二に度ど寝ねすること数分後。再び鳴り出した携けい帯たいを耳を押さえて無視していたが、諦あきらめる様子を見せないので渋しぶ々しぶ出てやった。

「今まで何やってたんだ」

『だって、まだ大丈夫かなーって思ってて』

「その台詞せりふ、絶対小学生のときから言ってるだろ」

　明日あしたやれば大丈夫だと思って放置していたら夏休みが終わっていた。よくあるパターンだ。

『リホ先輩、お願いっス！　手伝ってください！』

「宿題は自分でやるもんだろ。諦めろ。できませんでしたと先生に言って潔いさぎよく怒おこられてこい」

『無理言わないでください！　顧こ問もんにバレたら、レギュラー外されちゃう！』

「お前さー、今年でもう何回レギュラー落ちの危機に晒さらされてんだよ」

　中間テスト、期末テスト、そして夏休みの宿題。まさかこの流れを来年も繰くり返すつもりじゃないだろうな。

『来年はしっかりやりますからぁあああ』

「泣く暇ひまがあるなら宿題やれ」

　今度は電源を切って、ベッドにもぐりこんだ。私も宿題は全部終わってないが、英語の小冊子が残り半分くらい。五味とは違ちがって余よ裕ゆうがある。

　静かな眠ねむりの中を漂ただよっていられたのは、わずかな時間だけだった。体を揺ゆさぶられて嫌いや々いや目をあけると、妹が顔を覗のぞき込んでいた。

「あんたの後輩ってヤツが家の前にいるんだけど」

「はぁあ？」

　まさかと思って二階の窓から玄げん関かんを見下ろすと、満面の笑えみを浮かべた五味と目が合った。ぶんぶん手を振ふって存在をアピールする後輩の姿に啞あ然ぜんとしてしまう。窓ガラス越ごしでもよく聞こえるくらいの声量で名前を呼んでくるので、慌あわてて人差し指を立てて黙だまらせた。

「あ、兄貴が出てきた。リホ、行ってあげたほうがよくない？」

　眼下では兄に胸むな元もとを締しめ上げられている五味がいた。あの強こわ面もてに脅おどされてもへらへら笑っていられる後輩がむしろ怖こわい。お前はどんだけ肝きもが据すわってるんだ。

　結局、直接家まで来られて懇こん願がんされては折れるしかなかった。ついでにキタちゃんも巻き込み、現在は五味の自宅にお邪じや魔ましている。

　部屋に入ってさっそく見せられたのは、白紙のプリントと手のつけてない問題集。

　腕うで組ぐみをしたキタちゃんから、冷気が立ち上った。

「ほとんどやってないじゃない」

「ごめんなさいー！」

　五味が勢いよく土下座した。

　伏ふせた頭をキタちゃんが片手でわし摑づかみにし、容よう赦しやない力を加えながら説教を開始した。こっちの頭も痛くなってくるような光景だった。

「うっ、うっ、キタ先輩がこわいようっ、弟と妹を見せれば怒られないと思ったのにい」

　幼い弟きよう妹だいたちのお出で迎むかえは作戦だったらしい。たしかに萌もえ萌えしたけど、それとこの手付かずの宿題とはまったくの別問題だぞ。

「いいからさっさと宿題に取り掛かる！」

　やはりキタちゃんを連れてきて正解だった。一いつ喝かつされた五味はそそくさと問題集を広げ、宿題をやりはじめた。

　涙なみだ目めで問題を解く五味を横目に、私も持参した英語の問題集をやることにした。ちなみにキタちゃんはすでに宿題を終わらせているという。さすがだ。

　苦手な長文問題に頭を悩なやませていると、インターホンが鳴った。出迎えるおばさんの声と、ドアの閉まる音。階段を誰だれかが上ってくる。

「五味っ、よそ見しない！」

「はいっス！」

　急にソワソワしだした五味を訝いぶかしんでいると、背後のドアが開き、聞き覚えのある声がした。

「お邪魔しまーす」

「サコ先輩！　遅おそい！」

　五味はシャーペンを放ほうり出すと、部屋に入ってきた岩迫君に飛びついた。私とキタちゃんは驚おどろきと疑問で同じ表情を浮うかべ、後輩にじゃれつかれている彼を見上げた。

「お前ん家ちは初めてだし、道に迷っちゃって」

「俺、めっちゃくちゃ叱しかられたんですからね！　ふたりいたらキタ先輩の怒いかりも分散すると思ったのに、とんだ誤算っスよ！」

　お前は策を弄ろうする暇があるなら宿題をやれよ！　結局、どの作戦もスベってんじゃねえか。

　岩迫君が加わり、これでテスト勉強のときのメンバーが集結したことになる。同時に、嫌いやな予感がした。

「岩迫君。宿題はどれくらい残ってるの？」

　キタちゃんの冷気再びである。コラ、五味、逃にげるな。お前ももう一回怒られとけ。

　手付かずの宿題を見せた岩迫君を、案の定、キタちゃんの怒ど号ごうが襲おそった。
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　今日の夕暮れはやけに赤い。数時間ぶりに外に出ると、うんと背せ伸のびをして体をほぐす。

「うちの息子むすこが迷めい惑わくをかけて、本当にごめんなさいね」

　玄げん関かん先さきではおばさんがひたすら謝っていた。お土産にクッキーまで渡されてしまい、こちらが恐きよう縮しゆくしてしまった。

「貴たか志し、残りは自分でやるのよ。まったく、先輩にまで迷惑掛かけるなんて、母さん恥はずかしいわ」

「うるさいなあっ、分かってるよ！」

　ため息をつくおばさんの足元には、幼い弟と妹がまとわりついている。ふたりに「にーたんはずかしー」と言われて、五味はへこんでいた。

　笑って見ていた私は、居い心地ごこち悪そうに身じろぎする岩迫君と目が合った。五味と同じような立場にいた彼は、笑うに笑えなかったのだろう。弱りきった顔で見つめ返してきた。

「キタ先せん輩ぱい、家まで送っていくっスよ」

「私のほうが強いのに送っていく意味ってあるの？」

　それでも一応はキタちゃんを五味が送っていくこととなり、私のことは岩迫君が家まで送ってくれることになった。見えなくなるまで五味の弟たちが手を振ってくれて、宿題で疲つかれた心が大いに癒いやされた。

　大通りでキタちゃんたちと別れ、岩迫君と並んで歩き出す。十歩と歩かぬうちに、彼は立ち止まると言った。

「ごめん！」

「いきなり!?」

　五味家ではひたすら大人しかった岩迫君が、突とつ然ぜん、土下座せん勢いで謝ってきた。きっとキタちゃんの姿が見えなくなったからだな。

「やろうと思ってた！　やろうと思ってたんだよ！」

「落ちついて岩迫君。五味と同じこと言ってるよ」

　彼の宿題の残量は後輩ほどひどくはなかったが、キタちゃんを怒らせるには十分な量が残っていた。それが今日でどうにか目め処どが立ったので、謝罪する声にもどこか張りがある。

　私も無事すべての宿題が終わったし、あとは残りの夏休みを満まん喫きつするだけだ。満喫といっても、部屋でアニメを観みたり漫まん画がを描かいて過ごすのだろうけど。

「もうすぐ夏休みが終わっちゃうね」

「うん。始まったばかりのときは、まだ一ヶ月以上もあるって思ってたのに、あっという間だったよな」

　陽ひが落ちるのが早くなったし、蟬せみの鳴き声も少なくなってきた。秋の気配はまだしないけれど、夏が終わる気配はひしひしと感じた。

「休み明けには実力テストだよ、岩迫君」

「実力で受けるから大だい丈じよう夫ぶ！」

　なにが大丈夫なのかは甚はなはだ疑問だったが、実力テストは成績には響ひびかないし、ある意味自分の馬ば鹿かさ加減がよく分かるので、私も特に勉強をしないで受けるつもりである。

　まだ二年生だし、焦あせることはない。来年は受験という事実には蓋ふたをして、次にはもうテストとは関係のない話題を振っていた。

　家から一番近い信号に差し掛かかったとき、それは起こった。

「あーいたいた」

　赤信号で立ち止まっていると、後ろから強い力で無む理り矢や理りに振り向かされた。相手は高校生くらいの見知らぬ男子で、私の肩かたを摑んだまま携けい帯たいを操作していた。

「あの、誰ですか？」

　最初はひと違ちがいをしているんだろうと思っていた。一いつ緒しよにいた岩迫君もびっくりはしていたけれど、それほど警けい戒かいはしていないようだった。もちろん私も。

　でも男の子の言い放った台詞せりふで、ひと違いではないことを知った。

「吉村の妹、家の近くで見つけたぜ」

　携帯を耳に当てながらまるで自じ慢まんするように話す彼を、ぎょっと見つめ返す。慌てて距きよ離りをとろうとすると、今度は腕を乱暴に摑まれた。痛いっ。思わずもらした声を聞いて、岩迫君が割って入ってくれた。

「なんだよお前！」

「あ？　おめーこそ誰だよ。……あーこっちの話。なんか妹と一緒に野や郎ろうがいんだけど、どうする？」

「誰と話してんだよ！　吉村を離はなせ！」

　岩迫君に手を払はらいのけられ、相手はわずかによろめいた。舌打ちの直後、なぜかにやりと笑ったのを見てしまい、鳥とり肌はだが立つ。

　とにかく逃げなきゃ。家はすぐそこだから、走れば五分とかからない。

「ダッセー、お前なにやられてんの？」

　笑った理由はすぐに分かった。仲間がいたのだ。

　同じ年とし頃ごろの三人が、ニヤニヤ笑って近づいてくる。囲まれたら逃げられない。すばやく周囲を見み渡わたすと、人通りは普ふ通つうにあった。だから大声を出せばきっと。

「オトモダチは大人しくついてきてくれるってよ」

　携帯で話していたひとりが言った。オトモダチ。浮かんだのは、キタちゃんと五味の顔だった。

　いや、噓うそだ。どうせ適当なことを言っているんだ。

　懐かい疑ぎ的な視線に気がついたのか、携帯を持った男の子が片方の口元を吊つり上げた。

「キタ先輩と、五味、だろ？」

　表現のしようがない感覚が、喉のどの奥から迫せり上がってきた。カっとなるというのは、このことだったのかもしれない。

「お前まえぇ!!」

　叫さけびながら無我夢中で目の前の体に飛び掛かかっていた。相手はまさか向かってくるとは思わず、反応が一いつ瞬しゆん遅おくれる。後ろの壁かべに叩たたきつけたあと、拳こぶしを振ふり上げた。

　そういえば私、ひとを殴なぐったことがない。

　動きが止まる。私が見せた戸と惑まどいを、相手は見み逃のがさなかった。

「吉村！」

　後ろから三つ編みを思いっきり引っ張られる。尋じん常じようではない雰ふん囲い気きに、通行人が足を止めた。

「なに見てんだよ！」

　しかし恫どう喝かつされると、すぐに顔を背そむけ小走りに逃げ去っていった。視界の端はしに、両側から体の動きを封ふうじられた岩迫君が見える。なんで。どうして誰だれも助けてくれないんだよ。

「お前、ほんとダセェな。なにこんなチビに負けてんだよ」

「るせえよ！　クソっ、調子に乗りやがって」

「さすが吉村の妹。大人しそうな顔してけっこー凶きよう暴ぼうじゃん」

　ぐいぐい上に髪かみを引っ張られ、痛みと悔くやしさで涙なみだが浮うかんだ。こいつら絶対に許さない。

「暴れんな。オトモダチがどうなっても知らねえぞ」

　安っぽい悪役みたいな台詞を、きっとキタちゃんにも言ったに違いない。

　こいつらの言っていることが本当なら、彼女は私のために大人しく捕つかまったんだ。人ひと質じちがあるように思わせて、抵てい抗こうできなくさせたんだ。

「早いとこ連れていこうぜ。村むら瀬せさんが待ってる」

　四人は私と岩迫君を取り囲むようにして歩き出した。すぐに人ひと気けのない路地に入ると、一体どこへと行くのか、しきりに時間を気にしながら早足となった。

　どうしてという疑問よりも、情けなさで頭がいっぱいになる。

　人通りのある場所から相手を無理に連れて行くには騒さわがれると困る。私を大人しくさせて言うことを聞かせるために、キタちゃんと五味は利用された。一緒にいた岩迫君まで、私は巻き込んでしまった。

　もうすぐ夏休みが終わるのに。学校が始まって、幸子部長も登校してくる。漫まん研けんの部室で、皆みんなが揃そろう。それなのに。

　楽しかった時間が、今はなんて遠いのだろう。
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　連れて行かれた先は、廃はい校こうになった高校だった。

　しっかりと閉じられた正門からどうやって入るのかと見ていたら、なんてことはない、連中は門の近くにあった植え込みを足場にして軽々と敷しき地ち内に入ってしまった。

「お前らも行け」

　追い立てられるように背中を押され、私と岩迫君は塀へいを乗り越こえた。

　三年ほど前に廃校になったと聞いていたが、内部に荒あれた様子は見られなかった。夏休み中で生徒がいない学校みたいで、ここを溜たまり場にするとは頭が良いなと思ってしまう。

　校舎を通り抜ぬけ、渡わたり廊ろう下かを歩く。窓ガラスひとつ割られていないのが不思議だった。今どきの不良は割って回るものだと思っていたが、どうも違うらしい。

「遅おそくなっちまった。村瀬さん、怒おこってるかな？」

　携帯の時刻を見て、ひとりが不安そうに言った。

　村瀬という名前の男に、聞き覚えはなかった。兄と派手に喧けん嘩かをした誰かのことは、ときどき耳に入ってくる。でもその中に、村瀬、という名前はなかったはずだ。今まで兄と正面からやりあったことのない相手。つまりはこういう卑ひ怯きような手段をとる人間が、村瀬なのだ。

　古びた体育館が見えてきた。廃校になったというのに、ぼんやりとした照明がついている。鉄の扉とびらを押し開けると、中は薄うす暗ぐらかったが、相手の顔を見分けるのに苦労するほどではなかった。

「おっそーい！」

　甲かん高だかい声はあまりにも場ば違ちがいだった。自分が見たものに、目を疑ってしまう。男だらけの体育館の中に、ひとりだけ女の子がいた。

　ショートパンツにパーカーのラフな格好。派手めの化け粧しようをしたどこにでもいるような女の子が、土足のままツカツカとこちらに向かって歩いてくる。

「すいませんっ、あのっ、急いだんですけど、」

　ひとりが謝ると、残りすべても平身低頭、見るからに怯おびえだした。

「私、待たされるのって大だいっ嫌きらいなのよね」

　一段低くなった声にぞっとして、知らず唾つばを飲み込んでいた。彼女の視線がゆっくりとこちらに向けられる。

「キャーやだ可愛かわいい！」

　まっすぐこちらに走ってくる彼女に、目を瞑つぶって身を固くした。しかし彼女は一直線に岩迫君の元へと駆かけ寄ると、至近距きよ離りで顔を観察しはじめた。……すいません、私のことだと思いました。可愛くないですよね、ハイ。

「君、名前は？　歳としは？　やっばい、超ちよう可愛いんですけど」

「さ、触さわらないでくださいっ」

　顔を指でべたべたと触られ、岩迫君が涙目になっていた。ますます可愛いと叫ばれ、スキンシップが激しくなる。彼も抵抗していたけど、相手が女子だからあまり乱暴にできないようだった。

「あの、嫌いやがってるのでやめてあげてください」

「あ？　誰だこのブス」

　このひと、同性には厳しいタイプだな。絶対そうだ。

「こいつが吉村翔しよう太たの妹です」

「はぁあ？　このブスが？　マジで？」

　今度はこっちが観察される番となる。遠えん慮りよのない値ね踏ぶみするような視線が恐おそろしかった。顔のパーツを見るたびに、フン、と鼻で笑われるのが辛つらい。

　うるっせーよ、そっちこそスッピン見せてみろや。とは言えなかった。言えるはずがなかった。

「全然似てない」

　彼女はそれが不満だったらしい。これがカナだったら、似ていると納なつ得とくしていたのだろうか。いや、その前に間ま違ちがいなく摑つかみあいのキャットファイトになっている。

「で、ショータ君は？　来るって？」

「たぶん、」

「たぶん!?」

「すい、すいませっ、でも連れん絡らく取ったけど、すぐに切れて」

「言い訳すんな！」

　仲間の男をげしげしと蹴けりまくった彼女は、一転、まあいいわ、と笑え顔がおを見せた。ころころと感情を変えてみせる彼女に、恐きよう怖ふにも似た得体の知れなさを感じた。

　目的はやはり兄だった。でもどうして。モリ君のときと同じ復ふく讐しゆう？

　けれど恨うらみがあったとしても、兄の名前をあんなにも甘く呼ぶだろうか。

「あのっ」

「なによ」

「キタちゃんと五味は、私の友達はどこですか」

「ああ、あのデカ女と五味君ね。そう、五味君。フフっ」

　なにを思い出したのか、彼女はクスクスと笑い出した。岩迫君に大きな反応を見せていたから、五味の顔もさぞや好物だったのだろう。何もされていないといいが。

「いいわよ、会わせてあげる。私は優やさしいもの。ねえ誰だれか、あのふたりを連れてきて」

「はい、村瀬さん」

　もしやと思っていたが、改めて驚おどろいてしまう。

　自分よりも体格のいい男たちを下僕のように扱あつかう彼女こそが、リーダーの村瀬だった。

　　　　[image: ]

　陽ひは完全に落ちたのだろうか。

　体育館の正面の壁かべにかけられた時計は、おそらくとうの昔に時間を止めているのだろう。見けん当とう違ちがいの時間をさして、動く気配を見せなかった。

　時計は動かないのに、照明が生きているのが不思議だった。先ほどよりも明るくなった体育館は、締しめ切った扉のせいで蒸むし暑い。

　村瀬さんがパイプ椅い子すに座りながら、床ゆかに座る私を見み下おろすのではなく、見み下くだしてくる。その横には同じくパイプ椅子に座らされた岩迫君が、さきほどから根ね掘ほり葉は掘ほり個人情報を聞き出されていた。さらに後ろを取り巻くのは手下の男たちだ。うちわを使って女王様に風を送っている。

「リホ！」

　体育館に響ひびいた親友の声に、はっと顔を上げた。入り口にキタちゃんたちが立っている。

「五味くーん！」

　高い声を上げたのは、もちろん村瀬さんだった。名前を呼ばれた五味はうげっと顔を顰しかめ、キタちゃんの背中に隠かくれてしまった。

「恥はずかしがっちゃって可愛いんだから。あ、私の隣となりに座って！　おい椅子くらい用意しろよっ、気がきかねえな」

　慌あわてて手下たちが椅子を調達してくる。ほんとなんでここまで言われて従っているのか、理解に苦しむ。

「ふたりとも大だい丈じよう夫ぶ？　何もされてない？」

「私たちは大丈夫よ。それよりあんたは？　無む謀ぼうなことはしてないでしょうね」

　最初にキレて手下その一に飛び掛かかったが、言わないでおいた。大丈夫、と頷うなずくと、キタちゃんは大きく息を吐はいた。

「デカ女は床よ」

「どうもありがとう」

　ふたりの間に火花が散った。キタちゃんの目は、復讐を誓ちかった戦士の目をしていた。

「俺も床がいい！　このひとの隣に座るの嫌っス！」

「五味君も恥ずかしがりやさんなのね。そういうところも好きよ」

「あの女、耳が壊こわれてんのかしら」

「なんか言った？」

「壊れてなかったみたいね。よく聞こえてるじゃない」

　キタちゃんがいつになく挑ちよう発はつ的だった。これは相当キている。形勢逆転を狙ねらい、いつでも行動が起こせるように、彼女は油断なく周囲に視線を走らせていた。

　両りよう隣どなりに岩迫君と五味を侍はべらせ、村瀬さんはご機き嫌げんだった。ますますこちらを見下す目に力が入り、この状じよう況きように酔よっているようにも見える。

　けれど彼女の頭の中は、決してお花畑ではないだろう。岩迫君と五味が嫌がっていることをちゃんと分かっていて、その上で話の通じない女を演じている気がする。

「両手に花ってこのことよね」

　嫌がる素そ振ぶりを見せる岩迫君と五味の腕うでに自分のそれを絡からませ、彼女は満足そうに目を細めた。その目が私を捉とらえ、ひどく獰どう猛もうになる。

「でもショータ君がいたら、もーっと素す敵てきだと思わない？」

　私の向こう側に、ここにはいない兄を見ている。舌なめずりしそうな表情から視線を逸そらすと、ダンっと床を踏ふみ鳴らし、「こっちを見ろ」と脅おどされた。

　同じ女の子だから、余計に恐ろしい。見ろなんて無む茶ちやだ。顔が、上げられない。

「やめてください！」

　声を上げたのは、岩迫君だった。

「なあに？　怖こわい顔しちゃって」

　甘ったるい声を出す村瀬さんを、岩迫君はひたと見つめて言った。

「手を、離はなしてください。それと、吉村が怯おびえてます。いい加減、解放してやってください」

「お願いごとはひとつまでよ」

「じゃあ、女の子ふたりを逃にがしてください」

「ちょっと聞いた？　女の子だってあんたたち！」

　さもおかしいと言わんばかりに笑い声を上げる村瀬さんを、キタちゃんが冷ややかに見つめていた。彼女の強さのほんのひとかけらでいいから私もほしい。

「じゃあ、キスして」

「は？」

「お願い叶かなえてあげるわ。キスしてくれたら、だけど」

　薄うす暗ぐらいのに、岩迫君の顔から血の気が引いていくのがよく分かった。目を見開いて硬こう直ちよくする彼に、村瀬さんがさらにキスをねだる。

「頰ほおじゃ駄だ目めよ。ちゃんと口にして」

「む、村瀬さんっ」

　取り巻きたちが動どう揺ようしている。キスならお前らがしてやれよ。
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　やめろ。岩迫君にそんなことさせるな。私の友達に、触るんじゃない！

「逃げません」

　岩迫君が答えを実行する前に、口を開くことができて本当によかった。

　震ふるえながら村瀬さんを見上げた私は、再度言った。

「逃げません。だから、岩迫君から離れてください」

　鋭するどい視線が突つき刺ささる。私を見下し、侮ぶ蔑べつし、歯し牙がにもかけていないというような彼女の視線が。

　怖い。すぐにでも逸らしてしまいたいと思ったそのとき、彼女はこれでもかと口元を引き上げて笑った。

「ねえ、妹ちゃん。ショータ君って、いつもどんな格好で寝ねてるの？」

「……は？」

「下着はなに？　もしかして寝るときは全ぜん裸らかしら！」

　うちに裸ら族ぞくはいねえよ。

　それよりも、さっきまであんなに冷たい目で私を見ていただろ。なんで急に態度が変わるんだよ。鳥とり肌はだが立って、隣に座るキタちゃんに縋すがりついた。

「ねえ、教えてよ」

　ねっとりと絡みつくような声こわ音ねで問われ、気持ち悪さに肌が痛いくらいに粟あわ立だった。変態、とぼそっと呟つぶやいたキタちゃんには全面的に同意する。

「ふ、ふつーに、Ｔシャツと、短パン、です」

　暑いときは上を脱ぬいでパン一になるけど、言えば喜ばせるだけだと思って言わなかった。

「そう。見てみたいわあ」

　もう無理。もう無理。

　このひと、怖い。

　キタちゃんの腕にぎゅうぎゅうと抱だきついて、早くこの時間が終わればいいと思った。このひとには何も教えたくない。想像すら、してほしくない。

　兄はきっとやってくる。

　モリ君のときは半信半疑だったけれど、今なら確信できる。兄はきっと、私を助けに来てくれる。

　ぶっきらぼうで、妹に対する扱いが乱暴で、でもそれだけじゃない。簡単には見せない不器用な優しさを持っていることを、私はもう知っている。

　今にも扉とびらを蹴けり開けて、乗り込んでくる兄の姿を想像した。

　大人しく待っていたら大丈夫。そう考えて、唇くちびるを嚙かみしめた。私はいつだって、誰かが助けてくれることを心のどこかで期待している。巻き込んでおいて、それはないだろ、馬ば鹿か。

「ああ、ショータ君、まだかしら」

　声だけ聞いたら、彼女は恋こいする乙おと女めだった。でも違ちがう。このひとは絶対に違う。

　一いつ切さい手を触ふれずに、相手を穢けがすことができる人間がいるとしたら、きっとこのひとがそれなんだ。

　会わせちゃいけない。

　でもどうやったら彼女を止められるのか、兄を守ることができるのか。

　考えろ。正面切って戦うんじゃない。隙すきを作らせるだけでいい。

　俯うつむいているのを、怯えているのだと村瀬さんは勘かん違ちがいしたのだろう。同時に興味もなくしたようだ。岩迫君と五味にしきりにちょっかいを出し、会話に夢中になっていた。

　埃ほこりっぽい体育館の床ゆかをじっと見つめていると、ひとつの考えが閃ひらめいた。キタちゃんに寄りかかりながら、そっと周囲を見み渡わたす。

　あった。

「リホ？」

　恐きよう怖ふか、武む者しや震ぶるいか、体が小刻みに揺ゆれた。キタちゃんが心配して、背中を撫なでてくれる。

　村瀬さんの声はますます大きくなっていた。彼女の後ろを固める手下たちの集中力は途と切ぎれ、雑談に興じてこちらへの注意が疎おろそかになっている。

　キタちゃん、聞いて。

　これから何をするのか。彼女になにをしてほしいのか。小さな声で説明した。

「やめなさい。無茶よ」

　表情は変えず、けれど焦あせった声でキタちゃんが制止してくる。

　その声を無視して、私は何の前まえ触ぶれもなく走り出した。

「逃げたぞ！」

　ひとりが叫さけんだ直後、パイプ椅い子すがひっくり返る音がした。村瀬さんが喚わめいている。後ろを振ふり向く余よ裕ゆうもなく、入り口近くの壁かべに飛びつき、スイッチ盤ばんの蓋ふたを開けた。どれが照明用なのか分からない。考える時間が惜しい、すべてのスイッチを切った。

　真っ暗になった体育館は、一時パニックになった。怒ど号ごうが飛び交かい、足音が交こう錯さくする。ぶつかり合ったのか、呻うめき声も聞こえた。

　私は壁に手を添そえながら、入ってきた扉を目指していた。ほんのわずかに開いた扉から外の明かりが見える。さっきまではしっかり閉まっていたはずだから、キタちゃんたちは無事逃げることができたようだ。

　ここまで上手うまくいくとは思わなかった。ドアノブを握にぎった瞬しゆん間かん、安あん堵どで全身から力が抜ぬけそうになる。

　外に出たら正門まで走らないといけない。そこでキタちゃんたちと合流して──

「もっと鈍どんくさいやつだと思ってたわ」

　気づけば、体育館の天てん井じようを見上げていた。

　頭が痛い。視界がぐらぐら揺れていて、指先が痺しびれたように動かなかった。

「あら、頭打っちゃった？　ごめんね、死なないといいわね」

　半分開いた扉から外が見える。早く正門に行かないと、キタちゃんたちが心配して戻もどってくるかもしれない。

　──私が走り出したら、村瀬さんをパイプ椅子ごと転ばせて、岩迫君と五味を連れてキタちゃんは逃げて。

　結局、上手くいかなかったのは私だけだったようだ。途と中ちゆうまでは自分とは思えないくらい機き敏びんに動けていたんだけどなあ。

「ショータ君も来ないし、つまんない。帰ろっかなあ」

　誰だれかが何か言ってる。声が遠くなったり近くなったりして、正直ちょっと吐はきそうだ。

「でもその前に、私をコケにした代だい償しようは払はらってもらうから」

　胸むな倉ぐらを摑つかまれて、頭がほんのわずか浮ういた。ぼんやりしながら目の前の顔を見つめる。化け粧しよう、やっぱり濃こいなあ。

　へらへら笑ったのが気に食わなかったらしい。拳こぶしを振り上げる様子が、ぼやけた視界にやけにゆっくり映った。

　買ったばかりの眼鏡めがね、割られたら困るんだけど。

　迫せまりくる拳を、力なく見上げる。




　リホ！




　兄の声が、遠くで聞こえた気がした。
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　あれは、小学一年生のときだった。

　季節は夏。初めてもらった夏休みの宿題が嬉うれしかった。一番頑がん張ばったのは自由工作。楽しかったのは絵日記。このころから、絵を描かくのは好きだった。

　自転車が乗れるようになったのも、ちょうどこの時期だった。私の自転車は親しん戚せきからもらったおさがりで、黒いカラーリングが気に入らなかったのを覚えている。

　小学生に上がったのを機に、遊びに行ける範はん囲いが広がった。それまでは、どこそこの道から先は行っちゃいけませんと親から厳しく言われていた。こっそり出ようとしても、なぜかいつもすぐにバレて、連れ戻される。あれは本当に不思議だった。出ようとすると、背後に怖こわい顔をした父が立っていて、ちょっとしたホラーだった。

　あの日は友達に誘さそわれて、自転車に乗って遠くの公園に行った。初めて見る景色の中に自分がいるというだけでドキドキした。

　家の近くにある公園と違って、友達が案内してくれた公園は規模も遊具の数も段だん違ちがいだった。自転車を停とめ、夕方になるまで遊んだ。

　五時までには帰ってきなさいと言われていたから、もちろんそうした。友達に別れを告げて、自転車の鍵かぎを外す。そのとき、後ろから飛んできたボールが、自転車のタイヤに当たった。

　危ない。思わず後ろを振り返ると、コンクリートの山の上から、こちらを見下ろしてニヤニヤ笑う男の子と目が合った。四年生くらいだろうか、知らない子だ。一年生になったばかりの私には彼が随ずい分ぶんと大人に見え、恐おそろしく思えた。

　男の子はボールを何個か持っていた。それをひとつ手にとり、振りかぶる。

　リホちゃん危ない！

　少し離はなれたところにいた友達が叫ぶ。慌あわてて避よけると、ムキになったのか、苛いじめっ子は次々とボールを投げてきた。

　投げるボールが尽つきると、苛めっ子は周囲を見回していた。投げるものを探してるんだ。すぐに逃にげようとして、地面に転がるボールが目に入った。

　怖かったけれど、腹も立っていた。

　目の前のボールを思いっきり蹴けり上げる。蹴られたボールは、苛めっ子のすぐ横を飛んでいった。

　その直後、苛めっ子の様子が一変した。自分がしたことも忘れ、ものすごく腹を立てているのが分かった。

　コンクリートの山を勢いよく駆かけ下りて、こちらに向かってくる。自転車に乗って逃げようとしたが、間に合わなかった。

　思いっきりお尻しりを蹴られ、自転車ごと派手に倒たおれた。友達の悲鳴が聞こえる。うっと息が詰つまり、私はあっけなく泣いた。

　公園には子供が大勢いたが、誰も助けてくれなかった。駆け寄ってくれた友達でさえ、苛めっ子に怯おびえて何も言えなかった。

　リホ！

　兄の声が聞こえた気がして、泣いてくしゃくしゃになった顔を上げた。涙なみだで滲にじむ視界の中、怒おこった表情の兄が駆けてくる。

「俺の妹になにしやがんだよお！」

　走ってきた勢いのまま、地面を蹴った兄は宙を舞まった。
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　大昔の出来事が、目の前の光景と重なって見える。

　こちらに向かって走ってくるのは、小学生ではなく、高校生になった兄だったけれど。

「きゃあああああ！　ショータ君！」

　急に手を離されたせいで、床ゆかで頭を打った。地味に痛い。けれどこの痛みで、意識がはっきりとした。

「本物だあ！　すっごおい！」

　ぴょんぴょん跳はねる村瀬（もう『さん』付けはやめだ）を、兄は一いつ切さい視界に入れていなかった。気づいていたのかも怪あやしい。倒れた私の横に膝ひざをつくと、そっと抱だき起こしてくれた。

「リホ、おい、何されたんだよ」

「よく分かんない……」

　おそらくは、ドアノブに手を掛かけた瞬間、髪かみを引っ張られて床に倒されたんだろう。後頭部がじんじん痛む。あとで病院に行ったほうがいいのかなあ。

「ショータ君、ショータ君！　近くで見るともっと素す敵てきなのね！」

　あくまでマイペースに振ふる舞まう村瀬は、背後から兄に抱きついた。その瞬間、兄の目に凶きよう悪あくな色が宿った。

「きゃ！」

「村瀬さんっ」

　乱暴に村瀬を振ふり払うと、兄は自力で起き上がれない私を抱いて立ち上がった。床に投げ出された村瀬を、取り巻きの男たちが助け起こす。

「いったいなあ。ひどいわ、ショータ君」

「勝手に名前を呼んでんじゃねえよ」

「あら、いいじゃない。私たち、これから付き合うことになるんだし」

　自信満々に言い放つ村瀬の顔を、改めて理解できないものとして凝ぎよう視しした。こんなにも言葉の通じない人間が存在するのか。自分の言い分だけが正しくて、そしてそれが実現されるべきだと信じている。何を言っても無む駄だだと判断したのは、私だけではなかった。

「頭がおかしいみてえだな。とにかく失うせろ」

　喧けん嘩かに発展させなかったのは、私がいるからだと分かった。今すぐにでも飛び掛かかろうと兄の目は爛らん々らんとしているのに、暴れる素そ振ぶりは少しも見せない。同時にこうも思った。私がいては、兄は勝てないのだ。

　村瀬はそれをよく理解していた。唇くちびるに指を当てて、蠱こ惑わく的な笑えみを浮かべる。

「ショータ君。言われたとおり、ひとりで来たのね」

　彼女が一歩後ろに下がる代わりに、取り巻き連中が前に出た。ちゃんと数えていないが、二十人は優に超こえている。よくこれだけのバカが集まったものだ。

「ねえ、私が、男のどんな顔が好きか知ってる？」

　緊きん迫ぱくする体育館に、村瀬の興奮した声がよく響ひびく。

「傷だらけの顔が、一番好きよ」

　穢けがされる恐きよう怖ふというのは、こういうものか。

　食い入るように兄を見つめる村瀬の目は尋じん常じようではなかった。知らぬうちに、兄が着ているシャツを握にぎりしめる。

「リホ。絶対に離すなよ」

　震ふるえる体を強く抱きこまれ、間近で兄の声がした。見上げると、不敵に笑う兄の顔があった。

　両者の距きよ離りが縮む。言われたとおり、兄にしがみついた。私を放ほうり出して逃げるという選せん択たく肢しがないことが、嬉しかった。

「わっりー、ショータ。遅おくれてごめーん」

　場ば違ちがいなほど明るい声がしたのは、最初に飛び掛かってきた手下を兄が避け、蹴り飛ばした直後だった。

「お前ら、遅おそいんだよ」

「これでも急いだほうだっつーの」

　目の前で呆あつ気けにとられる手下どもとガラの悪さで言えば引けを取らない連中が、ぞろぞろと体育館に入ってくる。先頭には浅野と澤田、そして神谷がいた。目が合うとひらひらと手を振ってくる。ゆるいなー。

「おい、テメーは呼んでねえぞ、神谷」

「いやいや、俺も必要でしょう」

　今の状じよう況きようを理解しているのだろうか。神谷はわくわくした顔で、立ち並ぶ敵を品定めしていた。しかし中心に立つ村瀬を見つけると、表情を変えた。

「村瀬」

「知ってんのか？」

「目をつけた男をボコボコにして喜ぶ変態女だよ」

　嫌いやな情報を知ってしまった。増ぞう援えんも来たことだし、兄よ、もうこの場を去ろうではないか。

「なに仲間連れてきてんだよ！」

「卑ひ怯きようだぞ！」

　向こうの陣じん営えいから非難の声が上がったが、お前らは『卑怯』という言葉を辞書で引いて百回清書してこい。あと『敗北』という言葉もな。

　人数だけで言うなら、向こうが圧あつ倒とう的に有利だ。けれど私はまるで負ける気がしなかった。なぜならこちらの面メン子ツを見て、村瀬の取り巻きたちが明らかに余よ裕ゆうをなくしていたからだ。

「リホ！」

　声がしたほうを見ると、キタちゃんと岩迫君、そして五味がいた。よかった、無事だったんだ。神谷たちをここまで案内してくれたのだろう。親指を立てると、キタちゃんの目が怒いかりで吊つり上がった。

「なんで無む茶ちやしたのよ！」

「いやあ、私のほうがスイッチに近かったし。村瀬を倒して、岩迫君たちをドアまで連れて行くことなんてできそうになかったから」

「だからってっ」

　キタちゃんの言葉は最後まで続かず、嗚お咽えつに消えた。一いつ瞬しゆん見えた彼女の泣き顔に、私はひどく慌あわててしまった。必死にキタちゃんを慰なぐさめている傍そばで、澤田が言う。

「あれ？　ショータ、怪け我がしてんの？」

「してねえよ」

「でもお前、腕うでに血がついてるぞ」

　触さわんな、とか、リホのアホ、とか、キタちゃんはまるで慰めさせてくれなかった。なんとかこっちを向いてもらおうと奮ふん闘とうする私は、兄のまとう雰ふん囲い気きが激変したことにちっとも気づいていなかった。

「ちょっと持っててくれ」

　兄は言うと同時に、私の体をキタちゃんに押し付けた。思わず受け取った彼女は、兄の腕にべったりとついた血を見て息を吞のんでいた。

「すぐに終わる。それまでリホを頼たのんだぞ」

　キタちゃんは頷うなずくと、私を抱き上げたまま後ろに下がった。傍かたわらにいた岩迫君が、私の後頭部にハンカチを当て、泣きそうな顔で見下ろしてくる。

「どうしたの？」

　彼は笑おうとして、失敗していた。イケメンはどんな表情でもイケメンと言うけれど、今の岩迫君の顔は長く見ていたいものではなかった。怪我でもしたのと訊ききたくなるくらい、痛みを堪こらえた表情をしている。私の手を握る五味だってそうだ。いっつも空気読まずに笑ってるくせに、どうしたんだよお前。

　困こん惑わくして、助けを求めるように兄に目を向けると、あっちはあっちでなにやら物ぶつ騒そうな事態となっていた。

　兄は指をバキバキと鳴らし、完全にヤル気だった。

　こちらの味方は兄を入れても十人ほどしかいない。相手は倍近くいるというのに、あの自信と殺意に満ち溢あふれた表情ときたら。

　思わずヒクつく口元を押さえ、神谷たちに視線を移す。こっちもこっちである意味、駄だ目めだった。ストレッチとは余裕だな、お前ら。

「よし、じゃあはじめるか。お前ら、リホの弔とむらい合戦だ」

　おい澤田、私が死んだみたいに言うな。

「夏休みくらい、平へい穏おん無事に終えたかったのになあ」

　浅野が眼鏡めがねを外した。やばい、本気だ。

「リホちゃん。終わったら病院に行こうな」

　神谷が一番まともなことを言っている。

　三人組以外の面識のない連中は、「ショータ先せん輩ぱいにいいところを見せるチャンスだ」と息巻いていた。なんだこいつらも下僕か。

「俺の妹を傷物にしたこと、後こう悔かいさせてやる」

　誤解を招くような台詞せりふを吐はいた兄が、先頭切って駆かけ出した。

　そしてあの日のように地面を蹴けった兄は、高く高く飛んだ。

　　　　[image: ]

　自身もボロボロになりながら、いじめっ子を撃げき退たいした兄は、泣きじゃくる私の手を引いて家まで帰ってくれた。

「もう怖こわくないだろ。だから泣くなよ」

　一番怖かったのは上級生をボコボコにしていた兄の形相だったのだが、小学一年生にして空気の読めていた私は一いつ生しよう懸けん命めいに目を擦こすって泣き止やもうとした。

　お下がりの自転車は倒たおれた拍ひよう子しにカゴが大きくへこんでしまっていた。新しいの買ってくれないかな。泣きながらもしたたかなことを考えていると、繫つないでいた手を急にぶんぶん振ふられ、びっくりして兄を見た。

「俺、つよかっただろ」

「う、うん」

「もっとつよくなって、リホのこと守ってやるからな」

「……ほんとに？」

「やくそくだ」

　小指同士を絡からませて、兄は誰だれよりも強くなり、すべての脅きよう威いから私を守ると誓ちかってくれた。幼い私はその約束を、すぐに忘れてしまうのだけど。
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　空が白むころ、自然と目が覚めた。

　見慣れない天てん井じようを数秒見つめ、ここが病院だと思い出す。乱らん闘とうのあと、病院に放り込まれたのだ。幸い怪我は大したことはなかったが、大事をとっての入院だった。

　隣となりでは兄が眠ねむっていた。一晩中付き添そってくれていたのか、大きな体が小さな簡易ベッドからはみ出していた。

　タオルケットが床ゆかに落ちていたので体にかけてやると、寝ね言ごとで悪態をつきながら振り払はらわれてしまった。ムカついたので顔の上に乗せてやる。でもやっぱり思い直すと今度こそちゃんとお腹なかにかけて、もうひと眠りすることにした。兄きよう妹だい並んで眠るなんていつ以来だろう。

　徐じよ々じよに明るくなる外をカーテンの隙すき間まから見つめながら、兄の寝ね息いきに耳を澄すませる。睡すい魔まはなかなかやってこない。

「兄ちゃん」

　返事はなかった。ぐっすり寝ね入いっている。

「兄ちゃん、ありがとう」
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　病院の起き床しよう時間になって再び目が覚めると、隣に兄の姿はなくなっていた。

　朝食の前に看護師さんがやってきて、私の体温を測りながら雑談に応じてくれる。うちの兄が若い女性看護師の間で人気らしい。「見た目はちょっと怖いけどね」看護師のお姉さんはそう零こぼしつつ、恋こい人びとの有う無むを訊いてきた。お姉さん、薬指に指輪が光ってますけどいいんですか。

　兄の行方ゆくえを尋たずねると、支し払はらいのために今は一階の受付にいるらしい。戻もどってきたらそのまま退院になると言われ、まとめる荷物もないので寝ね転ころんで帰りを待つことにした。

　ベッドでごろごろしながら、鞄かばんどうなったんだっけ、と考えていた。あの中には大事な夏休みの宿題が入っているから紛ふん失しつは困る。どの時点まで持っていたか思い出そうとしていると、病室の扉とびらがノックされた。

「どうぞ」

　兄ならノックもせずに入ってくるはずだ。医者か看護師だと思って慌ててベッドに座りなおすと、入ってきたのは岩迫君だった。

「あ、私の鞄」

　彼の右手に持たれたトートバッグを見てほっとした。お礼を言って受け取ろうとした私は完全に油断していた。

「バカ！」

「またいきなり!?」

　やっほー、とか、元気ー、などの挨あい拶さつを抜ぬきに突とつ然ぜんの罵ば倒とう。岩迫君らしからぬ態度にびっくりしていると、ぐいぐい鞄を押し付けられてしまった。

　彼がこれほどまでに怒いかりを露あらわにする理由にはだいたい見当がついていた。自分でも無む茶ちややったなあとは思っているし、反省もしている。まあ反省といっても、「今回は捕つかまったけど次はもっとうまくやったるぜ」というやつなので、岩迫君が知れば大だい激げき怒ど間ま違ちがいなしである。

「怪け我がは？」

「ちょっと切れてただけみたい。ガーゼつけてるけど、そんなに痛くないよ」

　治ち療りようのときは髪かみの毛を剃そられるんじゃないかと恐きよう怖ふしたが、縫ぬうほどではなかったことに一安心した。お母さん、石頭に産んでくれてありがとう。

　どこまでも能天気な私の態度に、怒おこっていたはずの岩迫君も勢いを削そがれたらしい。力が抜けたように項うな垂だれると、両手で顔を覆おおって、弱々しく呟つぶやいた。

「心配したんだ」

　それっきり喋しやべらなくなったので、生まれた沈ちん黙もくはたいそう居い心地ごこちの悪いものだった。

　自分がしたことに後悔なんて一ミリもしていないが、もし立場が逆だったのなら、きっと私も同じように怒ったし心配もしただろう。彼の気持ちが分かるだけに、かける言葉が見つからない。すると小さな、本当に小さな声が聞こえた。

　どうしてだよ。

　彼はそう言って、縋すがるように私を見上げた。

「俺があのとき言うことを聞いてたら、少なくとも吉村は逃にげられただろ。なのになんで邪じや魔ましたんだよ」

「なんでって、岩迫君はキスしてもよかったの？」

「よくない！　よくないけど、でも」

　私たちを逃がすことができるんなら、キスくらい別によかった。そう言うんだろうな。

　優やさしい彼の言い分はよく分かる。でも私にだって譲ゆずれない領域があるってことを知ってほしい。

　それにあのとき岩迫君が言われたとおりのことをしていても、きっと村瀬は逃がしてくれなかった。こちらの絶望を気持ちよさそうに受け止めて、美味おいしいところだけを味わっていたはずだ。

「岩迫君がキスしなくて、よかった」

　友達が好きでもない女の子と脅おどされてキスする場面なんか見たくない。たぶん一生の傷になる。なによりそうさせた自分を許せなくて、この先誰ともキスしないという誓いを立てていたっておかしくない。そうなったら岩迫君、責任とれるの。

「そんなに、いやだったのか」

「いやだったよ。たかが唇くちびる、なんかじゃないんだから」

　あのひとにとってキスは他人を傷つけるための手段にしか過ぎないようだったけど、一度もキスをしたことがない私にだってそれは間違いだって分かる。言葉にできない気持ちを伝えたくてするのがキスだと言ったら、夢を見すぎだろうか。

「岩迫君には、本当に好きな子とだけキスしてもらいたいもん」

「本当に、好きな子とだけ？」

「そ。だから、大事に大事に、とっておいてね」

　彼は泣きたいのか笑いたいのか、実に曖あい昧まいな表情を浮うかべていた。そんな理由で無む謀ぼうな振る舞まいをしたのかと呆あきれているのだろうか、それとも。

　彼は何も言わなかった。言わない代わりに、私の後頭部にそっと指を伸のばしてきた。けれどガーゼの存在に気がつくと動きを止め、迷った末にベッドの上に投げ出されていた私の手に触ふれた。

　指先を辿たどった彼の手は、最後にぎゅっと握にぎってくる。岩迫君の体温を感じながら、今度は心地ここちのいい沈黙が流れていった。

「やっほーリホちゃん元気ー？」

　台無しにしてくれたのは神谷だった。

　ノックもせずに入ってくると、ベッドの上に遠えん慮りよなく座った。そのとき岩迫君の手を埃ほこりでも払うかのように、ごく自然に私の手から落としてしまう。

「あ、お茶飲む？　俺の飲みかけだけど」

「けっこうです」

「怪我してるから自分じゃ飲めない？　口移しで飲ませてあげよっか」

「ナースコール押しますよ」

　使い方間違ってないよな。患かん者じやの危機だもの。

「吉村を困らせるために来たんなら、帰ってくれますか」

「あっれー、誰だれかと思ったら喧けん嘩かのときに何の役にも立たなかった岩迫じゃーん」

「喧嘩ぐらいしか取り柄えのない人間に貶けなされたくありません」

　空気悪っ！

　息苦しいにもほどがあるわ。私、怪我人だぞ。やるなら外に出てやってくれ。

「まあ、雑魚ざこの岩迫はどうでもいいや。リホちゃんを安心させたくてさ」

　岩迫君と睨にらみ合うのをやめてくれたらもっと安心できるんだけど。

　しかし神谷のもたらしてくれた情報は、絶大だった。

「もうあの女は二度とリホちゃんの目の前には現れないよ」

「本当ですか？」

　信じたいけれど、村瀬があのまま黙だまって引き下がるとは思えない。私の不安げな表情を見つめ返し、神谷はもっと恐おそろしいことを言った。

「浅野がシメたから、もう大だい丈じよう夫ぶ」

　それだけでなんかもう、うん、納なつ得とくした。

　浅野のことはよく知らないけれど、でも私なりに分かっていることもある。

　うちの兄ちゃん、けっこう浅野に対してだけは気を遣つかってる瞬しゆん間かんがあるんだよね！

　それに気づいたときは、ああこのひとは絶対に怒らせたら駄だ目めなんだと悟さとった。乱らん闘とうのときも笑いながら殴なぐっていたし、底知れないというか、いやもう考えるのはやめよう。

「それだけ知らせたかったんだ。じゃあ俺はもう帰るよ。ショータに見つかったらうるせえしな」

　ベッドから立ち上がると、意外とあっさり帰っていこうとした。私は咄とつ嗟さに服を摑つかんで引き止めていた。

「助けてくれて、ありがとうございました」

　神谷たちが来てくれてなかったら、恐ろしい展開になっていたのは間違いない。今さらだけど、私以外の怪我人はなかったのか心配になった。

「ないない。リホちゃん以外、ピンピンしてるよ」

「他ほかのひとにもお礼を言わないと」

「いらないんじゃない？　ショータにねぎらわれて、連中、泣くほど感動してたし」

「……そうですか」

　妹の私が余計なお礼を言ってその感動を濁にごすのもアレだな。

「殴った手は、痛くないんですか？」

　赤くなっている神谷の拳こぶしが気になった。たぶん、痛かっただろう。湿しつ布ぷくらい貼はればいいのに。

「慣れてるから平気だよ。それよかリホちゃん」

　不意に神谷の手が、私の頭を撫なでようといつもの動きを見せる。けれど怪我を思い出し、すぐに引っ込めてしまった。

「怪我、早く治しなよ。そうじゃないといつもみたいに触れないからさ」

「はい」

　今度こそ神谷は帰ろうとした。が、何を思ったのか肩かたを抱だき寄せ、ぐっと顔を近づけてきた。

「ちょっと！　何やってるんですか！」

　横から慌あわてて止めてくれたのは岩迫君だった。彼を鬱うつ陶とうしそうに振ふり払はらいながら、神谷は至し極ごく当然のことのように言った。

「この間の続きだ。邪魔すんな」

「続き？　おい吉村、どういうことだよ」

「さあ、分かんない」

「説明すんのもめんどくさいから、助けたお礼はキス一回でいいよ」

　引き止めなきゃよかった。あのまま颯さつ爽そうと帰っていたら最高に格好良かったのに。

　見直される機会をみずから棒に振った男を軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見上げる。さっきまで恩人だったが、今はもういつもどおりのチャラい神谷だ。

　適当にあしらう私と違ちがって、岩迫君は本気で怒おこっていた。神谷をベッドから引き離はなそうと奮ふん闘とうし、部屋の外にまで届きそうな声を張り上げる。

「吉村から離れろ！　キスは、本当に好きな子とだけする大事なものなんだぞ！」

「高二にもなってなに夢見がちなこと言ってんだお前。バカ？」

　悪かったな。それを言ったのはこのピュアな私だよ。

　枕まくらを摑み、神谷に向かって振りかぶる。同時に病室の扉とびらが開き、兄が姿を見せた。
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「……お前ら、何してんだ」

　兄のこめかみに青筋が浮いた。

　まあそのあとは予想通り。暴れる兄と挑ちよう発はつする神谷、止めようとする岩迫君にナースコールを押す私。

　駆かけつけた医師と看護師に説教されて、追い出されるように退院した。
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[image: ⓱　甲斐君は見た]




　長かった夏休みも、ついに終わってしまった。

　九月に入り、今日から二学期が始まる。

　夏休みが終わると夏も一いつ緒しよに終わった気になるが、日本はまだまだ暑かった。半はん袖そでの制服を着ていてもじっとりと汗あせをかくほどだ。

　始業式が行われる体育館に向かっていると、後ろから真柴さんたちいつもの三人組に声をかけられた。彼女たちとは夏休みに一度会ったが、それでも懐なつかしい気分になって、いつもより会話が弾はずんだ。

「真柴さん、プールのときより焼けた？」

「部活でね。日焼け止め塗ぬってるけど、汗で流れちゃうのよ」

「リホリホと田辺は白いわね」

「外に出るときは肌はだは出さないもん」

「私は外に出ることすらあんまりしなかったもん」

「鰐淵先生も日焼けしてなさそうよね」

「当たり前じゃない！　私イヤよ、先生が松まつ崎ざきしげるみたいになってたら！」

「それはそれで面おも白しろいじゃん。よし、早いとこ行って確かめよう」

　結果から言うと、鰐淵先生は美白を保っていらっしゃった。しかもまだ暑いというのにスーツのジャケットを汗ひとつかかずに着ていらっしゃる。まあ肌はだ着ぎの透すけた鰐淵先生なんて見たくもないけど。

　夏休みはどう過ごしたのかを真柴さんが尋たずねると、先生は「ウィーンでオペラ鑑かん賞しようをしてきました」とおっしゃった。

　……この人はなんで高校教師なんてやってんだろう。

　キャー素す敵てきとうっとりしている真柴さんには悪いけど、私と田辺さんと塔元さんはこの数学教師に対して胡う散さん臭くさい気持ちを抱いだいたのだった。

『生徒は整列してください』

　放送を合図に、お喋しやべりに夢中になっていた生徒たちは、それぞれのクラスの列に加わっていった。出席番号順ではなかったので、私たち四人は固まって整列した。

　学年主任の固い挨あい拶さつから始まり、次にいくつかの部活の大会成績が発表された。

　男子テニス部は見事全国ベスト８に輝かがやいていた。テニス部部長の香こう坂さか先せん輩ぱいが壇だん上じように上ると、田辺さんがもっとよく見ようと背せ伸のびをしている。

　漫まん研けん部員でもあるトモ先輩が所属する吹すい奏そう楽がく部は、銀賞を受賞していた。部長らしき女子生徒が、緊きん張ちようした面おも持もちで香坂先輩の隣となりに並んだ。

　名前を読み上げられるたびに部活代表者が壇上に上り、盛大な拍はく手しゆが送られる。香坂先輩への声せい援えんがどこからか飛び出し、田辺さんも負けじと声を上げていた。

　そしてサッカー部の島部長が、壇上に上った。

「リホリホ、どうしたの？」

「いや、ちょっと……」

　夏の合宿を断ったことについては悪いとは思っていないが、向こうは暴君、元奴ど隷れいに反はん抗こうされたとあっては黙だまっていないだろう。

　咄嗟に身長の高い真柴さんの背中に隠かくれた私は、バレないようそっと壇上を窺うかがった。

「うげ！」

　島先輩が、こっちを見て笑っていた。笑っていたといっても友好的なものではなく、効果音でいうならニシャア……っ、という悪役が浮うかべるような不ふ吉きつな表情である。やばい、これは間ま違ちがいなく監かん禁きんコースだ。今日は裏門から帰ろう。

　次に新任の教師の紹しよう介かいが行われた。

　出産や定年などで夏休み前に春日坂を去った教師は何人かいた。漫研の顧こ問もんである古典のおじいちゃん先生もそのひとりだった。

　後任の顧問はまだ決まっていない。はっきり言って、やることなんてほとんどないのだから誰だれでもいいっちゃいいんだけど。

　新任教師の紹介をぼんやり聞いていると、後ろにいる田辺さんが話しかけてきた。

「ねえ、リホリホ」

「なに？」

「夏休み、彼氏とデートしてなかった？」

「彼氏!?」

　しーんと静まり返る体育館。周囲から突つき刺ささる視線。田辺さんのごめんというジェスチャー。

　それらすべてを受けた私は、真っ赤になりながら首を竦すくめて小さくなった。

　タイミング的にも非常にマズかった。校長が今まさに『私が思う理想の春日坂の生徒（すでに耳タコ）』を語ろうとしていたその矢先のことだった。

　始業式はかつてないほど微び妙みような空気で終しゆう了りようし、私は逃にげるように体育館をあとにした。

　　　　[image: ]

　教室に戻もどるとさっそく隣の席の甲斐君にからかわれた。なまっちろかった彼は夏休み明けにはこんがり焼けて、見るからに逞たくましくなっている。交通整理のバイトをしていたらしい。

「一週間後には実力テストだからなー」

　担任から試験の日程表を渡わたされうんざりする生徒多数。彼らが夏休み中にテスト勉強をしていたとは思えない。もちろん私もそのひとりだ。黒板に嫌いや味みなほど大きく書かれた『実力テスト』の文字が皆みんなのため息を誘さそった。

「じゃあ今から席せき替がえするから、窓まど際ぎわの列から順番に籤くじを引いてくれ」

　沈しずんでいたクラスの空気がわずかに浮ふ上じようした。席替えは新たな出会いの始まり。私は真ん中から後ろだったらどこでもよかったけど、一部の生徒のテンションは凄すごかった。

「吉村とこれでお別れかあ」

「甲斐君、新しく隣になった子にウザがられないよう気をつけてね」

「吉村の暴言もこれが最後かと思うと感かん慨がい深いわ」

「握あく手しゆしとく？」

「うん」

　甲斐君、ときどきウザかったけど嫌きらいじゃなかったよ。君のツッコミには目を見張るものがあったから、これからも精しよう進じんを重ねて欲しい。あと私が勧すすめたバイトを実はやってたなんてちょっと嬉うれしかった。でも汗ばんだ手は若じやつ干かんいただけないな。

「次、四列目だぞ」

　私の列だ。先生お手製の箱に手を突っ込むと、ぐるぐるかき回して指にひっかかった一枚を引いた。

　出た数字と黒板に書かれた座席表を見る。通路側から数えて二列目の後ろから二番目だ。利点といったらすぐにトイレに行けることぐらいだな。

　鞄かばんと一緒に移動して新しい席についた。両りよう隣どなりはまだ決まっていないようだ。

　すると後ろからつんつんと背中をつつかれた。

「よ！」

　さっき握手して別れた甲斐君がいた。なんだこの残念な再会は。

「名コンビ復活だな」

　即そく解散したいというか、コンビになった覚えもないぞ。まあたしかに私のボケを高確率で拾ってツッコんだ実績は評価するが。

「吉村、吉村」

　今度はなんだよ。

　右みぎ隣どなりを見ると、なんと岩迫君がいた。

「よろしく！　隣になるなんて、なんかすごいよな」

「そうだね。あ、テニス部おめでとう」

「ベスト８だけどな」

「それでも十分凄いと思うけど」

「いや、でも完敗だったから」

　謙けん遜そんとは裏腹に、彼の表情からは誇ほこらしさが滲にじみ出ていた。スポーツの楽しさは理解できない私だが、何かに打ち込む人間は見ているだけで清すが々すがしいものだ。

「そういやさ、体育館で叫さけんでたの、あれって何だったの」

「え」

「彼氏って言ってたよな。吉村、彼氏できたの？」

　そこを蒸むし返しますか。

　神谷と美術館にふたりで行ったところを田辺さんに目もく撃げきされていたわけだけど、あれは従兄いとこのお兄ちゃんですと誤ご魔ま化かしておいた。正直に話すと余計な誤解を招きそうだったし、まあバレないだろう。

「従兄と一いつ緒しよに歩いてたのを間違われたんだよ」

「なんだ、そうだったんだ」

「そうそう。彼氏なんているわけないじゃん」




「だったらよかったー」




　直後に激しい物音がした。

「何してんの甲斐君。コントの練習ですか」

　背後を振ふり返ると、甲斐君が椅い子すごと仰あお向むけに倒たおれていた。文ぶん枝し師し匠しようばりの豪ごう快かいな倒れ方に、私だけでなく周囲の生徒も驚おどろいていた。すぐに笑いが起こる。

「甲斐君、頭大だい丈じよう夫ぶ？」

「その言い方やめ。頭は打ってないから。てかお前らってさあ、」

　私と岩迫君を交こう互ごに見て、甲斐君は何か言いたげだ。けれど結局何も言わず、しきりに首を捻ひねっていた。思わせぶりだな、まあいいけど。

「全員、席決まったな。じゃあ本日これにて終了！」

　担任の茂も木ぎ先生の号令でやっと解散となる。黒板に大きく書かれた『実力テスト』という文字を、さっそく誰かが消していた。







　あとがき




　このたびは『春日坂高校漫画研究部』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　はじめましての方も、二度目の方も、こんにちは、あずまの章です。




　さて、二巻は夏休みが舞ぶ台たいです。主人公はイベントに行ったり、プールに行ったり、デートもどきをしたりと、こいつオタクじゃねえリア充じゆうだ……っ、という夏休みを送ってますが、家に引きこもってアニメばっか見てたら本にならないので、そこはご容よう赦しやください。

　皆みな様さまは高校時代、どのような夏休みを過ごしていましたか。私は何をしていたかというと、ほぼ部活に行っていました。といっても漫まん研けんではなく、実はもうひとつの部活、吹すい奏そう楽がく部のほうです。

　漫研の合宿はなかったのですが、吹奏楽部の合宿はありました。朝から晩まで練習練習です。現在の自じ堕だ落らくな生活と比べると考えられないくらいのスポ根な夏休みでした。あと吹奏楽部は運動部ですと言いたい。

　春日坂は私の高校生時代をベースにしてますが、主人公と作者の間にはなんかこう、圧あつ倒とう的な差が存在してますね。私の高校生時代に、甘あま酸ずっぱさなんてなかった気がします。しょっぱい汗あせの味ばかりが思い出されます。こんな夏休み、過ごしたかった。

　ある意味、私の願望ともいえるこの二巻、今回はちょこっとラブ的な要素が盛り込めたかと思います。一応春日坂は「青春ラブコメ」と銘めい打うっていたような気がするのですが、一巻ではギャグばかり考えていたせいか、ラブがどこかに行ってました。

　これはいけない、と思い、今回は岩迫君とか神谷に頑がん張ばってもらった次し第だいです。頑張って手を握にぎっただけかよ、と自分でも愕がく然ぜんとしていますが、過程というものは大事だと思います。はい。

　そんなこんなで、第二巻はいかがでしたでしょうか。夏は短しハジケヨ乙おと女め、皆様のこれからの夏もハジケるよう祈いのっております。




　ヤマコ様、今回も素す敵てきなイラストありがとうございます。ヤマコ様の描かく兄ちゃんが大好きです。

　担当様、一巻の宣言どおり、ギリギリで申し訳ありませんでした……。

　そしてここまで読んでくださった読者の皆様、ありがとうございます。またお会いできる日を願っております。





あずまの章　　
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カバー・口絵・本文イラスト／ヤマコ

デザイン／うちだ みほ（ムシカゴグラフィクス）










春日かすが坂ざか高こう校こう漫まん画が研けん究きゆう部ぶ




第だい２号ごう　夏なつは短みじかしハジケヨ乙おと女め！








あずまの章しよう
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